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あとがき








第１話「新しい家族が増えたので、のんびりピクニックをすることにした」






「というわけで、僕たちは久しぶりに旅に出ることにします」

「留守の間、『港町イルガファ』をお願いいたします。『海竜ケルカトル』」

「よろしくかとー！」

　僕とイリスとシロは、久しぶりに『海竜の聖地』に来ていた。

　目の前には『海竜ケルカトル』がいて、大きな目で僕たちを見ている。

　もちろん、この海竜さんは本物じゃない。イリスが『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』でコンタクトを取り、『幻影舞台ステージ・オブ・イメイジング』で作り出した幻だ。姿や態度は、本人を反映してるけどね。

「この町にはシロのおうちがあるから、海竜さん、しっかり見ててねー」

『わ、わかっております。「天竜ブランシャルカ」さま……』

『海竜ケルカトル』は、おびえたような顔をしてる。

　天竜のシロに威圧感を感じてるみたいだ。

「『海竜ケルカトル』におうかがいします。海の様子はいかがでしょうか？」

　僕の隣には巫女みこ装束のイリスがいて、幻影の海竜さんを見つめてる。

『特に問題はない。それにしても我が末まつ裔えいよ……』

　幻影の『海竜ケルカトル』は興味深そうに、イリスの顔をのぞきこむ。

『海竜の勇者と出会ってまだ２年しか経たぬのに、成長したな』

「お兄ちゃんと並び立てるようにがんばりましたから」

　イリスは照れたように、僕を見上げてる。

　その頭の位置は、出会ったときよりも少しだけ高くなっていた。

　イリスが成長してるのはよく知ってる。週一ペースで、お風ふ呂ろに乱入してくるからね。

「おとーさんと一緒に入りたいですよね？」とシロを巻き込むことで断りにくくしたりと、そういう悪だくみをするところは変わってないけど。

「王さまと決着を付けてから、もう２年か。早いですよね……」

　僕が言うと、イリスとシロ、『海竜ケルカトル』はうなずいた。




『魔王軍』と『公式勇者』をめぐる事件から、２年が経たった。

　僕たちは変わらずに『港町イルガファ』で暮らしてる。

　子どもが生まれて、生活が落ち着くまでは、遠出しないことにしたからだ。

　この２年間、色々なことがあった。

　僕とセシルの子どもが生まれて──子育てをはじめて。

　僕とセシルとリタ、アイネとレティシア、イリスとラフィリア、カトラスとフィーン、シロとレギィも含めて、10人がかりでの育児だった。大変だったけど楽しかった。というか、現在進行形でむちゃくちゃ楽しい。

　そうして、生活も落ち着いて。
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　２年が過ぎた今、僕たちは次の旅の準備をはじめている。

　旅の目的は『古代エルダーエルフの都』と『魔族の都』に行って、それぞれのオーブを返還すること。

　僕たちが持ってる『古代エルフのオーブ』と『魔族のオーブ』は、この世界の王さまからもらったものだ。

　この国の王さまは言っていた。




「この宝珠オーブを魔族と『古代エルフ』の故郷に返すことで、宝珠の中に眠る魔族と『古代エルフ』の代表者の意識が甦よみがえるという伝説がある」──と。




　魔族や『古代エルフ』と話ができるなら、してみたい。

　ふたつの種族の話や、この世界にどうして『勇者と魔王システム』が生まれたのか、詳しく聞いてみたいんだ。

　だから、僕たちはこれから、それぞれの種族の都を訪ねるつもりでいる。

　で、出発前に『海竜ケルカトル』にあいさつしにきた、というわけだ。




「この２年は本当に、あっという間でした。時の流れとは、不思議なものです」

　イリスはぼんやりとつぶやいた。

「２年の間に十分に成長したイリスは……間もなく『海竜の勇者』であるお兄ちゃんと、『海竜の娘』がしたようなことをするでしょう……」

「……そういうことを人前で言わないの」

「むー。自慢したかったのでしょう」

「はいはいー。シロ知ってるよー。イリスおかーさんとおとーさんは……もがもが」

　僕は慌ててシロの口を押さえた。

　海の神さまになにを言う気だ。まぁ、シロも神さまだけどさ。

　でも、シロはまだまだちっちゃくて、無邪気なままだ。

　竜だから、人間とは成長速度が違うんだろうな。

「イリスおかーさんは、早く成長できていいなぁ。シロも早くおっきくなりたいかと！　完全な天竜の姿になりたいよー。お姉ちゃんとして、妹に立派な姿を自慢したいかと！」

「大丈夫だよ。シロ」

　僕はシロのプラチナブロンドをなでた。

「これからもシロのために『天竜の魔力』を探すつもりだから。安心して」

「ありがとー、おとーさん！　だいすき！」

　２年の間、僕たちは近場の調査をしてきた。

「完全な天竜になりたい！」という、シロの願いを叶かなえるためだ。

　シロは『地竜アースガルズ』の魔力のおかげで生まれることができたけど、まだ大きな天竜の姿にはなれない。

　大きな天竜になるには地竜の魔力だけじゃなくて、先代の天竜の魔力も必要なんだ。

　以前、聖女デリリラさまが回収してくれてた『先代天竜の魔力』をもらった──というか、強引に吸収したことがあったけど、あれじゃまだ足りない。

　でも、残りの魔力のありかは、まだわかってない。

　先代の天竜ブランシャルカの魔力は、何者かによって拘束されていた。

　その間、魔力を抜き取られて、マジックアイテムなどに利用されていたらしい。

　僕たちはその魔力を解放することに成功した。

　自由になった天竜の魔力は、世界のあちこちを漂ってるはずだ。

　探し出して回収したかったんだけど……これがなかなか見つからないんだ。

「今回の旅の目的地は『古代エルフの都』だからね」

　僕はシロの髪をなでながら言った。

「『古代エルフ』はすごい技術を持っていたからね。その都に行けば、天竜の魔力を集める方法もわかるかもしれないよ」

「ほんと？　わーい」

「よかったですね、シロさま」

　イリスは笑いながら、シロの手を握った。

「お兄ちゃんにお礼をしなければいけませんね。では、シロさま、今日もお風呂でお兄ちゃんの背中を流してさしあげてください」

「わかったー。シロ、おとーさんの背中を洗うよー」

「では、イリスはお兄ちゃんの前をあら──」

「だから海竜の前でそういうことを言わない！」

　僕はイリスの口を押さえた。

　おそるおそる、海竜の方を見ると──

『……幸せそうでなによりだ』

『海竜ケルカトル』は、困ったように首をかしげてた。

　海竜さん、最近すごく優しくなったよね……。

『我が末裔と「海竜の勇者」と天竜さまが幸せであれば、我は満足だよ』

「はい！　イリスはとても幸せです！」

「シロも毎日楽しいかとー！」

　イリスとシロが手を挙げる。

「これから僕たちは『古代エルフの都』に向かいます。王さまが所有していた『古代エルフ』のオーブを返すために」

　僕たちは２年前、この国の王さまと『契約』を交わした。

　王家が行っていた『勇者と魔王システム』を終わらせるためだ。

　王さまには『勇者と魔王システムから手を引く』という条件を。

　僕たちには『「古代エルフのオーブ」と「魔族のオーブ」を、それぞれの種族の後継者に返す』という条件をつけたんだ。

『しかし、この国の王家が古いにしえの種族の宝珠を奪っていたとはな』

「普通は思いませんよね。王家が『古い種族の力を奪うかわりに、国を正しく治める』と、当時の人々と、神さまに対して誓って──それが『契約』として作用していたなんて」

『うむ。おそらくは人々の魔力を利用して、大規模な儀式契約をしたのであろう』

「大規模な儀式契約ですか？」

『そうだな。大量の魔力を使用して、「契約の神」に直接声を届ける儀式だ。そうすることでより強い「契約」を結ぶこともできる。もっとも、易やす々やすとできるものでもないがな』

「……そういうものがあるんですね」

　大規模な儀式契約なんて、僕だったら怖くてできないけど。

　それをやった人は、一体なにを考えてたんだろうな。

「王家だから、過去のそういう儀式の記録とか、前例とかがあったのかもしれないけど……」

「……イリスも、恐ろしくてできません」

「だよねぇ」

　僕もイリスも海竜さんも、呆あきれたように首を横に振った。

『王家が「勇者と魔王システム」とやらを実行していたのは「契約」を守るためか』

「はい。魔王という人間共通の敵を作り出すことで、人々をまとめあげる。王家の力が必要だと思わせる。そうやって国を治めていたみたいです。敵は毎回魔王というわけじゃなくて、『異形の海賊』だったり『魔王の祝福を受けた領主』──だったりしたそうですけど」

『魔王めいた者は、時を超えて何度も現れる──か』

『海竜ケルカトル』は、静かにつぶやいた。

『我も長き時を生きる間に、地上より魔王めいた者の噂を聞いていた。何度も現れるがゆえに、違う領域の者……触れるべきではない者だと思っていたのだがな。その正体がそれか……』

「王家はそのシステムを捨てると『契約』してくれました」

　僕は言った。

「それで僕たちは王さまから『魔族のオーブ』と『古代エルフのオーブ』を回収したんです。それらを魔族と『古代エルフ』の後継者に渡すことで、古い『契約』は解除になるそうです。もちろん、すぐにセシルとラフィリアに渡しました」

　ふたりにオーブを渡してからしばらく経つと、空中に光と──『契約のメダリオン』のような図形が浮かび上がった。

　それはすぐに弾はじけて消えた。

　あとで聖女さまに聞いたら、『契約』が解除された証あかしだそうだ。

　王さまが不眠症になったって話も聞かないし、あれで『契約』は完了したんだと思う。

「ただ、問題はふたつのオーブの落ち着き先なんです」

『お前たちが所有していればよいのではないか？』

「それも考えたんですけど、やっぱり、それぞれの種族の都に戻すのが筋かな、って」

　王さまは宝珠の中に魔族と『古代エルフ』の代表者の意識が眠っている、と言っていた。普通に呼び出せないか試してみたけど、無理だった。

　やっぱり故郷に戻さないと、オーブと話をするのは無理らしい。

　それにこれは『古代エルフ』と魔族が大切にしてきたもので、王家に奪われたものでもあるからね。セシルのご先祖と、ラフィリアを作った人たちへの、弔いの意味も兼ねて、それぞれの故郷に戻してあげたいんだ。

『お主ぬしは、やさしいのだな』

「それに『古代エルフ』や魔族の意識と話ができれば、極秘情報が得られるかもしれませんから」

『……な、なるほど』

「都には古代のアイテムなんかも残ってるかもしれないし、天竜の魔力の集め方も教えてもらえるかもしれません。要はセシルとラフィリアの里帰りのついでに、探索しに行くってところですね」

『お主らしくてよいと思うぞ。「海竜の勇者」よ』

『海竜ケルカトル』は喉のどを鳴らして笑った。

　イリスとシロも、納得したようにうなずいてる。

　そんなにおかしなことを言ったつもりはないんだけど……？

「というわけなので、旅に出ている間『港町イルガファ』をお願いします」

　僕は海竜さんにお辞儀をした。

「『古代エルフの都』には、数日で行って戻ってこられると思います。その間、町を見守っていてください」

『承知した』

『海竜ケルカトル』はうなずいた。

『「古代エルフの都」と言ったな。「魔族の都」には行かぬのか？』

「行きたいんですけどね。場所がかなり遠いんですよ」

『魔族の都』は山の中にある。

　行くにはかなりの時間がかかるからね。しっかりと準備してからにしたいんだ。

「ごめんね。おとーさん。シロが完全な天竜になれれば、ひとっ飛びなのに」

「シロが気にすることじゃないよ」

「でもでもー」

「急がなくてもいいんだ。ゆっくり、時間をかけて行こう」

　シロが『天竜の魔力』を欲しがっているのは、僕たちを『魔族の都』に連れて行きたいから。

　そうすることで「お姉さんらしいところ」を見せたいみたいだ。

『すまぬな……我が海の者でなければ、お主らの旅を助けることもできるのだが』

「なんで『海竜ケルカトル』まで落ち込んでるんですか!?」

『……天竜さまが落ち込んでおられるのに、我が手助けできぬのがつらくてなぁ』

「ああもう。気にしなくていいんですってば！」

　僕の目的は、世界を救うことでも、古の『契約』を正すことでもない。

　みんなでのんびり、できれば「働かずに」生きていくことなんだ。

「王さまとの『契約』は終わってるんだから、急ぐ必要なんかないんですってば。シロも、『海竜ケルカトル』も、落ち込まないで」

「……でもでも、おとーさん」

「それに、今日はこれからピクニックに行くんだろ？」

　僕はしゃがんで、シロと目線を合わせた。

「お姉さんのシロがそんな顔をしてたら、妹のリスティが心配するよ？」

「それはよくないかと！」

　シロは、はっ、と顔を上げた。

「わかったかと！　シロ、落ち込むのはやめたかと！　妹を心配させるわけにはいかないもん！」

「よっしゃ」

『お主は……本当に天竜さまの父親なのだな……』

「そうだよー。おとーさんはシロのおとーさんだよ!!」

　シロは海竜に向かって、手を挙げてみせた。

「それでね。これからみんなでピクニックに行くの！　海竜さんもご一緒にどうかなー？」

『な、なななんと！　天竜さまのお誘いとは……!?』

　あ、海竜さんがのけぞってる。

　シロはその頭をなでながら、

「遠慮することないよー。海竜さんなら、みんな大歓迎だからー！」

『し、しかし……我が参加するのは、物理的に無理なのだ。いや、ご一緒したくないわけではないのです！　本当です!!　ただ、我が海から上がるのは大変なので──』

「わかってます。シロも、無理言わないの」

「むー。シロは、言ってみただけかと」

「シロは神さまなんだから、言葉には気をつけないと駄目だよ？」

「……はーい」

『すごい……天竜さまをしつけておられる……』

「それほどじゃないです。シロは素直ですからね」

『いや、良いものを見た。竜と人とがわかりあっているのを見るのはうれしいものだな』

『海竜ケルカトル』の姿が薄れていく。

　イリスの『竜種超越共感』のコンタクトが切れかけてるんだ。

『お主に「海竜の巫女みこ」を任せたのは正しかった。その調子で……どうか、我が末まつ裔えいをずっと、幸せにしてくれるように……』

「お任せください。『海竜ケルカトル』」

　イリスは再び、びしり、と手を挙げた。

「１年後には、新たなる『海竜の末裔』をお目にかけ……もがぁっ!?」

「だから神さまにそういうこと言わない！」

「イリスおかーさん。だめだよー？」

『ふ、ふはははははははは……』

『海竜ケルカトル』の楽しそうな笑い声が、消えて。

『海竜の聖地』の中枢に静寂が戻った。

「さてと。じゃあ、みんなのところに行こう」

「アイネさまがお弁当を作るとおっしゃっていましたからね」

「もうみんな、海が見える丘にいるかとー」

　僕とイリスとシロは手を繫つないで、『海竜の聖地』を後にしたのだった。










　２年前、僕は王家と『白いギルド』にまつわる『勇者と魔王システム』を終わらせた。




　この世界に魔王はいない。

　けれど王家は、魔王が存在するということにして、異世界から勇者を召喚していた。

　彼らの理屈はこうだ。




　・辺境にいる魔王が、世界を滅ぼそうとたくらんでいる。

　・対抗する力を持つのは、王家と貴族だけである。

　・そのための戦力として、異世界から勇者を召喚した。

　・魔王と戦うために、人々は王家や貴族に協力しなければいけない。逆らってはいけない。




　つまり、自分たちの権力を維持するために「魔王」というシンボルを利用してたわけだ。

　王家と『白いギルド』の目的は、人々の共通の敵を作り出すこと。

　それに対抗するための力を、王家と貴族だけが持つこと。

　そうすれば、誰だれも王家や貴族に逆らえなくなる。

　逆らった場合、いつか魔王が攻めてきたときに、守ってもらえなくなるからだ。

　それが『勇者と魔王システム』だった。

　王家は同じことをずっと続けてきた。その時代によって、敵は魔王だったり、海賊王だったり──魔竜だったりしたらしい。

　でも、そのシステムは、僕たちが壊した。

『白いギルド』を終わらせて、勇者たちと、魔王軍にされかかっていた人たちを元の世界に帰した。

　この国の王さまと話し合って、『勇者と魔王システム』を捨てるという『契約』を交わした。

　王家はもう、勇者召喚をできなくなった。




　それから２年経たって、世の中は落ち着いてきた。

『港町イルガファ』にも、『保養地ミシュリラ』にも、近くの町にも、勇者は出没していない。

　貴族が勇者を使ってあばれることもなくなった。

　だから、僕たちは『古代エルフの都』に行くことを決めたんだ。

　目的は都の調査と、オーブの返還。

　王さまの言ったことが本当なら、『古代エルフ』の残留意識と話ができるはずだ。

　彼らが過去になにをしたのかを知ることもできるし、彼らが遺のこしたものも見つけられると思う。




　でも、気になることもある。

『勇者と魔王システム』を作った『古代エルフ』は本当に消えたのか。

　拘束されていた天竜の魔力は、なにに使われていたのか。

　それがまだ、謎のまま残っていたのだった。










「ここでの生活も落ち着いてきたよね」

　僕たちは『港町イルガファ』の近くにある、丘を目指していた。

　ここからは町が一望できる。

　町は大きな城壁に囲まれていて、今は作業員の人たちが、チェックと補修をしてる。

　港には商船が停泊してる。真っ白な帆をおろして、荷揚げの準備中だ。

　あの海の向こうには『海竜ケルカトル』がいる。

　さらに遠くの海には『天竜ブランシャルカ』が住んでいた島があるはずだ。その島の権利は僕たちがもらってるけど、まだたどりつけてはいない。

『天竜の島』なら居住性は良さそうだし、働かなくても生きていけると思うんだけどね。

　いつか、見つけることができるのかな……。

「どうしましたか？　お兄ちゃん」

　気づくと、イリスが僕の顔をのぞき込んでいた。

「うん。町と海を見てたんだ。いつの間にかこの町が、僕の故郷になってたんだな、って」

　僕は言った。

「それと、２年の間に、この町もだいぶ変わったなって思ってさ」

「それはそうでしょう」

　イリスは自慢そうに胸を張った。

「お兄ちゃんのおかげで、この『港町イルガファ』は、ますます栄えていますから」

「そうなの？」

「最近の王家は、竜に関わる町や施設を支援するようになっております」

　そういえばそうだった。

　僕たちが『勇者と魔王システム』を終わらせたとき、王さまには竜に関わるものへの畏い怖ふが刻み込まれちゃったらしい。

　だから王家は、竜に関わる町や遺跡への支援をはじめた。

　天竜の翼がある『翼の町シャルカ』、海竜ケルカトルをあがめる町『港町イルガファ』に対して、港の整備資金の支援や、税金の減免をはじめた。積極的にこの町の港を利用するようになった。

　結果、この町はかなり栄えたというわけだ。

「僕がなにかした実感は全然ないんだけどなぁ」

「ふふん。勇者や英雄とはそういうものかもしれませんね」

「……勇者よばわりはやめようよ」

「お兄ちゃんは『勇者』って呼ばれるのはお嫌いですものね」

　イリスは、いたずらっぽく唇に指を当てて、

「では、禁を破ったイリスはお兄ちゃんにおしおきしていただかなくては」

「だからそういう悪だくみはやめなさい」

　変わらないな。イリスは。

　……あれ？　そういえばシロは？

　さっきまで一緒にいたんだけど……？

「おとーさん！　イリスおかーさん！　早く来て欲しいかとー！」

　シロの声がした。

　見上げると、丘の上でシロが手を振ってる。

　その隣に立っているのはセシルだ。

　腕の中に小さな赤ちゃんを抱いて、笑ってる。

「セシルさんも、リスティちゃんも待ってるかと！　早く早く！」

「今行くよ。シロ」

「少しだけお待ちくださいませ」

　僕とイリスは丘を登り始める。

　やわらかな春の日差しが降り注ぐ丘の上。

　そこでは僕の家族が、ピクニックシートを広げて待っていた。

「お待ちしてました！　ナギさま」

「ナギもイリスちゃんも、おつかれさま」

「お弁当、ラフィリアちゃんも手伝ってくれたの」

「この前衛的なおにぎりは、あたしの作品なのです！」

『こんな日は、外でごろごろするに限るのぅ……』

　セシル、リタ、アイネ、ラフィリア、フィギュアサイズのレギィも手を振ってる。

　草の上にピクニックシートが敷いてある。

　まわりには木製の支柱があり、日差し避よけの布が張られている。即席の天幕テントだ。

　僕がシートのところに近づくと、アイネがにっこり笑って天幕の壁に触れる。

「まずは水分補給して欲しいの。発動『お姉ちゃんの隠れ家』」

　アイネが指先でテントの布をなでると……水道の蛇口が現れた。

　栓をひねると、当たり前のように水が出てくる。

　それをカップに入れて、アイネは僕に差し出した。

「はい。なぁくん」

「いつもながらすごいな。アイネの『お姉ちゃんの隠れ家』」

「……なぁくんがくれた『結魂スピリツトリンク』スキルなの」

　アイネは微笑ほほえみながら、僕にカップを差し出してくれる。

　この『お姉ちゃんの隠れ家』は、居住性の高い結界を作ってくれるスキルだ。







『お姉ちゃんの隠れ家』

　建物やテントなど、周囲から区切られた場所に結界を作り出すことができる。

　結界内は常に適温に保たれ、灯あかりと水道とコンロが完備されている。







『結魂』スキルということはつまり……まぁ、僕とアイネがそうなったということで……。

　ちなみに僕の方には『意識共有マインドリンケージ』スキルの上位版が覚かく醒せいしてる。

　これは、今回の旅で役に立ってくれると思う。

「ふふっ。このスキルのおかげで、いつでもみんなにご飯を食べてもらえるの」

　笑いながら、アイネは離乳食を準備してくれてる。

　そういえば『結魂』の儀式のとき、「セシルちゃんの子の乳う母ばになりたいの」って言ってたっけ。

　あれはどういう意味だったんだろう……。

「ナギさま。お隣に座っていいですか」

　気づくと、小さな赤ちゃんを抱いたセシルが、僕の隣に立っていた。

「いいよ。おいで」

「……えへへ」

　照れた顔で、僕の肩に頭を乗せるセシル。

　セシルの腕の中には、褐色の肌の赤ちゃんがいる。

　少し尖とがった耳が特徴の女の子だ。

　目は赤みがかった黒。そこは僕の血が濃く出てる。

　この子の名前はリスティ。僕と、セシルの子どもだ。

「ただいま。リスティ」

「……ぱぱ」

　ちっちゃなリスティは、僕を見て笑った。

　手を伸ばすと一生懸命な感じで、僕の指を握ってくれる。

　髪をなでると、リスティは安心したように目を閉じて、寝息をたてはじめる。

　見ているとなんだかくすぐったくて、うれしくて──優しい気持ちになる。

　リスティが生まれるまでずっと、自分がちゃんと『お父さん』をやれるか心配だった。

　僕自身は父親を知らないからね。

　ちゃんとした父親になれるかどうか、不安だったんだ。

　でも実際は、なんだかんだで上う手まくいってる。

　リスティが、かわいくてしょうがないってのもあるけど、うちには『お母さん』がたくさんいるからね。僕にできないことは、みんなが助けてくれてるんだ。

「なんだか……夢みたいです」

「どしたのセシル」

「わたしがお母さんになっていることも、すぐ側そばに、大好きな人がいることも。ずっと昔、王都の奴ど隷れい屋さんにいるときは、考えもしなかったですから」

　セシルは安心したように、僕に体重を預けてる。

　慣れた体温に、なんだか安心する。

『子どももいるというのに、まだまだ初々しいのぅ。魔族娘よ』

　ぽん、と、僕の肩の上に、フィギュアサイズのレギィが現れる。

『まるで初恋の真っ最中のようじゃぞ。んん？』

「だって……わたしは毎日、新しい幸せをかみしめてますから」

　まぜっかえすレギィに、セシルは優しく笑いかける。

「朝起きて、ナギさまにあいさつする幸せと、リスティちゃんを抱きあげるよろこび。みなさんが側にいて、いつも元気で、笑ってくれる幸せ。それはずっとわたしが欲しかったもので……毎日、その幸せをかみしめてるんです」

『…………お主……てごわくなったのじゃ』

「レギィさんにも感謝してます。リスティちゃんにいつも、子守歌を歌ってくれてますよね？」

「レギィが子ども好きだったのは意外だったよね……」

『あ、あれは、この子をえろ可愛かわいく育てるための訓練じゃ……べ、別に主ぬしさまのためじゃないんじゃからのっ』

　慌てたみたいに反論するレギィ。でも、リスティを起こさないように声を抑えてる。

　レギィもすっかり、子どもがいる生活になじんでるみたいだ。

　出会った頃ころはただの「えろい魔剣」だったのに、レギィも成長したなぁ……。

『……主さま、変なことを言うのはやめるのじゃ。うっかり大声を出しそうになったではないか。赤子が起きたらどうするのだ』

「大丈夫ですよ。リスティちゃんは、ぐっすり眠っていますから」

　セシルはリスティを抱っこしたまま、笑った。

　イリスもラフィリアも、寝顔をのぞき込んでる。

　リタは後ろに手を回して、もじもじしてる。なにかを隠しているようだ。

　……もしかして。

「リタ、櫛くしを貸して」

　僕はリタに向かって手を伸ばした。

「ど、どうして私が櫛を持ってるってわかったの？」

「そりゃわかるよ。リタのことだから」

　外はいい天気。僕たちはのんびり、ごろごろしてる。

　こういう状況なら、リタが毛づくろいして欲しがるのは予想できるからね。

「うぅ……おねだりしてるみたいで恥ずかしいよぉ」

「はいはい。リタ、こっち来て」

「ご主人様がそう言うなら……」

　リタは流れるような動きで、僕の膝ひざの上に乗った。

　僕とリタはピクニックシートの上で、身体からだを密着させる。

　セシルはリスティを抱いたまま、幸せそうな顔で僕たちを見てる。

　アイネとイリスはこっそりとこっちを見てる。

　ラフィリアは……あんまり堂々と見るのはやめてあげてね。リタが緊張するからね。

「それじゃいくよ。リタ」

「……は、はい。来てください……ご主人様」

　リタは結んでいた髪をほどいた。

　流れるような金色の髪に、僕はゆっくりと櫛を入れていく。

　いつも思うけど、リタの髪はやわらかくてなめらかで、本当に手触りがいいんだ。

　思わずずっと触っていたくなるけど……僕もこの２年間、ただ休んでたわけじゃない。

　リタの髪をとかす技術だって、少しは成長してるんだ。

「……は、はぅ」

「どうかな？　リタ。気持ちいい？」

「う、うぅ。ま、負けないもん。気持ちいいけど、簡単に落ちたりしないもん」

　がんばるな。リタ。

　いつもは櫛を入れた瞬間に眠っちゃうのに。

「ふふ。わ、私だって成長してるもん。そう簡単に落ちたりしないんだから」

「そっか。じゃあ次はうなじのあたりを──」

「そ、その弱点は克服し──」

「と、見せかけて、獣耳をすーっと」

「──はぅっ？」

　かっくん。

　勝負あった。

　リタはそのまま、僕の胸に背中を預けて、眠ってしまった。

　そんなわけで、僕はリタに膝枕しながら、のんびりとお弁当を食べ始めた。

　アイネが作ってくれたおにぎりには、ほぐした焼き魚が入ってる。僕の好物だ。

　この町は魚介類が豊富だから、アイネはよく、お魚系のおかずを作ってくれる。

　日本生まれの僕にはぴったりだ。

　ちなみにセシルは野菜が入った甘辛いソースが好き。リタの好物は焼き肉だ。
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　アイネは豆類が好きで、イリスは僕と同じく魚介類が好き。ラフィリアは甘い味付けが好きで、カトラスには好き嫌いがまったくない。騎士だから、って言ってたっけ。

　今日は早起きして、みんなの好きなおかずの入ったおにぎりを作った。楽しかったな。

　ずっとこんな毎日が続けばいいんだけど──

「リスティのためにも、この世界の問題は終わらせておかないと」

　眠るリスティの顔を見てたら、言葉が、思わず口をついて出てた。

　視線を上げると──セシルが、すごく優しい目で僕を見てた。

　横を見るとアイネとイリスとラフィリアも。レギィはニヤニヤしてるけど。

　なんだか、むちゃくちゃ照れくさい。

「えっと……それじゃ、聖女さまにあいさつしてから『古代エルフの都』に行こうか」

「「「「『……はーい』」」」」

　返事は、リスティとリタを起こさないように、小声で。

　僕たちはのんびりと、午後のピクニックを楽しんで──

　それから『古代エルフの都』へと、出かけることにしたのだった。








第２話「旅行前の相談と、聖女さまのリクエスト」






『なるほどー。ついに「古代エルフの都」に行くことにしたんだね』

　次の日。僕たちは聖女さまの洞どう窟くつにやって来た。

『古代エルフの都』に行く前に相談をするためだ。

『王家と片を付けてから２年か。ずいぶん、間が空いちゃったね』

　ゴーストの聖女さまは、ふわふわと浮かびながらうなずいてる。

『しょうがないか。さすがのナギくんも育児で手一杯だったもんね』

「はい。楽しすぎて、探索が後回しになっちゃいました」

『そういう話!?』

　聖女さま、びっくりしてる。

「だってしょうがないじゃないですか。リスティと遊んでると時間が飛んじゃうんですから」

『いや、それは育児が大変だからじゃないの？』

「大変でした。みんなリスティの世話をしたがるから」

『育児権の奪い合い!?』

「構い過ぎるとリスティが疲れるから、ローテーションということにしましたけど」

『ナギくんの場合は「ちぃときゃら」の嫁が８人だからねぇ。それにレティシアくんとシロくんも加えて、リスティちゃんには母親が10人いるようなものだもんね』

「僕はリスティの世話とみんなのサポートと、かなり充実してましたね」

『本当にマメだよね。ナギくんって』

「子育て用のチートスキルも作りましたし」

『なにそれ聞いてない!?』

「戦闘にも使えそうだから、今回の旅で試す予定です」

『……もう一切の不安がなくなったよ』

　聖女さまは頭を抱えてる。

　そんなに変なことを言ったつもりはないんだけど。

「そういえば……ミヒャエラさんが亡くなって、半年になりますね……」

『そうだね……』

　ラフィリアのお姉さん──錬金術師アルケミストのミヒャエラ＝グレイスさんは、半年前に亡くなった。

　寿命だった。

　ミヒャエラさんはあの思念体に操られて、ずっと『錬金術師』として働いていた。

　休む間もないくらい。50年もの間。

　そのせいで、寿命がすり減っていたんだ。

『古代エルフ』の寿命は２００年近くあるはずだけど、彼女はその半分も生きられなかった。

　でも、ミヒャエラさんは──




「自分は満足しています。妹のラフィリアと出会えて、彼女が運命から解放されていることを知って──『結魂スピリツトリンク』の相手と幸せに暮らしているのを見ることができました。そうそう、聖女さまという親友もできましたからね。とても……満足していますよ」

　──最後まで、笑ってた。




　お墓は、洞窟の最奥にある。聖女さまの神殿跡に作った。

　そのお墓のまわりは今、花畑になってる。

　ラフィリアと聖女さまがいつもお墓に花を供えていたから、だったら神殿跡を花畑にすればいいかも──って提案したら、そうなったんだ。

『ミヒャエラくんがいなくなって、さみしくなったからね。お花の世話をするのもいいさ』

　聖女さまはぼんやりとつぶやいた。

『本当はミヒャエラくんがゴースト仲間になってくれないかなー、って期待したんだけどねー』

　ミヒャエラさんは錬金術師の使命から解放されたあと、聖女さまと一緒に暮らしてきた。

　それですっかり仲良くなったみたいだ。

　聖女さまは徳が高すぎてゴーストになっちゃったけど、ミヒャエラさんはそうならなかった。

　彼女には、心残りがなかったのかもしれない。

『勇者と魔王システム』は終わって、妹のラフィリアとも会えたからね。

「ミヒャエラさんも『勇者と魔王システム』を作ったのが誰かは知らなかったんですよね？」

『そうだね』

　聖女さまはうなずいた。

『でも、システムを作ったのは「古代エルフ」で間違いはないんだろう？』

「そうなんですけど、具体的な犯人がわからないとすっきりしなくて」

『考えすぎだよ。ナギくんのおかげで「勇者と魔王システム」は終わったんだ。もう、デリリラさんのように、聖女としてこき使われる者も現れないだろう。君はすごいことをしたんだよ』

「……ですよね」

　やっぱり、考えすぎかな。

『それより、君たちはこれから北の町に行くんだろ？　ひとつ注意して欲しいことがあるよ』

「注意して欲しいこと、ですか？」

『最近、北の町に「凶暴化した魔物」が出現するという噂うわさがあるんだ』

　聖女さまは真ま面じ目めな顔で、そう言った。

『それだけじゃないよ。身体からだもひとまわり大きくて、力もかなり強いそうだ』

「『白いギルド』の残党が関係してるんでしょうか？」

『それはわからないけど……とにかく気をつけてよ。ナギくん』

「ありがとうございます。聖女さま」

　本当にいい人だな。聖女さま。

　聖女さまは、自分はいつかは転生するって言ってるけど……できればこのまま、僕たちの行く末を見守って欲しい。そんな気もするんだ。

『ところで……リスティちゃんは、いつ遊びに来るのかなぁ？』

　不意に、聖女さまは言った。
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　なんだか目を輝かせて、見えないよだれを垂らすみたいに──

『リスティちゃん、アリスティアにそっくりだよね。かわいいよね』

「聖女さまよだれ！　出てないですけど、口をぬぐってください！」

　すぐにこうなるんだから。

　聖女さま、リスティのことが大好きすぎるんだ。

　聖女さまはずっとこの場所で、魔族の友だちの「アリスティア」って人を待っていた。

　リスティは、その人とよく似てるらしい。

　だからセシルの希望で、リスティの名前は「アリスティア」からもらうことにしたんだ。

「アリスティア」から真ん中の４文字をもらって「リスティ」。

　セシルは「人と魔族が共に戦った時代を生きた方の名前です。人と魔族両方の血を引く子には、ふさわしいと思います」って言ってた。

　いい名前だと思う。僕もセシルも気に入ってる。

　そのせいで聖女さまが「リスティ好き好き」になっちゃったのは予想外だけど。

『ねぇねぇ、リスティちゃんはいつ遊びに来るの？　具体的な日時を──』

「あぁ、もうこんなじかんだー。そろそろしゅっぱつしないとー」

『な、なんで棒読みなの？　ナギくん。次に来る日を教えてよ。デリリラさんの技術の粋を活いかして、好きなマジックアイテムを作ってあげるから！　なにが欲しいかリクエストしてよ！』

「そこまでしなくていいです！」

　いえ、どうしてもって言うなら作ってもらいますけど。なにがいいかな。

　リスティが喜びそうなものだと、聖女さまも作りがいがあるよね……。

「まったくもう。聖女さまは」

『なんで笑うんだよぉ。ナギくん』

「……聖女さま、長生きしてくださいね」

『だからぁ、デリリラさんはもう死んでるんだってば！　そのデリリラさんに、存在し続ける楽しみをくれてるのはナギくんじゃないか！　責任取ってくれないと困るからね！　だから無事でいてよ！　怪け我がしないでよ！　あと、リスティちゃんに会わせてよ──っ!!』

　空中でじたばたする、ゴーストの聖女さま。

　リスティにはちゃんと会わせてあげますから、駄々をこねないでください。聖女なんだから。

「それじゃ行ってきます」

『保養地で待ってるからね。帰ってきたら一緒に「港町イルガファ」に行こうね！』

「はい。聖女さま」

　手を振りながら、僕は聖女さまの洞窟を後にしたのだった。










　洞窟の外では、セシル、リタ、ラフィリア、シロが待っていた。

　今回の探索はこのメンバーだ。

「シロ。カトラスから聖剣を借りてきた？」

「借りてきたかとー！」

　シロは荷物の中から『聖剣ドラゴンスゴイナー』を取り出した。

　いつもはカトラスが使ってる聖剣だけど、今回は僕たちが使わせてもらうことにした。

　これがあれば、シロの能力が格段に上がるからね。

「それじゃ発動。『竜活性化』！」

　僕は『聖剣ドラゴンスゴイナー』を抜いた。

　刀身から、きれいな光があふれ出す。それを浴びたシロの身体も輝き出す。

　シロが照れた顔でこっちを見たから、僕は急いで後ろを向く。

　……裸を見られるのが恥ずかしいんだね。

　一緒にお風ふ呂ろに入るのは平気なのに……シロも難しい年頃だ。

「もういいよー。おとーさん！」

　言われて振り返ると、真っ白な竜がいた。

　２年分成長して、『聖剣ドラゴンスゴイナー』の力で活性化した、天竜シロの姿だ。

　体長は数メートル。元の世界のワゴン車くらいのサイズになってる。

「それじゃみんな。乗って欲しいかと！」

　シロはずっと僕たちを乗せて飛ぶ練習をしてきた。

『古代エルフの都』は深い谷の向こうに、『魔族の都』は山の中にある。

　そこまで僕たちを連れて行きたいって言ってくれたんだ。

「練習の成果を見せるときかと！　安心してシロの背中に乗るといいよー！」

「それじゃお願いするね。シロ」

「お、お邪魔します」

「シロちゃん……立派になったわね」

「乗りますよー」

　僕とセシル、リタ、ラフィリアが、シロの背中に乗る。

　背中は真っ白な鱗うろこにおおわれていて、すべすべしてる。

　滑り落ちないか心配になるけど、僕たちの身体はシロのスキル『ふらい』に包まれてる。

　転げ落ちたって、僕たちはそのまま飛び続けることができるんだ。

「それじゃ、飛ぶよー!!」

　シロが大きな翼を、はばたかせた。

　真っ白な身体からだが、ゆっくりと浮き上がっていく。

　見下ろすと、岩山と森と、保養地と海岸が見えた。

　海岸の近くには、人魚さんの住すみ処かがあるはずだ。

　あそこで僕たちは『地竜アースガルズ』の慰霊のお祭りをした。

　聖女さまに指導してもらって、人魚さんも交えて──今では年中行事になってしまったけど。

「ありがとう。ゆっくり眠ってください。『地竜アースガルズ』──」

　僕たちは空を飛びながら、シロに魔力をくれた地竜に手を合わせたのだった。








第３話「『来訪者』との再会と、強化型魔物の発生」






　シロの背中に乗って森と丘陵地帯を越え──

　船で２日かかる距離を、１日で通り抜けて──

　僕たちは目的地に一番近い町にたどりついた。

「ここが『北の町ハーミルト』か」

「わたし、はじめて来ました」

「私も。でも……なんだかすごく、物々しいわね」

「ですねぇ」「だねー」

　人目につかないように町から距離を取り、僕たちが地上に降りたのは、夕方。

　その後は街道を歩いて、僕たちは町の城壁に近づいた。

　すると──

「えっほ。えっほ」

「全体、止まれ！　呼吸を合わせて、槍やりを構えよ！」

「凶悪な魔物たちが、この町を狙ねらっているのだ。全員、心せよ！」

　城壁のまわりで、兵士たちが訓練をしていた。

　城門では、たくさんの兵士たちが検問をしてる。

　厳戒態勢だ。

「すいません。なにかあったんですか？」

「ああん？」

　にらまれた。

「知らないのか？　山に魔物の集団が出現したのだ」

「魔物の集団、ですか？」

「そうだ。その中には、『凶暴化』した魔物もいるのだ」

　聖女さまが言ってた通りだ。

　ここにいる兵士たちは、その対策をしてるのか。

「魔物たちは軍勢を作り、人間の町を攻撃している。それがこの『北の町ハーミルト』にも迫っているのだ」

「集団化した魔物ということは、まさか『魔王軍』ですか？」

「馬鹿者！」

　今度は怒られた。

「……この国では『魔王軍』という単語が禁句になっているのを知らぬのか？」

「禁句に」

「陛下からお触れがでたのだ。『魔王軍はいない』『魔王軍というものは、未み来らい永えい劫ごう存在しない』『いいから魔王とか魔王軍とか言うな。怖い怖い怖い……』と」

　……王さま。怖がりすぎだよ。

「というわけで、あれは魔王軍ではない。恐ろしいだけの魔物だ。危ないので、今は山の周辺は立ち入り禁止になっている。しばらくそちらには行かないようにな」

　衛兵さんは、魔物が集まっている場所を教えてくれた。

　ちょうど『古代エルダーエルフの都』へ通じるルートだ。

　空路で行くつもりだから、道が通れなくても問題はないんだけど……。

　でも、山に大量の魔物がいるなら、地上に降りたときに襲われるかもしれない。

　対策を考えないといけないな。

　そんなことを考えながら城門をくぐると、訓練中の兵士たちが通りかかった。

「正義と平和のために!!」

「「「正義と平和のために!!」」」

　兵士たちは槍を手に行進をしている。

　先頭にいるのは、黒い鎧よろいを着た少年だ。大剣を背負いながら、兵士たちを激励してる。

「この俺と共に戦うからには、なまっちょろい戦い方は許さねぇぞ。いいな！」

「「「はい!!」」」

「一緒に世界を守るんだぜ！　お前ら!!」

　……なんだか、聞き覚えのある声だな。

　短い黒髪に、黒い鎧。鎧は妙にかっこよくて、変なギミックがありそうなものだ。

　少年は行進しながら、大剣を軽々と振り回してる。

　……もしかして、あれは。

「『商業都市メテカル』の貴族に雇われてた、『来訪者』のタナカ＝コーガか？」

「「思い出しました！」」

　セシルとリタが、ぽん、と手を叩たたいた。

　ラフィリアとシロはきょとんとしてる。あの頃ころ、まだふたりは一緒じゃなかったからね。

　タナカ＝コーガは僕と同じ『来訪者』だ。

　出会ったのは『商業都市メテカル』。

　彼は貴族と多重契約して、アイネの『庶民ギルド』を攻撃に来たんだっけ。

　で、結局セシルの『古代語魔法　炎の矢フレイムアロー』でボコられて、その後、メテカルダンジョンの攻略に向かったんだ。

　そっか、タナカ＝コーガはこの町で仕事を見つけたのか……。

「俺は勇者だ。この世界のために戦うと決めてるのさ！　俺も戦う。お前たちも戦え!!」

「「「おーっ!!」」」

　普通に兵士を率いてるな。タナカ＝コーガ。

　ここでどんな仕事をしているんだろう……？

「まぁいいや。まずは、山に向かう計画を立てよう」

　僕はセシルたちに言った。

「リタとラフィリアは、町で情報を集めてきて。『凶暴化した魔物』の情報と、町の兵士がどんなふうに魔物を討伐しようとしてるか、調べて欲しいんだ」

「りょーかい」「わかりましたぁ！」

「僕とセシルとシロは、宿で山越えの計画を立てよう」

「はい。ご一緒します」「考えるかとー」

　そんな感じで、僕たちは二手に分かれたのだった。










「魔物の集団は、山に陣取ってるみたい」

「山道を通る人を攻撃しながら、町に向かってきてるようなのです」

　ここは『北の町ハーミルト』の宿屋。

　大部屋が借りられたから、僕たちは打ち合わせをすることにした。

　リタとラフィリアは情報収集のついでに、地図も買ってきてくれた。この町と、周辺の山道、村や砦とりでが描かれたものだ。

　僕たちが目指す『古代エルフの都』は、この町の北西にある。

　もちろん、地図には描かれていない。山のずっと向こうだから。

　本当は山道を行けるところまで行って、あとはシロの翼で飛んでいこうと思ってたんだけど。

「魔物たちは軍勢化して、山道をふさいでるのよね？」

「この状況だと、歩いて通るのは無理だね……」

「シロがずっと飛んでいくのはどうかな、おとーさん」

「距離を考えると、途中で地上に降りて休憩することになるからね。そこを魔物に襲われる可能性があるんだ」

「難しいですね。マスター」

「安全に行く方法があればいいんですけど……」

　とにかく、魔物をなんとかしないと『古代エルフの都』に行けない。

　空中から『古代語魔法』をぶっ放すという手もあるけど、それで魔物を全滅させられるとは限らない。地上に降りたところで、残敵に襲われても困るんだ。

「『凶暴化』してる魔物については、なにかわかった？」

　僕はリタとラフィリアに聞いてみた。

「すべての魔物が『凶暴化』してるわけじゃないみたい」

「『凶暴化』してるのがリーダーになって、魔物の群れを率いてるようですぅ」

　ふたりは、聞き込みの内容を教えてくれる。

「このあたりは寒い地域だから、氷を操る魔物が多いの」

「その中でも強力な魔物が『凶暴化』して、強くなってるみたいです」

「『フロストバジリスク』や『フローズンタイガー』が、他の魔物を率いてるんだって」

「どちらも冷気をまとって、氷を吐き出す魔物なのです」

　リタとラフィリアによると、『フロストバジリスク』は、身長４メートル弱の大トカゲ。

　それが『凶暴化』して数倍の大きさになっている。冷気を吐き出す範囲も広がってるそうだ。

『フローズンタイガー』は２メートルの虎で、触れた相手に凍結効果を与えるらしい。こっちも同じく大型化してる。

　その２種類が、魔物の群れを率いているらしい。

　残りの魔物はゴブリンやオークなどの人型。こいつらは、通常の魔物だそうだ。

「それが山の中にいて、町に向かってきている……か」

　町の兵士たちは、魔物の群れを迎え撃とうとしている。

　リタとラフィリアが聞いた噂うわさによると、討伐は明日か明後日あさつてに行われるそうだ。

「タナカ＝コーガのこともわかったわ」

　リタは言った。

「あの人はもともと『商業都市メテカル』の貴族と『契約』してたでしょ？　それは解除したみたいよ。町の噂になってたわ。王都の近くで活躍していた冒険者が、北の町に来てくれたって」

「転職して、この町の守りを担当してるってことか」

「うん。この町の領主に見込まれたんだって」

　タナカ＝コーガが解放されたってことは、王さまは約束を守ってくれたらしい。

　王さまとは「勇者をブラックに扱うのをやめる」という約束をしたからね。

　それであいつを縛っていた多重契約も解除された、ってことかな。

「……試しにタナカ＝コーガと話をしてみようかな」

　僕たちには、王家の勇者の動きを確認する手段がない。

　でも、タナカ＝コーガに聞けば、システムがどうなったのかわかるかもしれない。

「あいつと？　危なくないの？」

「危険はあるけど……勇者たちの『契約』のことも気になるからね。それに、本人が望むなら、元の世界に戻してあげたいんだ」

「わたしもご一緒してもいいですか？」

　セシルは、むん、と拳こぶしを握りしめた。

「あの人がナギさまに危害を加えるようなら、また『古代語魔法　炎の矢』でこらしめますから」

「ありがと、セシル」

「……この２年間、わたしはみなさんに、守られてばかりでしたけど」

　セシルは僕の肩に、ことん、と寄りかかって、

「その分、この旅ではいっぱい、ナギさまの役に立ちたいんです。ナギさまがくださったわたしの『ちぃとすきる』をナギさまのために使わせてください」

「うん。よろしく頼むね。セシル」

「……えへへ」

「あーっ。ふたりだけほんわかした気分になるの、ずるい！」

「あたしもお仲間に入れてくださいです」

「シロもー」

　リタが左肩に、ラフィリアが背中に、シロは僕の膝ひざの上に。

　とりあえず僕たちはくっついて、いつものようにお茶を飲んで──

　それから、僕はタナカ＝コーガと会うことにしたのだった。










　その日の夜、僕とセシルとリタは、町の食堂に来ていた。

　ここに、タナカ＝コーガが現れる、という情報があったからだ。

　３人でお茶を飲みながら、しばらく待っていると──

「親おや父じ。いつものをくれ！」

　──来た。タナカ＝コーガだ。

　彼の後ろには、兵士っぽい人がいる。休憩時間だからか、鎧は脱いでる。

　でもタナカ＝コーガは……どうしてフルプレートの鎧を着たまま食堂に来てるんだろう。

「常在戦場、って奴やつだ。いついかなる時でも、戦う覚悟を忘れねぇようにな」

「は、はい。タナカさま」

「すばらしいお考えです」

「だからこそ、俺は無敵でいられるのさっ」

　タナカ＝コーガは高らかに宣言した。

「無敵だからこそ、貴族の方に雇われ、この町の領主に認められたのさ。俺ほどの力を持つなら当然だがな。剣を取っては無敗。誰だれも俺に敵かなうものは──」

　タナカ＝コーガが店内を見回す。

　目が合った。

　こっちを見た。僕と、セシルと、リタを見た。

　鎧を着込んだ身体からだが、小刻みに震えだした。

「……お、お前は、お前たちは……あ、あああああ」

「タナカさま？」

「どうされたのですか？」

「い、いや、あの、そのあの、えっと」

「お久しぶりです。タナカ＝コーガさま」

　僕は席を立ち、彼に近づいた。

「以前、お世話になった者です。少し話ができないでしょうか。同じ故郷の出身者として」

「…………お、おぉ」

　タナカ＝コーガはうなずいた。

　僕たちは人の来ない場所で話をすることにしたのだった。










「お、お前たちは……ど、ど、どどうしてここに？」

　いや、そんなに怯おびえなくても……。

　タナカ＝コーガは、セシルを視界に入れないようにしてる。

『古代語魔法　炎の矢』にやられたのが、トラウマになってるみたいだ。

　ちなみにセシルとリタは僕の後ろに控えてくれてる。相手は強力な『来訪者』だからね。警戒することにしたんだ。

「僕たちは貴族にも、王家にも雇われなかったからね」

　僕はタナカ＝コーガから少し距離を取って、説明をはじめた。

「だから色々な仕事をしながら、国中を回ってるんだ」

　噓うそじゃない。

　まぁ、仕事はあんまりしてないんだけど。

「タナカ＝コーガはどうしてるんだ？　以前は貴族と『契約』をしてるって言ってたけど」

「『契約』は解除になった。王さまが『来訪者とは契約解除せよ』というお触れを出したそうでな」

「そんなお触れが出たのか……」

　なるほど。王さまはそういうやり方で、僕との約束を果たしてくれたのか。

「それで、タナカ＝コーガと貴族の『契約』も解除されたってこと？」

「ああ。おかげで俺もメテカルを出られるようになり、この町に来たってわけだ」

　僕の問いに、タナカ＝コーガはうなずいた。

『契約』が解除されたのは間違いない。こうして話してるとわかる。

　前に会ったときのタナカ＝コーガは『来訪者』という単語を禁止されてたけど、今は普通に口に出してるからね。

「その後、冒険者をやってたら、ここの領主に認められてな。それで町の守りを担当してるのさ」

　タナカ＝コーガは胸を張った。

　町の人の話によると、タナカ＝コーガの評判は悪くない。

　先頭に立って魔物に立ち向かっていくところが評価されてるようだ。

　というか兵士さんが「うちの勇者はちょろい」って話してるのを聞いたんだけど……？

　……どういう仕事内容なんだろう。この町の勇者って。

「そういえば山の方に『凶暴化』した魔物がいるって話を聞いたんだけど」

　僕は話を変えた。

「僕たちはそっちに用事があるんだけど、やっぱり、引き返した方がいいのか？」

「問題ねぇよ。明日には俺らが、討伐のために出撃するからな！」

　びしり、と、タナカ＝コーガは山の方を指さした。

「領主さまが兵士を集めてくれたのさ。それでなんとかなるだろ。俺は無敵なんだから」

「ひとつ、聞いてもいいかな」

　僕は言った。

「実は『来訪者』を元の世界に戻してくれる人がいるって話を聞いたことがあるんだ。そういう能力を持つ者がいて、『白いギルド』のタキモトや、ヤマゾエが元の世界に帰されたって」

「……ああ、聞いてる」

「タナカ＝コーガは、元の世界に戻ろうとは思わないのか？」

「思わねぇよ。俺は、勇者だ」

「だけど、僕たち『来訪者』は自分の意志でこの世界に来たわけじゃない。王さまに強引に召喚されたんだ。でも、王さまも貴族も、『来訪者』との『契約』を解除しはじめてるんだよね？」

「……まぁな」

「タナカが勇者を続ける必要はないんじゃないか？」

　僕が言うと、タナカ＝コーガは少し考えてから、

「お前……どうしてそこまで俺のことを考えてくれるんだ？」

　ふと気づいたように、そんなことを言った。

「俺は……メテカルのリギルタ伯爵と『契約』して、『庶民ギルド』を襲った。お前のことも攻撃した。お前にとっては俺は敵だ。なのに、そこまで言うのはなぜだ？」

「さぁね。同じ世界から来た人間同士だからじゃないか？」

　本当は、タナカ＝コーガがどうなっても、僕たちには関係ない。

　こいつはアイネの『庶民ギルド』と僕に攻撃を仕掛けてきた。僕たちの敵だった。

　でも、それは王さまがタナカを召喚して、貴族が彼と『契約』したことが原因でもあるんだ。

　その『契約』が無くなった今、タナカが元の世界に戻りたいなら、戻してあげたい。

　タナカにも人生を選び直すチャンスくらい、あってもいいだろ。

「……俺は勇者だ。この世界で勇者をやるって、もう、決めてるんだ」

　タナカ＝コーガは、ぽつり、とつぶやいた。

「国王陛下に召喚されて、貴族に払い下げられてから、俺はあいつらの命令通りに仕事をしてきた。でもな、その『契約』は解除された。そうなったあと、俺は今まで、自分の意志で動いてこなかったことに気づいた。自分ではまだ勇者をやっていないってことにな」

「勇者をやっていない？」

「ああ。これが勇者の仕事だって言われて、そのまま仕事をしてきたけどな。『契約』を解除されたら、実はあれは勇者とは関係ありませんでした、って話になったんだ。ばかみてぇだろ？　だから、俺は自分で勇者になることを決めたんだ」

　タナカ＝コーガは、僕から視線を逸そらしながら、そう言った。

　それから、長いため息をついて、

「最初に、王さまや貴族なんかに会わなきゃよかった。そしたら、間違えることもなかったのにな。最初から自分で考えて、自分なりの勇者を目指せばよかったんだよ」

「だから、やり直すことにしたのか？」

「ああ、それで冒険者から始めた。そうして、この町の領主に認められたのさ。まずは町の防衛でもやってやる。そうやって、どうすれば本当の勇者になれるか考えていくさ」

　……そういうことか。

　僕は王宮を追い出されて、セシルたちと出会って、自由に生きることを決めた。

　タナカ＝コーガは王さまと貴族から『勇者としての使命』を与えられて、『契約』しながら、それをこなしてきた。でもそれは終わった。

　だからオリジナルの勇者を目指して、やり直すことにした、ってことか。

「それに、この世界の連中はだらしねぇからな、俺が導いてやらねぇと。それなりに面倒も見てもらってるからな」

「……わかった」

　そこまでして勇者を目指す理由は、僕にはわからない。

　自分にはヒーロー願望とかはないからね。そもそも、目立つのは嫌いだし。

　でも……タナカ＝コーガがいちからやり直して、自分の力で勇者を目指すことを決めたなら……それはそれでいいのかもしれない。

　僕とタナカ＝コーガはお互いに、この世界に残ることを選んだ。

　お互い、自分で考えたやり方で、それなりにやっていく。

　僕の他にも、ひとりくらい、そういう人がいてもいいのかもしれない。

「タナカ＝コーガがそれでいいなら、いいよ。今の話は忘れてくれると助かる」

「お前はどうするんだ？　元の世界に帰るのか？」

「ここに残るよ。僕には、この世界に大事な人がいるからね」

「そうか。まぁ、そうだろうな」

　タナカ＝コーガはセシルとリタを見て、震えてる。

　やっぱり以前、戦って負けたことを覚えているみたいだ。

「それじゃ、俺は行くぜ。仕事に遅れると部下がうるさいからな」

「あ、はい。それじゃ」

「まったく……勇者も楽じゃねぇな」

　僕たちに背を向けて、タナカ＝コーガは歩き出す。

「あぁ、言っておくが、お前らの出る幕はねぇからな。俺がこの町に新たな伝説を残すんだ。邪魔するんじゃねぇぞ！　用が済んだら、とっとと消えろ」

　そう言って、タナカ＝コーガは立ち去ったのだった。

　……とにかく『来訪者』の中でも、まともな勇者をやろうとしている人がいることはわかった。

　本人が満足してるなら、僕がとやかく言うことじゃないよな。

「ご無事でなによりです。ナギさま」

「あの人も変わったみたいね……」

「うん……でも、もう会うことはないだろうな」

　それに、僕たちがあいつの言うことを聞く必要もない。

　僕たちは邪魔したいわけじゃなくて、ただ、『古代エルフの都』に行きたいだけなんだから。

「必要な情報は手に入った。僕たちは宿に戻って、作戦を考えよう」

　そうして僕たちは、宿に戻ってひとやすみすることにしたのだった。








第４話「強化された魔物たちと、上空より降くだる力」






　──翌日、町の兵士たちは──










「全軍、弓を構えろ！」

　彼らは『北の町ハーミルト』の『知恵ある魔物』討伐部隊。

　今まさに、山に巣くった魔物たちの討伐が始まろうとしていた。

　先頭に立っているのは勇者タナカ＝コーガ。兵士たちも彼に続いて歩きだす。

　対する魔物たちもすでに動き始めていた。

　ゴブリン、オークなどの人型の魔物たち。

　その背後には『フロストバジリスク』『フローズンタイガー』などの、氷系の魔物もいる。

「……ほ、本当にあれは魔物なのか……？」

　兵士たちの声が震えていた。

　魔物の姿が、異常だったからだ。

『フロストバジリスク』と『フローズンタイガー』は、通常の倍以上の大きさがある。

　数は、それぞれ４体。並んだ姿は、まるで城のようだ。

　身体からだは怒りで赤く染まり、広範囲に冷気を吐きながら、配下の魔物たちを怯おびえさせている。

　ゴブリンもオークも、『凶暴化』が乗り移ったかのように興奮していた。

「魔物たちが射程距離に入ったら、一斉に矢を放て。その後に俺が斬り込む」

　タナカ＝コーガは大剣を構えた。

「接近戦を得意とする者は、俺に続け。勇者の力を見せてやるよ！　放て──っ!!」

「「「おおおおお──────っ」」」

　彼の合図で、兵士たちが一斉に矢を放つ。

『グギャアアアアア!?』

『ガハッ！　ゴガラァッ!?』

　矢は先頭を走っていたゴブリンたちに突き刺さり、その足を止める。

　魔物の隊列が乱れる。

　足を止めたゴブリンたちが後続のオークに突き倒される。悲鳴を聞いた仲間のゴブリンたちが怯えはじめる。軍団の後ろで、『フロストバジリスク』と『フローズンタイガー』が威嚇の声をあげるが、魔物たちは団子状になり、進めない。

「頃合いだ。行くぜ──っ!!」

　タナカ＝コーガは大剣を手に、魔物の群れへと突っ込んでいく。

　背後の兵士たちが後に続く。

　タナカ＝コーガは『倍速』スキルを利用して、一気に魔物へと肉薄する。大剣を振るう。

「どぉりゃああああっ!!」

　どがん、と、ゴブリン数体が吹っ飛ぶ。

『──ニンゲン、ユルサナイ』

「許さねぇのはこっちだ！　自由になった勇者の力を見せてやるよ!!」

　タナカ＝コーガはさらに踏み込む。剣を振るう。

　大剣でオークを３体まとめて両断する。

　さらに踏み込む。いける──そう考えて、彼はにやりと笑う。

　これなら魔物を倒しきることも──

「タ、タナカさま──!!」

「『フロストバジリスク』と『フローズンタイガー』が出てきました！」

「我々では、対処できません！」

　兵士たちから悲鳴が上がった。

　魔物たちの背後にいた、『フロストバジリスク』と『フローズンタイガー』──

　氷系の巨大な魔物たちが、前線に出てきたのだ。




『グガ、ガガガガガガガガ！』

『グルゥオオオオオオオ！』




『フロストバジリスク』は、真っ青な鱗うろこを持つトカゲだ。奴やつの息は、触れるものを凍り付かせる。

　それがまわりのゴブリンたちを巻き込みながら、ゆっくりと近づいてくるのだ。

「魔法使いどもは炎系の魔法を放て！　兵士たちは一いつ旦たん後退！　冷気に巻き込まれるな！」

　部隊の副隊長が指示を出す。

　同時に、兵士たちの後ろから火炎魔法が飛んだ。

『炎の矢フレイムアロー』『火球フアイアボール』、上位魔法の『炎の槍やり』──

　それらがすべて、『フロストバジリスク』に着弾する。




『……グガ？』




『フロストバジリスク』は、不快そうに身体を震わせただけだった。

「……効かない？　噓うそだろ？」

「……これは氷系の魔物に効くはずだ！」

「……なんで、こんなに魔物が強くなってるんだよ!!」




『グガラアアアアアアア!!』




　だん、と、『フロストバジリスク』が地面を蹴けった。

　すさまじい勢いで、兵士たちに向かって走り出す。

「ちっ！　魔物どもが！　勢いづくんじゃねぇ!!」

　タナカ＝コーガは『倍速』して大剣を振る。




　がぎぃぃんっ！




　大剣が『フロストバジリスク』の鱗に食い込んだ。

　それだけだった。

「……馬鹿な。俺の剣が……通じないだと？」

「離れてください！　タナカ＝コーガさま！」

「いや、待て。こんなはずはねぇんだ。俺は勇者なんだよ。町を守ると……」

「危険です！　大剣を手放して──！」

　兵士たちが、彼を引き剝はがす。

　直後、『フロストバジリスク』の息が、彼の大剣を凍り付かせた。

　なんとか逃げ延びたタナカ＝コーガは、兵士とともに息をつく。

「なんなんだよ。こんな魔物がいるなんて聞いてねぇぞ……」

「……タナカ＝コーガさま？」

「俺は……間違えたのか？　あいつらに『とっとと消えろ』なんて言わなきゃよかった。俺はあいつらを倒そうとしたのに……あいつらは、俺を殺さなかった。なのに、俺は馬鹿なことを……」

「しっかりしてください。タナカ＝コーガさま！　魔物は目の前なんですよ!?」

「……助けてくれ」

　タナカ＝コーガは頭を抱えた。

「俺が間違っていた。頼む。助けてくれ──」

　タナカ＝コーガが思わず口にした、瞬間。




　空から降ってきた光線が『フロストバジリスク』と『フローズンタイガー』を消滅させた。




「──な、なんだ!?」

「この光は!?」「見てください。魔物が蒸発していきます……」

　タナカ＝コーガは目を見開いた。

　信じられなかった。

　光はまるで、彼が元いた世界にあったレーザー光線のように、魔物たちを焼き尽くしていく。

「これは、勇者さまのお力ですか!?」

「い、いや、違う……」

　兵士の問いに、タナカ＝コーガは首を横に振った。

「俺には……こんなことはできねぇ。俺には、そこまでの力はねぇんだ。こんな、とんでもないことができるのは──」

　彼の脳裏に、自分をボコボコにした小さな魔法使いの姿が浮かんだ。

　彼女たちにそれほどの力はないはずだ。けれど、他に考えられない。

　突然、タナカ＝コーガは彼らのことをなにも知らないことに気づいた。

　出会ったころに自分を一いつ蹴しゆうした彼らは、今はどれだけ強くなっているのだろう。もしかしたら昨日きのう、自分はとんでもない存在と話をしていたのでは……。

　タナカ＝コーガは頭を振って、浮かんだ考えを追い払う。

　彼は予備の剣を手に取り、叫ぶ。

「い、今だ！　魔物を全滅させろ────っ!!」

『フロストバジリスク』と『フローズンタイガー』は消えた。残るのは、ゴブリンやオークたち。

　それなら彼らにも倒せるはずだ。

「一気に仕留めろ!!　もうなんでもいい、突撃だ!!」

「「「おおおおおおおっ！」」」

　タナカ＝コーガと兵士たちは、一気に魔物を押し返していく。

『ヒ、ヒィィィィ!?』

『ニゲロ、ニイゲエロオオオオオ!!』

　リーダーを失い、魔物たちはパニック状態だった。

　彼らは一斉に、山への道へと走り出す。

　そこへ──




　ゴオオオオオオオオオオッ！




　山道を塞ふさぐように、巨大な２本の竜巻が発生した。




『──ナ、ナンダ？』

『──竜巻？　イヤ、魔法カ？』

『──ト、トニカク避よケロ。ヨケテススメエエエエエッ！』




　魔物たちは竜巻を避けて、ひとつだけ残った、細いルートを走り出す。

　ゴブリンは地面を這はうように、オークは転がるように逃げて行く。

　密集状態になった、魔物たち。

　それは──天空からの光線が、彼らをまとめて灼やき尽くすのにちょうどいい密度だった。




　ジュッ。

『『『ギィアアアアアアアアアアアア！』』』




　再び降ってきた光線がゴブリンとオークを蒸発させていく。

　唯一の脱出ルート──細い山道を、丁寧に縫うように。




『グゥアアアアア！』

『コチラハ駄目ダ。ニゲロ、ニゲロォオオオ！』

『ウガアアアアア！』




　パニック状態の魔物たちに、町の兵士が追いついた。

　あとはもう、ただの掃討戦だった。

　逃げようとする魔物たちは、空からの光線によって、次々と蒸発していく。

　タナカ＝コーガと兵士たちは、そこに向かって魔物たちを押し込めばいいだけ。

　魔物たちが全滅するまで、わずか数十分。

　兵士側には一人の犠牲を出すこともなく、戦いはあっさりと終わったのだった。




「……俺は、なにもしてねぇ」

　タナカ＝コーガは空を見上げた。

　ペンキを塗ったような、真っ青な空。飛んでいるものはなにもない。

　彼は以前に喰くらった『炎の矢』を思い出す。今の光線は、あれとは全く違うものだ。

　けれど──どこか似ているような気もする。

　もしも今の光が、あいつらがしたものだとしたら──

「俺は……とんでもない相手と話をしていたんじゃ──」

「タナカ＝コーガさま、戦後処理をお願いします」

「悪い、待ってくれ。ちょっと考え事を」

「あなたは領主さまに雇われた方でしょう？　戦果の確認と、領主さまへの報告をしてください。それから、今回の戦いの反省と、今回の戦いで失った分の武器や防具の仕入れの手伝い。仕事はまだまだありますよ」

　副隊長は静かに、タナカ＝コーガに告げた。

「あなたは、勇者なのですよね？」

「あ、ああ、もちろんだ」

「でしたら、きちんとお仕事をしてください。あなたには兵士のお手本になっていただかなくては。ちゃんと仕事の内容を話した上で、働くと約束しているんですからね!!」

「……勘弁してくれ」

　タナカ＝コーガは頭を抱えた。

「リアルな勇者は、こんなに大変だったのかよ……」

「働いてくださいねー。あなたは勇者であることを望んだのですから」

　副隊長に引っ張られるように、タナカ＝コーガは歩き出したのだった。










　──十数分前　ナギ視点──










「発動なのです。『真・作戦会議スーパーラフイリアタイム』！」

　ラフィリアが宣言した瞬間、時間が止まった。

　僕たちは別空間に移動して、戦場を見下ろしていた。

　現実世界の僕たちは、天竜化したシロの背中に乗っている。

　地上からは、こっちの姿は見えないはずだけど──

「なんだか心配になってきた。大丈夫かな」

「大丈夫です。ナギさまに作っていただいた、子育てスキルを使ってますから」

「このスキルのおかげで、リスティちゃんもゆっくり眠れてるんだもんね」

「何度もチェックしたです。大丈夫ですよぅ」

　セシル、リタ、ラフィリアはうなずいてる。

　今回使用したのは、僕がリスティのために作った『子育てスキル』のひとつだ。

　うちは大家族だからね。

　赤ちゃんのリスティを起こさないように、静かに動けるスキルを作ってみたんだ。




『こそこそ移動』

『身体からだ』と『気配』を『まわり』に『溶け込ませる』スキル




　このスキルを使用した者は保護色のように、身体を気配ごと周囲に溶け込ませることができる。

　身体の色は背景と同じになり、多少の話をしても、まわりには聞こえない。

　上級の『気配察知』を使う者には、存在を察知されることもあるので注意。




　このスキルは、リスティの夜泣きがひどかったときに作ったものだ。

『身体強化』『気配察知』『ジュース作成』などの概念を抜き出して『再構築』してある。

　このスキルのおかげで、ベビーベッドの側そばを歩いても、リスティが起きることはなくなった。

　戦闘にも使えそうだから、試してみることにしたんだ。

『シロの「こそこそ移動」は完かん璧ぺきかと！　「しーるど」の色も、お空に合わせてあるかと！』

「ありがと。シロ。おかげで助かったよ」

　シロには地上に向けて『しーるど』を張ってもらってある。

『しーるど』が空に溶け込んで、僕たちの姿も、気配も、隠してくれているはずだ。

「リタ、敵の位置がわかる？」

「敵の本隊はゴブリンとオークね。でも、今は氷をまとった『フロストバジリスク』『フローズンタイガー』が前に出てる。でも……あれ、なんなの？」

「『フロストバジリスク』って、トカゲの親玉ですが、あんなおっきくはないはずです」

「……だよね」

『フロストバジリスク』の体長は、せいぜい４メートルって聞いてる。

　でも、魔物たちを率いてるあれは、その３倍くらいの大きさだ。

　叫び声をあげながら、冷気の息で魔物たちまで巻き込んで、勢いよく進んでる。

「あれが『凶暴化』の力なのか……」

「ナギさま。わたし、さっき奇妙な魔力を感知しました」

「どんな魔力だった？」

「……『地竜アースガルズ』さんの『呪のろい』と似た魔力です」

　セシルは、少し考えてからそう言った。

　以前、『保養地ミシュリラ』の近くにある海岸で『地竜アースガルズ』の呪いが、人々を混乱させてたことがあった。

　セシルは『凶暴化』した魔物たちから、それと似た魔力を感じたらしい。

「地竜はもういないのに、それと似た魔力か……」

　僕はシロの背中に触れた。

「シロは、なにか感じる？」

『わかんないなー。ただ、すごく怒ってる感じがするかと』

「怒ってる？」

『うん。すごく怒ってる魔力。それだけはわかるよー』

　怒ってる魔力か。

　なんだろう。妙に引っかかる。

　なにか思い出しそうな気がするけど……。

「まずは魔物を退治しよう。調べるのはそれからだ」

　僕はみんなに指示を出す。

「セシルは圧縮版『古代語魔法　炎の矢』で『フロストバジリスク』と『フローズンタイガー』を灼いてくれる？」

「大丈夫です。圧縮版なら、ピンポイントで狙ねらいが付けられますから」

「頼むよ。そいつらがいなくなれば、残りはタナカ＝コーガと兵士たちで倒せると思うから」

　魔物の本隊はゴブリンとオーク。

　そんなに強い魔物はいないし、リーダーを失えばパニックになるだろう。

「そしたらシロは、僕たちを魔物の後方に運んで」

『しょうちかと！』

「その後、ラフィリアは『竜りゆう種しゆ旋せん風ぷう』で、左右から敵を圧迫して。逃げる敵を一箇所に集めるんだ。セシルはそこに、もう一発『古代語魔法　炎の矢』を落として。それでなんとかなると思う」

「了解しました。ナギさま！」

　セシルはびしり、と手を挙げた。それから、呪じゆ文もんの詠唱を始める。

　リタもラフィリアも準備をしてる。

　ラフィリアの『結魂スキルスピリツトリンク・スキル』、『真・作戦会議』は、停止時間中に呪文の詠唱とスキルの準備ができるんだ。

　停止中に現実への干渉はできないけど、時間が動き出した瞬間、一気にすべてが発動する。

　……考えてみれば、むちゃくちゃ怖いスキルだよね。

「そろそろ停止時間も終わるよ。みんな、準備はいい？」

　僕は空間に浮かんだカウントを見た。

　残り時間は10秒弱。間もなく現実が動き出す。

「はい。詠唱も完了してます！」「偵察もばっちりよ」「いつでもいけるです！」『シロも、心得てるよー！』

「それじゃ、作戦開始だ」

　そうして時間が動き出して──










「『真・聖せい杖じようノイエルート』プラス『古代語魔法　炎の矢』!!」

　まずはセシルの圧縮版『古代語魔法　炎の矢』が『フロストバジリスク』『フローズンタイガー』を蒸発させて。

「ナギ、魔物が逃げ出してるわ」

「それじゃシロ、魔物の逃げる方向へ移動して」

『りょうかいだよー』

　空から僕たちは魔物を追い越し、奴らの退路へ。

「それじゃいくですよー！　『竜種旋風』!!」

　逃げる魔物たちを、ラフィリアの『竜種旋風』が挟み込み、奴らを一箇所に集めて、

「もう一度行きます！　圧縮版『古代語魔法　炎の矢』!!」

　ふたたび発動したセシルの古代語魔法が、逃げる魔物をまとめて消滅させたのだった。

　魔物の数が減れば、兵士さんたちは負けない。

　空から僕たちが支援している間に、兵士さんたちは、魔物を次々に倒していく。

　退路をふさがれたゴブリンも、オークもパニック状態だ……って、あ、同士討ちも始まってる。

　そうして、兵士さんたちが魔物を倒し尽くすまで、僕たちは支援を続けて──

　戦いが終わったのを見届けてから、その場を離れたのだった。










　そのまま僕たちは『古代エルフの都』を目指した。

　魔物の『凶暴化』のことは気になるけど、その前にすることがあるからね。

「おとーさん！　シロが天竜の姿でいられるのは、あと10分くらいかとー」

　天竜化したシロが言ったから、僕は地図を見返した。

『古代エルフの都』は『北の町ハーミルト』の北西。岩山の向こう。

　森が切れたところに川が流れていて、そこには巨大な渓谷がある。その先だ。

「シロ。渓谷の向こうに降りて。今日はそこで休もう」

「わかったかとー」

　シロがゆっくりと降下していく。

　僕は、膝ひざに顔をうずめてるリタの背中をなでながら、地上を見た。

　渓谷の向こうに、巨大な樹きが生えているのが見えた。

　あれが『古代エルフの都』だ。








第５話「古い鎧よろいを見つけたら、古代の事情を聞かされた」






「あの場所が、ご先祖さまの都なのですねぇ」

　月に照らされた大樹を見ながら、ラフィリアがぼんやりとつぶやいた。

　僕たちは炎をかこんで、お茶を飲んでる。

　このあたりは、まわりから渓谷で切り離されているせいか、魔物は出てこない。

『古代エルフの都』が発見されていないのも、この渓谷のせいだろう。

「ラフィリアも、あれを見てなつかしく感じるのかな？」

「あ、それはまったくないです」

　ラフィリアはあっさりと、首を横に振った。

「え？　ないの？」

「だって、あたしはもう『古代エルフ』の仲間じゃないです。あたしはマスターの奴ど隷れいで、家族で、『結魂スピリツトリンク』の相手ですからねぇ」

「……そっか。そうだよね」

　僕はラフィリアのピンク色の髪に、手を乗せた。

　ラフィリアは猫みたいに目を細めて、笑ってる。

「あたしがここに来たのは、なにかいいものが見つかると思ったからです。それをマスターに差し上げて、マスターと一緒に、もっともーっとしあわせになるためです。それだけなのです」

「もっともっと幸せに、か」

「はいです」

「じゃあ、質問を変えるね。あの都を見て、なにか思い出すことはある？」

　僕が聞くと、ラフィリアは少し考えてから、

「……なにか思い出しそうな気はするです。あたしは『古代エルフレプリカ』ですから、誰かに作られたですよね。今の姿のまま生まれて、どこかで眠らされていたはずですから」

「生み出されたのはあの場所で、だからなんとなく覚えてる、ってこと？」

「ふふふ。マスターには、あたしの心なんかお見通しなのですねぇ」

「生命を作り出すなんて、簡単なことじゃないからね。都にそういう施設があって、ラフィリアやミヒャエラさんが大陸のあちこちに連れて行かれたんじゃないかって」

「あたしもそう思うです。だけど、具体的な記憶については……」

　ラフィリアは、少し首をかしげてから、

「うまく説明できないです」

「そっか」

「ぼんやりとしたイメージは思い浮かぶですよ？　でも、言葉で説明するのは難しいですねぇ」

　なるほど。

　ぼんやりとしたイメージなら、言葉で説明するのは難しいよね。

　なにか、直接イメージを相手に伝える方法があればいいんだけど──

「──あるな」

　アイネとの結魂スキル『真・意識共有マインドリンケージ・トウルー』を使えないかな。







『真・意識共有』

『意識共有』の上位版。奴隷との繫つながりがさらに深くなる。

　画像だけではなく、映像やイメージを伝えることもできる。







　このスキルなら、頭に浮かんだイメージを送ることもできるはずだ。

「──と、いうことで、どうかな」

　僕はラフィリアとセシル、リタ（シロは寝てる）に説明した。

「できると思います。わたしも、『意識共有』で、考えてることが全部、ナギさまに伝わっちゃったことがありますから……」

「イメージを伝えられるんでしょ？　だったら、記憶も伝えられると思うわ」

　セシルとリタは賛成してくれた。

「ラフィリアは、どうかな？」

「あたしはマスターとキスができるなら、なんでもいいですよ？」

　ラフィリアは唇を押さえて、なんだか照れた顔をしてる。

　いや、確かにするけど、それがメインじゃないからね。

「成功しても失敗しても、あたしは得をするだけです。だから、賛成です。ぜひするです」

「……まぁいいか」

　僕たちはたき火を前にして向かい合う。

　炎に照らされたラフィリアはとっくに目を閉じて、ちょっとだけ背伸びしてる。

「それじゃ発動……『真・意識共有』」

「──んっ」

　僕は『真・意識共有』を発動した。

　ちょっとだけくっついて、離れて──ラフィリアはまだ目を閉じてる。

　自分の中にあるイメージを、一生懸命思い出そうとしているみたいだ。

　しばらく待っていると、メッセージが届いた。画像が添付してある。開いてみると──

「……ラフィリア」

「見えたですか？　マスター？」

「うん。上半身裸のセシルが映ってる」

「ふぇっ!?」

「ああ。それはあたしがパーティに入ってすぐに、お胸をおっきくする方法を聞かれたときのイメージですねぇ」

「ラ、ラフィリアさん!?」

「なんでそのイメージなの？」

「すいませんです。目を閉じる前にセシルさまが目に入ってしまったので……やり直すです」

　しばらくして、再び画像が送られてくる。これは──

「カトラスにかわいい下着のつけかたを教えてるところ？」

「さすがマスター。すばらしい洞察力なのです！」

　うん。でも、必要なのは『古代エルフ』のイメージだからね。今の画像は保存しておくけどね。

　──そんなことを考えていると、次のメッセージが来た。

　ぼんやりとした視界に、尖とがった耳を持つ人物が映ってる。

「これが、ラフィリアの昔の記憶か」

　画像にはあの大樹が映ってる。

　というか、あれを見てラフィリアの記憶が戻ったのかもしれない。

　ここに映っているのが『古代エルフ』だとすると、この人がラフィリアやミヒャエラを生み出して、『勇者と魔王システム』を作ったのかな。

　その正体も『古代エルフの都』に行ったらわかるんだろうか。

「……本当に、その人が黒幕なら」

　お墓を見つけて、まずは文句を言って──

　それから、この世界に僕の家族ラフイリアを作り出してくれたことにお礼を言おう。

　──そんなことを考えていたのだった。
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　翌日。僕たちはついに『古代エルフの都』──の跡地に入った。

「完全な……廃はい墟きよだな」

「誰だれもいませんね」

「生きているものの気配は、なにも感じないわ」

　セシルは『魔力感知』を、リタは『気配察知』を使ってる。

　セシルは、ぼんやりした魔力を感じるらしいけど、その正体は不明。

　リタの方は、生き物の気配をまったく感じないらしい。

「ラフィリアは、なにか気になる場所はある？」

「懐かしい感じがするだけです。他のことは……わからないです」

　ラフィリアはぼんやりと、周囲を見回してる。

　僕は走り回るシロを抱き上げた。瓦が礫れきが多くて危ないからね。

「『古代エルフ』はすごい技術を持ってたらしいけど……なにも残ってないな」

　石造りの建物は、そのすべてが壊れてる。

　壁が崩れて、屋根が落ちて、草木の中に埋もれてる。

　壊れた家の中にあるのは、錆さびた鍋なべや、朽ちた食器たち。

　アイテムなんかどこにもなさそうだ。

「この町に『古代エルフのオーブ』を返すのよね？」

「どこに戻せばいいかわかりますか？　ラフィリアさん」

「わかんないです……」

　僕たちがここに来たのは『古代エルフのオーブ』を返還するためだ。

　都にオーブを戻すと、『古代エルフ』の意識と話すことができるらしい。

『勇者と魔王システム』を終わらせたけじめと、『古代エルフ』がどうしてあんなシステムを作ったのかを知りたくて来たんだけど……ここにはなにも残ってない。どこにオーブを戻せばいいのかもわからない。まさか、その辺に転がしておけってわけじゃないだろうし。

「シロ、ラフィリアと一緒に、真上に飛んでみてくれる？」

「はーい。おとーさん！」

「でもマスター、どうしてですか？」

「前に教えてくれただろ。『古代エルフの魔法陣』について」

　ずっと前、保養地で地図を作ったときのことだ。

　飛竜ワイバーンのガルフェに手伝ってもらって、僕たちは上空から見た風景を地面に描いた。

　それを見たラフィリアが『町と、魔力に満ちた場所の位置が、古代エルフの魔法陣と同じ』って見抜いた。それで僕たちは、聖女デリリラさまの洞どう窟くつを見つけたんだ。

「ここは『古代エルフ』の本拠地だから、魔法陣と同じような配置になってるかもしれない。ラフィリアなら、空から見ればそれがわかるかもしれない──って、あれ？」

「「「「……じーっ」」」」

　なにかな？

　なんでセシルもリタもラフィリアもシロも、熱っぽい視線で僕を見てるのかな？

「……やっぱりナギさまはすごいです」

「……ナギと一緒にいると、いつも新しい発見があるものね」

「……マスターのすべてを知り尽くすことは不可能なのですねぇ」

「うーん。やっぱりおとーさんはすごいなー！」

　いや、そんな感動されても。

　あの頃ころは今より生きるのに必死だったから覚えてただけだからね。

「と、とにかく、ラフィリア、シロ。お願い」

「承知なのです！　このラフィリア＝グレイス。使命を果たして見せるです！」

「シロもやるよー！」

　というわけで、シロはスキル『ふらい』を起動。

　ラフィリアを連れて、真上に飛び上がっていったのだった。










「マスターの予想通り、この都にも『魔力増幅魔法陣』が描かれていたです！　道と家の残ざん骸がいが、魔法陣を作ってるです！」

「みたいだよー！」

　頭上でラフィリアとシロが『かっこいいポーズ』で叫んだ。

　地上でセシルとリタが「「おー」」と拍手する。

　いや、僕じゃなくてラフィリアに拍手してね？

「魔法陣の中心はどこ？」

「あの大樹なのです」

「わかった。じゃあ、ふたりとも降りてきて。リタは再び周囲を警戒。セシルは敵が出てきたときのために、魔法の準備をしてて」

「わかったのですー」「了解よ！」「わかりました！」「シロはすることある？」

「シロはがんばったから、しばらく休んでて」

「やったー。じゃあ、おとーさんにおんぶしてもらうー」

「いいよ。おいで」

　ラフィリアとシロが、ゆっくりと降りてくる。

　ラフィリアはそのまま地上に。シロは僕の背中にくっつく。

「えへへ、きもちいいなー」

「それじゃ行こうか、みんな」

「「「「はーい」」」」

　そうして僕たちは『古代エルフの都』の大樹へと向かったのだった。




　大樹の前には、玉座があった。

　天を衝つく大樹の、人の胴体より太い、枝の下。

　そこに置かれた銀色の玉座に、漆黒の鎧よろいが座ってた。

「……魔王っぽい」

「魔王っぽいですよね」

「それっぽいわよね」

「ですねぇ」「うんうん」

　そこにある鎧は、いかにも魔王が着そうなものだ。

　兜かぶとには２本の角が生えている。両肩にも、角のようなものがある。

　胸のところには大きな結晶体がついている。そこから血管のようなものが、全身に伸びている。

　兜の面甲はきっちりと下ろされてる。

　目の部分に穴が空いてるけど、その奥にはなにもない。

　この鎧を着て歩いている人がいたら、魔王だと勘違いされそうだ。

　だけど、この世界に魔王はいない。

　鎧にも、使われた様子はない。

　魔法で守られているのか、ホコリもかぶってない。新品そのものだ。

　……すごく危険な感じがする。近づきたくないけど……。

「魔法陣の中心は、このあたりなんだよね？」

「ですねぇ」

　僕とラフィリアは顔を見合わせた。

　鎧が座ってる玉座の背もたれには、小さなくぼみがある。

　大きさは、ピンポン球が入るくらい。

『古代エルフのオーブ』を入れるのに、ちょうどいいサイズだ。

「どう考えても、オーブを入れる場所だよな……」

　しょうがない。

　ここまで来て、なにもせずに帰るわけにはいかないからね。

「私が行くわ。ナギたちは離れてて」

「いや、これは僕がやらないと。ここまで来るって決めたのは僕だからね」

　僕が王さまと『契約コントラクト』したのは、『古代エルフのオーブ』と『魔族のオーブ』を、それぞれの後継者に渡すことだ。オーブをラフィリアとセシルに渡したことで、『契約』はもう果たされてる。

　その他にもオーブを都に戻すことで、『古代エルフ』や魔族の代表者の意識が甦よみがえるという伝説があるらしい。

　それを確認するために、僕はここに来た。

　もちろん、都になにかいいものが残ってるかもしれない、ってのもあるけど。

　ここに来ることを決めたのは僕だから、ちゃんと責任を取らないとね。

「セシルとラフィリアは魔法を準備。リタは、鎧が動き出したらすぐに僕を引っ張って。シロはいつでも『しーるど』を張れるようにしておいて」

　みんなに指示を出してから、僕は玉座に近づいていく。

　鎧の方に動きはない。

　やっぱり中には誰だれも入っていないようだ。

　このまま玉座にオーブを戻せば、古代エルフの残留意識と話ができるのかな──




『時は来た』




　──今、誰かしゃべった？

『時は来た！　選ばれし者よ。我をまとってこの世界の魔王となるがいい！』

「ナギ！　こっちへ！」

　リタが慌てて、僕を黒い鎧から引き離す。

『どうした。この場に来たということは、お前は魔王の素体なのだろう？　この鎧をまとい、世界に魔王として君臨するがいい。勇者がお前を倒しに来るまでがんばれ！』

　声は、黒い鎧から聞こえてる。

　でも鎧の中には誰もいない。

　しゃべってるのは、この黒い鎧そのものだ。

「……お前は、なんなんだ？」

『いいから、早くこの「魔ま王おう鎧よろい」をまとうのだ！』

「魔王鎧？」

『そういうことになっている。お前と拙者の使命を果たすために！　なにをぐずぐずしておるのだ！　それでも魔王として選ばれたものなのか!?』

　鎧は答えない。というか、話が通じてない。

　この黒い鎧は魔剣のレギィと同じ『意志を持つマジックアイテム』だ。

　となると、レギィに話をしてもらった方がいいな。

「レギィ、起きてる？」

　僕は魔剣のレギィを手に取り、呼んでみた。

『おう。さっきから起きておるぞ』

　ぽん、と音がして、フィギュアサイズのレギィが現れる。

「目の前で鎧がなにか言ってるんだけど、お前の同類？」

『うむ。なんとなくじゃが、我に近いものを感じる。我が「生きている剣」なら、こやつは「生きている鎧」じゃろうな』

「僕だと話が通じないんだ。話ができるように、説得してみてくれない？」

『承知した』

　レギィは僕の肩に乗り、両手をメガホンみたいにして、

『おい、そこの鎧よ！　聞けぃ。聞かぬとぶっこわすぞ！』

「……いや、そこまでしなくても」

『わからずやのアイテムにはこうするのじゃ。主ぬしさま、我の本体を構えておれ』

「わかった。とりあえず空振り５回、と」

　僕は『遅延闘技デイレイアーツ』を溜ためてから、黒い鎧の方に向き直る。

　レギィの存在に気づいたのか、魔王鎧がこっちを向いた。

『……む、むむむ。人ではない者がおるか』

『いかにも！』

　レギィは胸を張って応こたえた。

『我は生きている剣、名前をレギィと申す。お主は何者じゃ？』

『我──俺──私は……』

　黒い鎧は、なにかを思い出そうとするように頭を抱えてから、

『拙者は生きている鎧。デスカタストロフと申す者でござる』

　ござる、って。

　確かにあの鎧、和風テイストが入ってるけど。

『デスカタストロフ』か。魔王鎧にふさわしい、物騒な名前だ。

『そうか、ならばデス公に聞くのじゃが』

　と、思ったらレギィがあっさり呼び名を変えた。

　魔王鎧は首をかしげて、

『デス公、とは？』

『我と同じく短い名前にさせてもらったのじゃ。それでデス公よ、お主はここでなにをしておる？』

『魔王が来るのを待っているのでござる』

『魔王じゃと？』

『拙者は「古代エルフ」より、そのように命じられております。「いずれ魔王が現れる。お前はその鎧として働け」と』

「ちょっと待った」

　僕は手を挙げて、話に割り込んだ。

『なんであるか、お前は』

　やっと鎧がこっちを見た。

「僕はレギィの主人だよ。お前にひとつ、伝えたいことがある」

『なんでござるか？』

「この世界に魔王はいない」

『なにをばかな。ははは。ならば、拙者はなんのためにここにいるのでござるか』

　鎧はカラカラと音を立てて笑った。

『拙者はずっと、ここに誰かが来るのを待っていたのでござる。だから人の気配がしたので目覚めたのだが、相手が魔王っぽくないので、無視しておりました』

「そうだったのか」

『拙者は真の魔王をサポートするためだけに作られた。じゃが、お主は拙者と同じ、生きるアイテムの持ち主である。ということは、魔王関係者では？』

「違うよ。僕はただの人間だ」

『……で、ござるな』

　デス公は消えそうな声で、そう言った。

『お主はずっと、ひとりぼっちでここにおったのじゃなぁ。不ふ憫びんなことよ』

　レギィはため息をついた。

「古代エルフは、なにをやってたんだよ」

　彼らは魔王対策をしていた。

　それは世界に魔王を出現させて、人間たちの共通の敵にするためだった。

　そのためにミヒャエラさんを『錬金術師アルケミスト』に仕立て上げて、ラフィリアには『不幸スキル』を組み込んだ。『地竜アースガルズ』を殺した聖剣を作ったのも、たぶん『古代エルフ』だ。

　僕たちはそのシステムを破壊することには成功した。

　でも、『古代エルフ』がなにを考えていたのかは、まだわかってないんだ。

「お前は『古代エルフ』のやってたことを知ってるのか？」

『天才がいたことは知っているでござる』

　生きる鎧よろい『デス公』は言った。

『その天才は未来を予知し、古代エルフたちを、世界が不安定になるのを防ぐという目標に駆り立てたのでござる。その結果、人々は働きすぎて死に申した。残された者たちも、やがて消えていった。都も、朽ちました。もう誰だれも残っておりませぬ』

「その天才って？」

『存じ上げぬ。だが、本当に魔王はいないのでござるか』

「いないよ。これがその証拠だ」

　僕は『古代エルフのオーブ』をデス公に見せた。

「王家は大昔に『世界を安定して治める』という『契約』を交わした。それを実行するために、魔王という架空の敵を作っていたんだ。だから魔王は──」

『それは……「古代エルフのオーブ」』

　──不意に、デス公の動きが止まった。

　表情のない面が、『古代エルフのオーブ』を見つめている。

　目の部分に、赤い光が灯ともる。なんだ、あれ。

「レギィ、ラフィリア。デス公から離れて！」

『承知じゃ！』「は、はいです！」

　僕たちは魔王鎧よろいのデス公から距離を取る。

　奇妙な音が響いてる。ちりちり、ちりちり、なにかが爆はぜるような音だ。

　そして──デス公が立ち上がった。




『「古代エルフのオーブ」を確認。魔王鎧デスカタストロフの予備人格を起動します』




　予備人格？

　まさか、これが王さまの言ってた「オーブを都に返すと甦る古代エルフの意識」なのか？

『──古き種族の都に来てくれた人に告げます』

　不意に、声が変わった。

　武骨な感じだったのが、澄んだ女性の声に変わってる。

　ぱかり、と音がして、デス公の兜が外れて──落ちた。

　その下から現れたのは──エルフの女性だった。

「……ラフィリア？　いや、ミヒャエラさん？」

　ふたりによく似てる。顔つきや目の形がそっくりだ。

　でも実体じゃない。向こうが透けて見える。霊体か映像だ。

『「古代エルフのオーブ」を返しに来てくれた方よ。こちらに敵対の意志はありません』

　映像のエルフは言った。

『我が名は、セドナ＝アンゲリカ。最後まで生き残った古代エルフのひとり。あの人を、止められなかった者』

「……はい？」

『どうか、あの人を止めてください。この世界を確実な秩序の下に統一するために、魔王という概念を利用しようとしているのです！』

「……えっと」

『私は、この魔王鎧のセキュリティシステム。あの人の作った魔王を止めるためのもの。されど、そのセキュリティは見抜かれた。ゆえにデスカタストロフはここに捨てられた。どうか、あの人に安らかな眠りを──』

「すいませんが！」

『は、はいっ!!』

　僕が怒鳴ると反応があった。

　ということは、この人は一方的なメッセンジャーじゃない。

　聖女さまと同じ、ゴーストかもしれない。

「話がまったく見えないんで、順番に説明してもらえますか」

　僕は改めて、霊体のエルフに『古代エルフのオーブ』を示した。

　目の前にいるのは、ラフィリアが送ってきたイメージの中で見た女性、そのものだ。

　この人がラフィリアに関係しているのは間違いない。

「僕たちは『勇者と魔王システム』を終わらせて、現国王から『古代エルフのオーブ』を預かってきた者です。それを返還するために、この場所に来ました」

『……は、はい』

　霊体のエルフはうなずいた。

『すいません……私、慌て者の心配性で。必要なことを一気に伝えようとしちゃうんです。すいません。今後気をつけます。といっても、今後があるかどうかわからなくて』

「……あわてんぼうなところが、昔のあたしに似てるです」

　ラフィリアはじっと、セドナ＝アンゲリカを見てる。

「この人が……古代エルフさんなんですね……」

「気配はまったく感じないわ。やっぱり、霊体なのね」

　セシルとリタはまだ、警戒態勢を解いてない。

　僕はシロの手を握ってる。

　そうしないと、好奇心で目を輝かせてるシロが、飛び出して行きそうだからね。

「最初に確認します」

『は、はい』

「僕たちは王家との『契約』を解除しました。だから、ここに来たんです」

『そうですね。間違いありません』

　霊体の『古代エルフ』はうなずいた。

『「契約」がなくなっているのを感じます。だから私が、目覚めたのです』

「あなたはゴーストなんですか？　それとも、なにかのシステムですか？」

『私は──この魔王鎧デスカタストロフに宿った残留思念です。本体はすでに死んでいます。「古代エルフのオーブ」に反応して──一定時間、覚かく醒せいするもの』

　なるほど。道理でオーブを調べても、なにもなかったわけだ。

　オーブはあくまでも『古代エルフ』の意識を甦よみがえらせるためのキーアイテムだったってことか。

『自分はオーブを返しに来た者と話すために、意識の一部を魔王鎧に移しました』

『古代エルフ』セドナ＝アンゲリカは続ける。

『メッセージを伝え終われば、魔力が尽きて消滅する。それだけのものです』

「──あなたが『勇者と魔王システム』を作ったんですか？」

　もしそうなら、この人が黒幕だ。

　僕たち『来訪者』がこの世界に召喚されたのも。

　ラフィリアや、ミヒャエラさんを作ったのも。

　シロに魔力をくれた、『地竜アースガルズ』を──殺したのも。

『「勇者と魔王システム」の製作者の名前は、アドミニア＝アンゲリカ。私の夫です』

　けれど、セドナ＝アンゲリカは首を横に振った。

『彼は古代エルフの天才で、最強の知力の持ち主でした。彼は世界の混乱を予測し、それを防ぐために「勇者と魔王システム」を作ることを決めました。皆を駆り立てて、さまざまなアイテムを作り、システムを維持する方法を考え続けました』

「古代エルフの──天才」

『私が作ったのは、彼の目的をサポートするための「グレイスシリーズ」──古代エルフのレプリカたちです。私を元にして作り上げた分身たちです』

「……そうだったのですかぁ」

　ラフィリアが、ぽつり、とつぶやいた。

　その声が聞こえたのか、セドナ＝アンゲリカが周囲を見回す。

『──グレイスシリーズの者がいるのですか？』

「いるですよ」

　応こたえてから、ラフィリアは小さく、首を横に振った。

「でも、あたしはもう、あなたと同じものではないのです」

『──そのようですね。ただ……心残りなのは、あの人があなたたちに、いびつなスキルを埋め込んでしまったこと──私は、あの人を、止められなかった……ああ』

　セドナ＝アンゲリカは両手で顔をおおった。

『あの人──アドミニア＝アンゲリカは未来を読みすぎた。彼が天才だったがゆえに、皆はそれに従ってしまった。そのせいで、長年残るシステムを作り上げてしまったのです……』

「天才って、どれくらいの……？」

『「天竜の卵」が隠された「霧の谷」を設計したのは彼です』

「あの場所を？」

『そうです。土地の魔力を利用し、人が立ち入れないようなシステムを作り上げました。そのために「古代エルフ」の皆を動員するだけの人望もあったのです。魔族にも協力を依頼して──天竜の卵を管理するためのシステムを作りあげたのです』

「……すごいな」

『霧の谷』には、幻影を見させる霧を作り出すシステムや、内部から外を把握するためのシステムが仕込まれてた。

　僕はもちろん、この世界に住むみんなでさえも構造がわからない、高度なシステムだ。

　あれを『古代エルフの天才』が作ったのか……。

「もしかして『天竜の魔力』を封印していたのも？」

『彼がそういうシステムを設計していたのは知っています。おそらくは、一部の協力者と共に作り上げたのでしょう。天竜に仇あだをなすことに協力させるほどの人望が、彼にはありましたから』

「そして、その人は『古代エルフ』の滅びも予知していた？」

『はい。そのことを、皆に納得もさせていました。だから、この都にはなにもないのです』

　セドナ＝アンゲリカは腕を伸ばして、滅びた都を指し示した。

『「勇者と魔王システム」を邪魔する者が現れないように。システムへの手がかりが、なにも得られないように。彼はそれを皆に納得させて、すべてを廃棄していったのです』

「……怖すぎだろ。その人」

　今でも稼働するシステムを作り出す知力と技術。

『古代エルフ』を動員して、言うことを聞かせることができる人望。

　天才で、技術者で、独裁者。

　文字通りのチート級の存在だ。

「でも、その人は能力の使い方を、間違えたと思います」

『……そうですね。あの人は未来が見えすぎたのでしょう。天才ゆえに、自分が予測した未来を疑うことさえしなかった。だから、世界が不安定にならないようにするためのシステムを作ったのです。世界が変わることなく、同じままであるように』

　見えた未来が、その人にとっては不安定すぎた。

　天才ゆえに、不安定さを嫌った。

　だから変わらない世界を作るため、『勇者と魔王システム』を作った。

「でも、『勇者と魔王システム』は終わりました」

　王さまとも話はつけた。『契約』もした。

『古代エルフの天才』はもういない。

　結局、その天才も、時の流れには勝てなかった。

　本人が死んで、『古代エルフ』もいなくなったら、システムの維持なんかできないからね。

「この『古代エルフのオーブ』がその証拠です」

　僕はオーブを、セドナ＝アンゲリカに見せた。

「王家はシステムを捨てて、僕たちにこのオーブを託しました。その『古代エルフの天才』がやったことは、もうすべて終わったんです」

『システムが終わったことはわかります。ですが「古代エルフの天才」は、死んではいません』

　だけど、セドナ＝アンゲリカは言った。

「……え？」

　僕とセシル、リタ、ラフィリアは顔を見合わせた。

　みんな不思議そうな顔をしてる。

　そりゃそうだ。いくらなんでも数百年単位で生きられる人はいないよな。

　例外は──

「──んー？」

　きょとん、としてるシロくらいだ。

　天竜や地竜、海竜なら、数百年どころか、千年くらい生きることもできるんだろうけど。

「本当に『古代エルフの天才』は、まだ生きているんですか？」

『はい。まだ、死んではいません』

「でもその人は『古代エルフ』ですよね。竜じゃないんですよね？　『古代エルフ』はせいぜい、２００年くらいしか生きられないはずじゃ……？」

　天竜や地竜、海竜なら数百年を余裕で生きられる。

　じゃあ、その魔力を利用したら？

『天竜ブランシャルカ』の魔力は拘束されて、利用されてた。

　それは僕たちが解放したけれど、まだ完全に回収はしていないんだ。

「セシル。推測だけど、もしも先代の天竜の魔力を利用したら、自分の寿命を延ばすマジックアイテムを作ることができると思う？」

「……不可能じゃないです」

　セシルは少し考えてから、答えた。

「ただ、それがどんなものかは想像もつかないです。ラフィリアさんはわかりますか？」

「さっぱりなのです。そんなものがあったら、ミヒャエラお姉さんを長生きさせてるですよ」

　……だよね。

『錬金術師』のミヒャエラ＝グレイスも、自分の寿命は延ばせなかった。

　古代エルフレプリカの寿命は２００年くらい。古代エルフもそれくらい。

　だとすると──

「古代エルフの天才は、生き延びるために天竜の魔力を使ったんですか？」

『あなたは、本当に賢いのですね』

　正解らしい。

「でも、寿命を延ばすアイテムを作ったわけじゃない」

『そのようなものは存在しません』

「──でも、古代エルフの天才はまだ生きている。いや……死んではいないんですね？」

　セドナ＝アンゲリカはそう言った。

『生きている』じゃない『死んでいない』だ。

「もしかしてその人は、死なないために『天竜の魔力』を『契約』に利用したんですか？」

『そうです』

　僕の言葉に、セドナ＝アンゲリカはうなずいた。

　……すごい、というより、ひどいな。

『古代エルフの天才』は、死なないためだけに『契約』をチートで利用したのか。

　そのために『天竜の魔力』まで利用して。

　……最悪じゃねぇか。

「どういうことですか、ナギさま」

「えっと……『契約』のルールは覚えてるよね？」

「『契約』は、互いに提示した条件を満たすためのものです。条件を満たさなかった場合は、『契約の神さま』によって、『不眠の呪い』がかけられます」

「契約の条件を満たすまでは、眠れなくなるのよね？」

「最終的には死んじゃうんですよねぇ」

「そうだね。じゃあ仮に『眠らなくても死なないアイテム』があったら、どうなるかな？」

「「「……え？」」」

　セシル、リタ、ラフィリアが、ぽかん、とした顔になる。

　僕は続ける。

「天竜の魔力を利用して『眠らなくても死なないアイテム』を作る。同じく天竜の魔力を利用して、大規模な『契約』の儀式を行う。眠らなくても死なないなら、不眠は罰にはならない。仮に神さまが、それでも違反者にペナルティを与えるとしたら、奪われる眠りってなんだろう？」

　よく聞く言葉がある。『死は永遠の眠り』──って。

　通常の眠りは罰にならない。

　だから『古代エルフの天才』は契約の代償として『死という眠り』を差し出した。

「その人は『自分が世界を安定させ続ける』という『契約』を、誰かと交わしたんじゃないかな。そんな『契約』はどうがんばっても満たせない。だから『死という眠り』が奪われ続けている──だから、まだ死んでいない。そういうことですか？」

『──素晴らしいですね。正解です』

　セドナ＝アンゲリカは手を叩たたいた。

『まさか、これだけの情報で正解にたどり着けるとは思いませんでした。あなたが……あのひとのシステムを破壊したというのが、よくわかります』

「今まで戦った人たちは、寝不足だったりブラック労働している人ばっかりだったんで」

　長時間労働を推奨とか。

　寝不足で暴走してた『ねぶそく森ゴブリン』とか。

　黒幕が『眠らず、死ぬこともできずにブラック労働』してるから、まわりにも同じようなことをさせてた──って考えると納得できるんだ。

『あの人は、他人に任せるということができない人でした』

　セドナ＝アンゲリカはため息をついた。

『すべてを自分で完全に管理しないと気が済まない。すべてが、筋書き通りでないと──』

　そういう考え方は、僕にはまったくわからない。

　僕はセシルやリタ、他のみんながいないと、この世界では生きていけないからね。

　できないことは、みんなに任せてる。

　できそうなことは教えてもらって一緒にやる。そんな感じで暮らしてる。

『契約チート』を使って、ひとりだけ不死になった『古代エルフの天才』のことは、どうがんばっても理解できそうにない。

「その人は、誰だれも信じてなかったんですね」

　僕の言葉に、セドナ＝アンゲリカはうなずいた。

『天才でしたから。彼と同じものを見ることは、誰もできなかったのです』

「……さみしいですね。それって」

『「古代エルフ」は能力主義でしたから、あの人は皆を従えることはできた。けれど……私でさえ、あの人を本当の意味では、理解できなかった……』

「だから、誰にも頼ることができなかった？」

『そういう人だから、自分を「眠らなくても死なない」ように作り変えるために、「天竜の魔力」を利用しました。「契約の神」に対して、大規模な儀式契約を行ったのです。この世界を、自分が守り続けると宣言して──』

「無茶もいいところですね……」

　個人が世界を守るなんてできるはずがない。問答無用で「不眠の呪のろい」が襲いかかる。

　でも、その人は眠らなくても死なない。

　そうなると、不眠は罰にならないから──

「──だから『契約の神』は、その人から『死という眠り』を奪ったんですね」

『その通りです……』

　セドナ＝アンゲリカは答えた。

　つまり、『古代エルフの天才』アドミニア＝アンゲリカは死んではいない。

　不死になって、どこかで世界を管理し続けてる。

　システムを維持するために──というか、その人が、システムそのものになったのか。

　自分が予測した、不安定な世界が訪れないように。勇者や冒険者、魔物までブラックに使い続けるシステムそのものに。

「……そこまでする理由は、僕にはわからないけど」

　世界が不安定なのは、僕にとって当たり前のことだから。

　僕はこの世界に召喚されて、王宮から放り出されて──右も左もわからない場所で、セシルやリタと出会った。スキルを書き換えるスキル『能力再構築スキル・ストラクチヤー』を活いかして、なんとかやってきた。

　僕たちは不安定な世界で、その場その場で変化しながら生きてきたんだ。

「最後の古代エルフは、今どこにいるんですか？」

『わかりません。ですがあの人は「天竜の魔力」と共にあるでしょう。あれが彼の切り札。奪えば──あの人は──古き契約から──解放』

　セドナ＝アンゲリカの言葉が、途切れ途切れになってきてる。

　姿が揺らいで、消えかけている。時間切れみたいだ。

『玉座の──下に、私が──あのひとの目を盗んで残した──遺産があります。それを差し上げます。だからどうか、あの人を──あの「契約」から解き放って──』

「──眠らせれば、いいんですね」

『……はい』

「僕たちは『天竜の魔力』を回収するつもりですから。結果として、その人を眠らせることになるかもしれません。それで、いいですか？」

『…………お願いします』

　セドナ＝アンゲリカは、かすかに、うなずいた。

　それから僕はラフィリアの手を引いて、セドナ＝アンゲリカの前に出た。

　ラフィリアは、僕の手を握りしめて、

「あたしの、お母さん……ですか？」

『……「古代エルフレプリカ」。ミヒャエラですか？　ガブリエラ……ラフィリア？』

「ラフィリア＝グレイスです。他にガブリエラさんとミヒャエラさんがいたです」

『……そうですか』

　セドナ＝アンゲリカは、ため息をついたようだった。

『私のこの意識は、魔法で破壊することができます』

「……はい？」

『もしも「古代エルフのオーブ」を持ってきたのが、私が作った者たちなら、そうしてもらおうと思っていました。あなたたちには、つらい運命を背負わせてしまった。すでに死んでしまった私につぐないはできませんが、せめて……消してもらうくらいは』

「いえいえ。あたしは、こうしようと思ってたです」

　ラフィリアは腕を振って、セドナ＝アンゲリカの頰ほおに振り下ろした。

　でも、ラフィリアの手は、すかっ、と、彼女の顔を通り抜けた。

　霊体だから、触さわれないみたいだ。

『……なんでしょうか、今のは』

「マスターと決めていたです。あたしを作った人に会ったら、一発ひっぱたくって。それから──」

　ラフィリアは、セドナ＝アンゲリカに向かって、深々と頭を下げた。

「あたしを作ってくれて、マスターと出会わせてくれて、ありがとです」

『いい出会いが、あったのですね……よかった』

「ところで古代エルフレプリカって、赤ちゃんは産めるですか？」

『…………基本的には、普通の生命と同じですよ？』

「できるらしいですよ、マスター。これでリスティちゃんにハーフエルフの弟と妹をあげられるです！」

　いや、そんないい笑顔で言われても。

　なんだか、我が家の未来が心配になってくるけど……。

「じゃあ、その未来を期待して帰ろうか」

「はいです！」

　僕とラフィリアは手を握り合う。

　その手に、セシルのちっちゃな手が重なる。リタとシロの手も。

　でも、リタの目がなんだか熱っぽいのはどうしてだろう。

　ラフィリアも、なんでリタとうなずきあってるの？　なにを決意したの？

「僕たちはこれで帰ります。『最後の古代エルフ』のことは、会ったら考えます。もちろん、天竜の魔力は回収しますけど」

『…………心残りが、消えました』

　セドナ＝アンゲリカの姿が、点滅をはじめる。

　残ってた意識が、消えかけてるんだ。

『この魔王鎧デスカタストロフの人格は、私を元にしたものです。誰かに仕えることで、罪滅ぼしをしたいという願いで作りました。どうか、使ってあげてください』

「わかりました。もらっていきます」

『……どうか。私の夫を、止めて』

　最後に、優しい笑みを浮かべながら──

『…………この世界を縛り続ける、古き契約を……終わらせて──』

　──セドナ＝アンゲリカは、消えてしまった。

　これが『古代エルフ』の真実か……。

　天才に率いられて、世界に様々なアイテムと、世界を安定させるシステムを残して──

　高等な種族だったはずなのに、ひとりを除いて絶滅してしまった。

　この都には、もうなにも残っていない。

　世界を安定させるために、すべてを犠牲にして、破壊してしまったんだ。

「……真ま面じ目めで……不器用な種族だったんだろうな」

　それはセドナ＝アンゲリカを見ればわかる。

　だからこそ彼女は、自分が作ったラフィリアを、フリーダムな性格にしたのかもしれない。

「ラフィリア」

「はい。マスター」

「命令……というか、お願いだよ。消えちゃった『古代エルフ』の分だけ、幸せになること」

「それは難しいですねぇ」

　ラフィリアはにやりと笑って、僕の手を握りしめた。

「あたしはもう、これ以上ないってくらいに幸せですから。幸せになるのは難しいですねぇ」

「じゃあ訂正、これからもずっと幸せでいること」

「はーいです！」

　びしり、と、ラフィリアは手を挙げて、答えた。

　たぶんその声は、『古代エルフの都』いっぱいに響いたと思う。

「それで、このデス公だけど……」

『…………ふむ？　むむむ？』

　デス公がまた、動き出した。

　腕を伸ばして、ぎぎぎ、と、ロボットみたいな動きで、外していた兜かぶとを元の位置に戻した。

『拙者は、なにをやっていたのでござるか？』

　デス公は、きょとん、と首をかしげた。

「魔王鎧デスカタストロフ。君は僕たちが預かることにするけど、いいかな？」

『もちろんでござる！　というか、それが一番いい気がしているでござるよ』

「そうなの？」

『左様でござる。そのように決まっていて……あとは、他に奇妙な情報が、拙者の中に入って来ているでござる。なんでしょうか？』

「奇妙な情報か」

　たぶん、セドナ＝アンゲリカが残してくれたんだろうな。

「どんな情報か教えてくれる？」

『はい。みっつでござる。

　ひとつは、最後の古代エルフは「怒れる天竜の魔力」を持っている。浄化が必要。

　ふたつめに、彼は死なないだけで、積極的な活動はできない。どこかに隠れていると思われる。

　最後に、システムが壊れたあと、彼は別の魔王と勇者を用意するだろう。

　──で、ござる』

「『怒れる天竜の魔力』か……」

「なになにー。シロのお母さんの魔力？」

「そうだよ。シロは先代の天竜の魔力と話したときのことを覚えてる？」

「シロのお母さん、拘束されててすごく怒ってたねー。怒りが漏れ出して、まわりの魔物を凶暴化させるかもしれない、って言ってたねー」

「だよね……」

　なるほどなー。

　最後の古代エルフは、怒ってる状態の天竜の魔力を持ってるのか。

　それを使えば、魔物を凶暴化させることができるよな。

「昨日きのう僕たちが倒した魔物にも、それを使ったのかもしれないね」

「わたしもそう思います。ナギさま」

「でも、あいつらを倒しても、魔力は回収できなかった」

「つまり、魔力を回収するためには、怒りを浄化しなきゃいけないってことね」

「リタの『神聖力』が頼りだね」

　方針は決まった。

　僕たちは『怒れる天竜の魔力』を浄化して、回収する。

　最後の古代エルフのことは──会えたら考えよう。

「デス公の言う『別の勇者』については、王家が知ってると思う。ちょうどレティシアとカトラスがクローディア姫のところに行ってるから、情報が入るんじゃないかな」

「おふたりとも『温泉地リヒェルダ』にいるんですよね？」

「人目につかないように、そこを会談の場所にしたって言ってた。レティシアのことだから、重要な情報はちゃんともらってきてくれるよ。それと、リスティにお土産を買って来てくれると思う」

「レティシアさまも、リスティちゃんが大好きだもんね」

「だよね」

　まさかレティシアが、あそこまで子ども好きとは思わなかった。

　リスティが生まれてから、レティシアはずっとつきっきりだったもんな。

　リスティが寝てるときは側そばでじっと見てて、ぐずった瞬間に抱き上げる。僕たちがなにかする間もなく、ミルクをあげたりあやしたり。

　アイネが「いい加減にしないとリスティちゃんが疲れちゃうの！」って怒るくらいだ。

　今回、レティシアを送り出したのも、気分転換をさせるためだ。

　ちょうどイルガファの領主さんのところに、慈じ愛あいのクローディア姫から手紙が来たから、代理としてレティシアに行ってもらったんだ。彼女は、クローディア姫の『ご学友』にされそうになったことがあるからね。面識もあるし、姫の方に弱みがあるから。

　ついでに、王家の話を聞いてきてもらうようにお願いしておいたんだ。

「出発した日から逆算すると……僕たちと同じくらいに、イルガファに着くんじゃないかな」

　それから、僕たちは玉座の方へ。

　僕は玉座のくぼみに、『古代エルフのオーブ』を収めた。

　玉座が動いた。

　その下には空間があって、そこに水晶玉が入ってた。スキルクリスタルだ。

「ありがとう。セドナ＝アンゲリカ。確かに受け取りました」

「情報をありがとうございました。セドナさん」

「アイテムは有り難く使わせてもらうわね」

「あたし、ずっと幸せでいますよー」

「お邪魔しましたー」

　僕たちはデス公に向かって手を合わせた。

　デス公は『え？　なんでござるか？』って、とまどってるけど。

　事情はあとで説明しよう。

「それじゃ、デス公も一緒に来てくれる？」

『あ、はい。もちろんでござる』

　デス公は考え込むように、少し兜を傾けてから、

『というよりも、拙者はあなた方について行きたいのでござるよ。あなた方なら、拙者を正しく使ってくださるような気がするでござるから』

「ありがと。デス公」

　黒い鎧のデス公は、僕やレティシアが着るのにちょうどいいサイズだ。

　でも、結構目立つな。

「デス公って、普通の鎧みたいにパーツごとに分けて運んでも大丈夫？」

『大丈夫でござるよ。持ち運びやすいように、でござろう？』

「うん。町中でフルプレートの鎧のまま歩いてると目立つからね」

『ならば、持ちやすいように変形するでござる』

　デス公はそのまま両腕を胸の前に持って来て──




　カシーン、カシーン、ジャキーンッ！

「「「「おおおおおおっ!?」」」」




　箱形に変形した!?

　見事な直方体だ。担ぎやすいように、ランドセルのようなベルトがついている。背負ってみると……ぜんぜん重さを感じない。魔力的な力が支えてくれているようだ。

　さすが魔王専用の鎧。収納性と携帯性も完かん璧ぺきだ。

「本当にすごいな、『古代エルフ』の技術力って……」

「こんなの、この時代でも作れないです……」

「確かにこれは、魔王専用の最強の鎧なのですよぅ」

　セシルとラフィリアも感動してる。

　リタはぽつりと「……技術の使い方を間違えてない？」って突っ込んでるけど。それはそれ。

　いいじゃないか、これならデス公を担いだまま移動できるし、すごくかっこいいし。

「『古代エルフの都』に来た意味はあったね」

　天才アドミニア＝アンゲリカのこともわかった。セドナさんと話すこともできた。

　魔王鎧のデス公が仲間になって、スキルクリスタルも手に入れた。

　来てよかった。大事なことも、色々確認できたからね。

「それじゃ帰ろう。リスティが待ってる」

「「「「はーい」」」」

　僕たちは野営地に戻り、のんびり休憩して──

　翌日、再び山を越えて『北の町ハーミルト』に戻ったのだった。








第６話「姫君とレティシアの会談と、消えた勇者のゆくえ」






　──レティシア視点──










「このごろ、危険な魔物が増えているそうです」

　ここは温泉地リヒェルダ。

　港町イルガファの領主が所有する屋敷の一室に、ドレスに身を包んだ少女がいた。

　向かい側には青い髪の少女が座っている。

　誰だれも近づけないように命じられている、広い部屋。いるのは２人だけ。

　ひとりはヴェールを被かぶった『慈じ愛あいのクローディア姫』。

　もうひとりは冒険者風の少女、レティシアだ。

「危険な魔物とおっしゃいますと、どのようなものでしょうか？」

　レティシアはクローディアに問い返す。

　クローディアはヴェールの向こうで、目を伏せて、

「通常の魔物よりも身体からだが大きく、力の強い魔物たちです。そういうものが王都や『商業都市メテカル』の近くにある森に出没している……そういう報告があるのです」

「王都やメテカルの近くに、ですか」

「魔物に詳しい者は『凶暴化』と申しております。通常のゴブリンやオークだと思って討伐に向かった者たちが、大怪け我がをして戻ってきました」

「魔物を倒すことはできたのですか？」

「はい。『冒険者ギルド』と、王都の騎士団が協力して、やっと」

　クローディア姫はため息をついた。

　以前、『港町イルガファ』に来たときのような、自信に満ちた表情はない。

　彼女は、まるでレティシアが自分の上役でもあるかのように、緊張した様子だ。

「魔物発生の原因はわかっているのでしょうか？」

「残念ながら……」

　クローディアは首を横に振った。

「ですが、我が父はおびえております。『勇者と魔王システム』などというものを続けてきたせいで、本物の魔王を生み出してしまったのではないかと……どう思われますか？　レティシアさま」

「一介の冒険者を呼び出して訊たずねることではございませんわ。クローディア姫さま」

　レティシアはクローディア姫を見ながら、にっこりと笑う。

「魔王はいない。それが王家の見解なのですわよね？」

「はい。ですが、兄や弟たちの中には、それを不満に思う者もいます」

「どうしてでしょうか？」

「異世界からの『来訪者』が、彼らの力の源になっていたからです」

「……彼ら、ですの」

「いいえ。私もです！　私も『来訪者』を利用しておりました!!」

　ヴェールの少女──慈愛の姫君クローディアは、涙ながらに首を振った。

　レティシアは困った顔になる。

　彼女にクローディア姫を責めるつもりはなかったのだ。

「姫さまにすべての責任があるわけではございません」

　なぐさめるように、レティシアは答える。

「それに、こうして情報を伝えに来てくださっているのでしょう。そのことにはわたくしも、イルガファの領主家も感謝しております」

「それでも……私は、私の罪を忘れるわけにはいかないのです」

　クローディア姫は頭を下げた。

　彼女とレティシアのやりとりが始まったのは２年前からだ。

　クローディアは当初、『港町イルガファ』の領主家に連絡をしていた。

　彼女は『次期領主おひろめパーティ』のあと、町と友好関係を結ぶと『契約コントラクト』した。

　その後、王都で起こったできごとについて、手紙を寄よ越こすようになっていた。

　当初はイルガファ領主が返信していたのだが、その役目がイリスに代わり──いつの間にかレティシアが行うようになったのだった。

「レティシアさまには、私の『ご学友』になってもらう予定でした。あなたは勇者に関わるすべての事情をご存じです。レティシアさまになら……安心してすべてを話すことができるのです」

「わたくしも、姫さまとやりとりができて、光栄ですわ」

　レティシアはクローディア姫にお辞儀を返した。

「母の実家がある関係で、今のわたくしは港町イルガファにお世話になっております。領主家の役に立てるのは、うれしいことでもありますの」

「子爵家からは籍を外された、と？」

「ええ。最近はもう、父はなにも言ってこなくなりましたわ」

　レティシアは実家を捨てた。

　以前、むりやり家に閉じ込められて、勇者に仕立て上げられそうになったのがきっかけだ。

　その後、レティシアは実家のあるメテカルを脱出して、ナギと合流。

　それからはずっとイルガファに住んでいる。

　実家に帰る気がなくなったというのは口実で、本当は、ナギの子のリスティが可愛かわいすぎたからだ。

　親友であるナギと、その『結魂スピリツトリンク』の相手であるセシルの娘、リスティ。

　はじめてあの子を見たとき「絶対に守らなくては」と思ってしまった。

　レティシアが目指す『正義の貴族』とは、弱き者を守る者だから──その思いが暴走してしまったらしい。

「レティシアさまは、家名も捨てられたそうですね」

　ふと、クローディアはそんなことを口にした。

「では、今のレティシアさまを、なんとお呼びすればよろしいのでしょう？」

「レティシア＝ナイン＝アポカリプスとお呼びください」

「珍しい家名ですね」

「……ある人の親友であり家族であろうとしたら、その姓になってしまいましたの」

　レティシアは苦笑いした。

　それから、クローディアの方を見て、

「今回、クローディア殿下がわたくしとの会談を望まれたのは、危険な魔物の情報を伝えていただくため、ということでよろしかったですの？」

「本当にそれだけなら、よかったのですけれど」

　クローディアはヴェールの奥の目を伏せた。

「実は、王家から養子に出された王子が、行ゆく方え不明になっているのです」

「王子さまが行方不明？」

「彼は陛下の叔お父じである大公家の養子となっていたのですが、行方をくらましてしまったのです」

「……それをどうしてわたくしに……？」

「レティシアさまは『公式勇者部隊』の『水の勇者』に勧誘されていたのですよね？」

「ええ。そうですわ」

　レティシアはうなずいた。

　メテカルで『公式勇者部隊の出陣式典』が計画されていたとき、レティシアは強引に、公式勇者部隊のメンバーにされそうになった。

　父の話によると、レティシアは『水の勇者』になる予定で、魔王討伐の旅の途中で、魔物から毒を受けてパーティを離脱することになっていたらしい。

　そしてその後、パーティには王家出身の者が加入することになっていたのだ。

「行方不明になった王子というのは、その『公式勇者部隊』に入るはずだった者なのです」

「わたくしと入れ違いに入る予定だった『炎の勇者』ですの？」

「その通りです」

「しかし、『公式勇者部隊の出陣式典』は中止になったと聞いておりますが」

「それに不満を持つ者がいたのです。大公である陛下の叔父君は、陛下も無視できないほどの権力をお持ちです。弟も大公さまの希望で、勇者として育てるために、養子に出されたのですから」

「その弟君が行方不明になったのですか」

「大公家は行方を知らないと言っています。でも、もしも弟が勇者をやろうとしているなら……」

　クローディア姫はため息をついた。

　姫が悩んでいる理由は、レティシアにもわかる。

　恐らく、王家とナギが交わした『勇者と魔王システム』を中止するという『契約』のためだ。

　行方不明になった『炎の勇者』の少年は、現国王の息子でもある。彼が『勇者と魔王システム』を始めてしまったら、国王は、契約違反の罰を受ける可能性があるのだ。

「王家はすでに『勇者と魔王システム』から手を引いております。それは弟も知っているはずなのですが……」

　クローディアは自じ嘲ちようするように、

「誰かが、我が弟をそそのかしたのかもしれません」

「誰かが、ですの？」

「可能性があるのは大公さま。王子と共に姿を消した宮廷魔法使い。他にも、勇者を名乗る者たちが作った『武術勇者ギルド』や『魔法勇者ギルド』なるものもあります。どれが関係しているのか、今のところは不明です」

「本当に……大変ですわね」

　システムを破棄して２年も過ぎたのに、王家は勇者たちを管理しきれていない。

　その上、勇者になるはずだった王子が暴走をはじめている。

　王家としては、頭の痛いところなのだろう。

「その『勇者ギルド』を名乗る者たちは、一体なにを目的としているのでしょうか」

「存じ上げません。ただ、彼らのまわりでは妙な噂うわさが流れているそうです」

　レティシアの問いに、クローディアは声をひそめて、

「『怒れる魔物たちが町を蹂じゆう躙りんするとき、真なる魔王が現れる』──と」

「噂ではなく、願望のように聞こえるのは、わたくしの気のせいでしょうか」

「王都に近い町では、警戒を強めているそうです。『港町イルガファ』も気をつけるように、領主と『海竜の巫女みこ』さまにお伝えください」

「承知いたしました」

　レティシアは立ち上がり、クローディアに頭を下げた。

「最後にお聞かせください。その王子さまのお名前は？」

「元第８王子──今は大公家の嫡子、クラヴィス＝フレイガルと申します」

　クローディア姫のその言葉を最後に、会合は終了となった。










　──その頃ころ、とある森の中で──










「言われた通りにアイテムを設置しました。賢者さま」

　彼は息を切らしながら馬車に戻った。

　手には、細かく砕いた、赤い結晶体を持っている。

「これで、俺は英雄になれるんですよね？　英雄たる『炎の勇者』に。この世界のシステムを維持するための英雄になれるんだ」

「……あ、ああ。ああ」

「賢者さまの教えは正しかった。あなたは『白いギルド』が失敗することも予測していたのですよね？　だから別のシナリオを用意しておいた。そうでしょう」

「……魔王は現れる。そうでなければならない」

　馬車の中で、ローブをまとった人物はつぶやいた。

　肌の色は真っ白で、目は閉じられている。フードからは尖とがった耳がはみだしている。

「……システムは維持されなければならない。でなければ、自分が支払ったコストが無駄になる。取り戻す取り戻す……支払ったコストにふさわしいものを……」

「俺にはよくわかりません。でも、賢者さまが正しいことはわかります！」

　少年は拳こぶしを握りしめて、宣言した。

「だって、勇者になれなかったら、俺が今までやってきたことは全部無駄になるんです。陛下は俺に、近この衛え騎士団長の地位を用意すると言いましたが、そういうのって違いますよね!?　世の中が変わったのなら、世の中が間違ってるんですよね!?」

「……そう。だから、私は」

「あなたは、大公領で、世界をずっと眺めてきた」

　少年はうっとりした目で、そう言った。

「『白いギルド』の行いも、勇者たちの活躍も、ずっと見てこられたのです。死を超越したあなたなら、正しい未来がわかるでしょう。この俺の行いが、最終的に世界を守ることに繫つながることも」

「……すべては、続いている。正しきシナリオへ……ああ」

　ローブの男性は細い腕を、空に向かって伸ばした。

「……なのに、それを知らない者たちが、どうして幸せそうに眠りについているのだ……どうしてこうなったのだ……」

「わかります。なにも知らない愚か者はどうしようもないですよね！」

「……ああ」

「俺があなたの願いを叶かなえます。賢者アドミニア。あなたの予言は全すべて正しいのだから」

　少年は白銀の鎧よろいと、腰に差した宝剣を鳴らして、宣言したのだった。








第７話「聖女さまへの相談と、ナギパーティの未来計画」






　──ナギ視点──










「「「「「ただいまー！」」」」」

「お帰りなさい。お兄ちゃん」

『待ってたよー。ナギくんたち』

　保養地ミシュリラに戻ると、別荘でイリスと、フィギュアサイズの聖女さまが待っていた。

　イリスは僕たちが戻るまで、保養地で留守番をしてくれていたんだ。

「ちょうどよかった。聖女さまとイリスにも『古代エルダーエルフの都』であったことを話しておきたかったんだ」

『そうなのかい？　ナギくん』

「色々な情報が入ったんです。だから、ふたりに話すことで考えをまとめようかと思って」

「わかりましたお兄ちゃん。おうかがいします」

　聖女さまはテーブルの上に、イリスは僕の隣の椅子に腰掛ける。

　セシルとリタは、奥の部屋でシロを着替えさせてる。

　僕は聖女さまとイリスには待ってもらって、キッチンに向かう。ラフィリアの火炎魔法で、かまどに火を入れる。長い話になるからね。お湯を沸かして、お茶でも飲みながら話そう。

「お待たせしました。それで『古代エルフの都』についてなんですけど」

『「古代エルフのオーブ」は戻せたのかい？　ナギくん』

「はい。それとパーティに新人が入りました。紹介します」

　僕が合図すると、リビングに置いた黒い箱が動き出す。




　シャキーン。カシーン。ジャキンッ！




『はじめましてでござる。聖女さま。海竜の巫み女こさま』

　鎧よろいモードになったデス公は、ふたりに頭を下げた。

『拙者は「古代エルフ」によって作られた魔ま王おう鎧よろいデスカタストロフ。通称「デス公」でござる。縁あって皆さまのお仲間に入れていただくことになり申した。以後、お見知りおきを』

「鎧がしゃべりました!?」

『なんてものを見つけてきたんだい、ナギくん!?』

　イリスも聖女さまも、びっくりしてる。

「大丈夫です。デス公は見た目はごついけど、性格はおだやかですから」

『同じ「生命を持つアイテム」として、我がこやつを指導する。安心するがよい！』

　僕の背中で、魔剣状態のレギィが言った。

『よろしくお願いするでござる！　海竜の巫女さま。聖女さま』

　デス公は再びお辞儀をする。

「よろしくお願いいたします。デス公さま」

『……うん。そうだね。よろしくね』

　イリスと聖女さまもあいさつを返す。

　デス公は悪い鎧じゃないからね。きっと、仲良くなれるはずだ。

　ちなみに、デス公はレティシアに預けようと思ってる。

　レティシアは人を守るために戦いたがってるから、防御力を上げておかないとね。

「『古代エルフの都』で、色々なことがわかりました。あの都には、『古代エルフ』の残留思念がいて、僕に過去の情報を伝えてくれたんです……」

　僕は話し始めた。

　セドナ＝アンゲリカの話と、まだ生きているという『古代エルフの天才』について。










『本当に「古代エルフ」の生き残りがいるのかい……？』

「らしいです。それに、そう考えると色々つじつまが合うんですよね」

　この世界の『ブラック労働』の根っこがどこにあるのか。

『天竜の魔力』を拘束していたのが誰だれなのか。

「古代エルフが滅んだのはずっと昔ですけど、天竜の魔力を使って生き残ってる人が、現在にも影響を及ぼしてるって考えると、納得できるんです」

『確かに、そうだね』

　聖女さまはうなずいた。

『「古代エルフ」は高い技術を持っていた人々だからね。それくらいはできるかもね』

「聖女さまだって霊体として１００年以上生きてるんですから、儀式によって『古代エルフ』が不死になることも、そう難しいことじゃないですよね……」

『いや、ナギくん。それは違うよ。デリリラさんが霊体として残ってるのと、「最後の古代エルフ」が存在し続けてるのとは、まったく違う話なんだ』

「そうなんですか？」

『デリリラさんが消えないのは、生前の徳が高かったからと、大地の魔力を利用してるからなんだ。常に新鮮な魔力を取り込むことで、霊体を維持してるんだよ。それに、ダンジョンを作るっていう生きがいもある。もちろん、ナギくんたちと触れ合うことで、精神も活性化してるけどね』

「だから聖女さまは元気なんですね？」

『そうだよ。いつもピチピチ、若々しいデリリラさんさっ！』

　聖女さまは、ぽん、と胸を叩たたいた。

『でも、「最後の古代エルフ」はどうかな？　彼を活性化するものはあるのかな？』

「想像もつかないですね……」

『最後の古代エルフ』は、天竜の魔力を使って不死になった。

　目的は、世界を固定化して、維持すること。今もそのために存在し続けてる。

　世界を変化させずに、自分自身も変化せずに、ずっと。

「……もしも『最後の古代エルフ』が、変化しないでただ存在し続けてるとしたら」

『そんなのは生きているとは言わないよ。「契約」を利用して、ただ死なない状態になってるだけだ。しかも契約の儀式に「天竜の魔力」まで利用しているなら、死にたくても死ねないからね。魂も劣化して、人格なんて残ってないんじゃないかな』

「１００年以上、自主的ブラック労働をやってるようなものですからね」

『本人は耐えられると思ったんだろうね』

「どうしてそう思ったんでしょう」

『まったくわからないねぇ』

「『はぁ』」

　僕と聖女さまはため息をついた。

『それで、ナギくんは、最後の古代エルフを止めたいのかい？』

「その人自体に興味はないんですけど……」

　言ってから、僕はラフィリアの方を見た。

　ラフィリアは納得したようにうなずいてる。

　彼女を作ったのはセドナって人で、その人との別れも済ませてる。

　ラフィリアにとって『古代エルフ』の件は、もう終わった話なんだ。

「だけど、その人が奪った『天竜の魔力』は返してもらわないと」

「シロも、天竜おかーさんの魔力を返して欲しいよー」

　着替えを終えて戻って来たシロが、手を挙げた。

「魔力を返してもらって、おっきな天竜になりたいの！　そうしておとーさんの役に立てば、みんなもっともーっとらくちんな生活ができるかと！　シロの弟や妹もたくさん増えるかと!!」

「「「「はっ!!」」」」

「なんでみんなこっちを見るの!?」

「「「「さー」」」」

『……ほんっとに仲がいいよね。君たちって』

「僕としては、リスティがもうちょっと大きくなるまで、色々我慢するつもりなんですけど」

『いや、無理じゃない？』

「そんなあっさり!?」

『デリリラさん、もうナギくんたちのいちゃいちゃっぷりには慣れたからね。だから見えるんだよ……９人の子どもに囲まれているナギくんが。獣耳の子に、ハーフエルフの子、緑色の髪の子に、灰色のボーイッシュな子が……というわけで、リスティちゃんはデリリラさんの養女に』

「あげません！　リスティはうちの子です！」

『言ってみただけだってば。怒らなくてもいいじゃないかぁ！』

　いやいや聖女さま、本気でリスティのことを狙ねらってましたよね？

「とにかく、天竜の魔力は取り返します。これは決定事項です」

　僕は言った。

「天竜の魔力は魔物を強化するのに使われてるらしいからね」

「確か天竜さまが怒ると、まわりの魔物が凶暴化してしまうのでしょう……？」

「そうだね。イリス。僕たちが天竜の魔力とコンタクトを取ったときもそうだったから」

「つまり最後の古代エルフは『怒れる天竜の魔力』を所持していると？」

「そういうこと。だったら、やりようはあるよね？　だって、僕たちは一度、竜が浜辺に広げた『呪のろい』を浄化してる。怒りもそれと似たようなものなら、対処法はあるはずだ」

『地竜アースガルズ』の『呪い』を受けていた人たちを、僕たちは浄化した。

　今度は魔物に同じことをする。

　できるだけ広範囲に。一度で、すべてが終わるように。

「場所については、レティシアからの情報待ちかな。王家の方にも、なにか情報が入っているかもしれないからね」

　僕がそう言ったとき、屋敷の奥の扉が、ぼんやりと光りはじめた。

　セシルとイリスが席を立ち、物置の方に向かう。

「ナギさま。転移魔法陣が光ってます！」

「港町イルガファで、カトラスさまがイリスたちを転移させる準備をされたようです！」

「よっしゃ。それじゃ、みんなで帰ろう」

　僕はシロの手を取った。

　僕の肩には、フィギュアサイズの聖女さま。反対側の肩には、いつの間にかレギィが乗ってる。

　リタとラフィリアが荷物をまとめて、デス公はがしゃんがしゃんと、後ろをついてくる。

　そうして、みんなで『転移魔法陣』に乗り──

　僕たちは『港町イルガファ』に帰ったのだった。










「──行方不明の元王子。『炎の勇者』になるはずだった人、か」

　僕はレティシアから、クローディア姫との会談について聞いていた。

　……なんというか、王家も大変だな。

『勇者と魔王システム』が終わっても、まだ続けたい人がいるのか……。

　まぁ、何百年か続いてきたシステムだもんな。

　王さまが『やめ』って言っても、簡単に終わるわけじゃないよね。

「僕としては『勇者ギルド』よりも、変な噂うわさの方が気になるな」

「『怒れる魔物が町を蹂じゆう躙りんするとき、真なる魔王が現れる』ですわね」

『怒れる魔物』は、たぶん『凶暴化』した魔物のことだ。

　そいつらが町を襲ったあとで、魔王が現れる、ということらしい。

　でも魔王はいない。

　とすると、逆に『凶暴化した魔物が町を襲った。次は魔王が出てくるぞ』という警告──あるいは、魔王がいる裏付けにしたい、ということかな。

「ですが、『北の町ハーミルト』を襲った魔物たちはナギさんが倒したのですわよね？　その中に『凶暴化』した魔物が含まれていたなら、彼らの野望はついえたということでは？」

「……いや、まだだと思うよ」

　僕は首を横に振った。

「本当に町が蹂躙されちゃったら、勇者はなにしてたんだー、ってことになるからね。もしもその噂に『勇者ギルド』が関係しているなら、魔物と同時にそのギルドの連中も現れるはずだ」

「仮説ですわよね？」

「もちろん仮説だよ。だから僕は『北の町ハーミルト』のあれは実験で、本番には、その『勇者ギルド』たちもやって来るって考えてる」

「ありそうな話ですわね……」

「だから、本番はこれからだと思う。問題は『凶暴化』した魔物がどの町を襲うのか、だね」

　僕とレティシアは顔を見合わせた。

　王都や『商業都市メテカル』は防御が固い。魔物が近づいたら、すぐに兵力を集められる。

　特に王都は兵士も多いから、襲われる可能性は低いだろう。

　僕が魔物を操って町を襲うとしたら──『翼の町シャルカ』か、この『港町イルガファ』かな。

『凶暴化』した魔物の背後に『最後の古代エルフ』がいるとしたら、あの人は『天竜の魔力』を使っている。竜に関わるものに執着してる可能性もあるからね。

「……迷惑な話だよな」

「まったくですわ」

「僕たちがのんきに暮らしてる世界で、変なことしないで欲しいよね」

「リスティちゃんの教育にも悪いですもの」

「……だよね」

　僕とレティシアは、ベビーベッドのリスティを眺めた。

　顔を見てると、リスティは僕に向かって手を伸ばしてくる。

　褐色の、ちっちゃな指。触れるとあたたかくて、なんだか、安心する。

「大丈夫。なんとかするから」

「……あぅ？」

「リスティのいる世界で、魔王を発生させたりしないから。できる範囲でなんとかするよ」

「……だぁ」

　ぱたぱた、と、手足を振るリスティ。

　僕はゆっくりと、ちっちゃな身体からだを抱き上げる。

　赤ちゃんの抱き方は練習した。『幼児抱き上げＬＶ３』なんてスキルにも覚かく醒せいしたくらいだ。

　レベルが上がるまで、レギィとシロには、抱っこの練習に付き合ってもらった。

　他にもミルクのあげ方の練習もしてた。お風ふ呂ろに入れる方法はアイネに指導してもらって、イリスとカトラスに『洗われ役』をやってもらった。結構がんばった。

　リスティは僕の腕の中で、気持ちよさそうに目を閉じてる。

　隣ではレティシアとリタが「かもーん」って感じで手を伸ばしてる。

　僕が小声で「順番に」って言うと、無言でじゃんけんを始める──って、なんで交ざってるんですか聖女さま。聖女さまの身体はフィギュアサイズですよね？　勝っても意味ないですよね？

「……ふぁ」

「大丈夫。なにがあっても僕たちがリスティを守るからね。安心して」

　僕が言うと、リスティはぱちり、とまばたきした。

　それがうなずいた合図のように見えて、僕は不思議な気分になる。

　もしかして、僕たちの話がわかってるんじゃないか、って。

　リスティは異世界人と魔族の血を引く子どもだからね。なにがあってもおかしくないよね。

「……そのうち、リスティの弟と妹もできるかもしれないけど」

　リスティはまた、まばたきをした。

　ぱちり、ぱちり、と、続けて８回。まさか弟と妹が８人も欲しいわけじゃないよね。

「ナギ、私にもリスティちゃんを抱っこさせて」

　振り返ると、リタが僕に向かって両腕を伸ばしてた。

　僕はリスティを渡して、小声で「もうちょっとしたら、打ち合わせをするから」って伝える。

　たぶん、行方不明になった元王子クラヴィスが、これから動き出す。

　今回はみんなで手分けして対応しよう。

　リスティがのんきに生きられる場所を守るためと、シロの魔力を回収するために。

　それには、新しいスキルも必要かな。

「お疲れさまであります。あるじどの」

「カトラスも、お疲れさま」

　リビングに戻ると、カトラスが待っていた。
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　隣には、魔王鎧よろいのデス公が座ってる。

　騎士のカトラスには、デス公の使い方が気になるみたいだ。

　でも、今回の相手は『炎の勇者』候補生で、最後の古代エルフを味方につけた英雄だ。

　しかも、彼らは『凶暴化』した魔物を操っている。

　魔物がどの町を襲うかはわからない。とりあえず飛竜ワイバーンさんにお願いして、索敵をしてもらうつもりだ。『凶暴化』した魔物への対処法も考えてある。

　あとは……『炎の勇者』への対策か。

　相手は元王子で、公式勇者になるために育てられた人だからね。かなり強いはずだ。

　なにがあってもいいようにしておかないと。そのためには──

「カトラス。再構築してもいい？」

「ふぇっ!?」

　カトラスの顔が真まっ赤かになった。

　彼女にはチートスキル『聖騎士の鎧』があるから、防御力は十分だ。

　だけど今回は、他の部分も強化しておきたいんだよね。

「凶暴化した魔物も脅威だし、カトラスに『５概念チートスキル』を作ってみるよ」

「あれは……難しいのでありますよね？」

「うん。でも『古代エルフの都』で使えそうなスキルを見つけたから」

　それを再構築して、５概念チートスキルを作ろう。

　相手が元王子なら、王女のカトラスをパワーアップさせておかないとね。








第８話「最強『５概念チートスキル』の誕生」






　というわけで、僕たちは物置にやってきた。

　物置には『転移魔法陣』が設置してあるけど、今は起動していない。

　魔法陣のまわりには木箱や、旅行用の荷物が積み上げてあるんだけど──

「……なんで物置なの？　カトラス」

「……み、みなさんに声を聞かれるのが恥ずかしいのであります」

　カトラスは顔を真っ赤にして、そう言った。

「ボ、ボクはまだ、女の子として覚醒してから、そんなに時間が経たっていないでありますから……ちゃんとできなくて……恥ずかしい声を出してしまうかもしれないのでありますよ。だから……」

『あら、気にすることはないのではなくて？』

　カトラスの頭上に、魔力体のフィーンが現れた。

『それに、あたくしは知っていますわよ？　あるじどのからご寵ちよう愛あいを受けるときのことを考えて、カトラスがアイネさまとレギィさまに色々とご指導を──』

「詳しく」

「わー、わわわーっ！　だめでありますーっ！」

　あわあわ、と両腕を振り回すカトラス。

　それから呼吸を整えて、

「と、とにかく、今回はみなさんに声が聞こえないところで……ボクをいじって欲しいのであります」

「了解。カトラスの希望通りにするよ」

　僕はカトラスの手を取った。

　目の前にいるカトラスは、出会った時よりも髪が伸びてる。

　雰囲気もやわらかくなってる。男の子だって勘違いしてたのが信じられないくらいだ。

「今回はカトラスに『５概念チートスキル』を作るつもりだから、ちょっと大変かもしれない。大丈夫かな？」

「それはまったく大丈夫であります」

　カトラスは力強くうなずいた。

「あるじどのがくださるのであれば、それが大変でも……き、きもち……ぃことでも、ボ、ボクは大歓迎でありますから」

　カトラスは髪を結んでいたリボンをほどいた。

　覚悟を決めたように、胸元のボタンを外していく。

　と、思ったら、途中で真っ赤になって手を止めて、あとはフィーンに外してもらってる。

　でも、最後に服をはだけて……胸のあたりまで下ろしたのは、カトラス自身。

「そ、それでは、お願いするであります」

　カトラスは物置に置かれた、荷物の隙すき間まに腰を下ろした。

　確かに、そこなら外に声が漏れないと思うけど──

　なんだか、変な感じだ。

　たとえるなら、元の世界の体育倉庫に隠れて、いけないことをしているような……。

「それじゃ……はじめるよ？」

　床に座って、正面からカトラスの胸に手を這はわせる。

「発動──『能力再構築スキル・ストラクチヤー』」

「────んっ」

　びくん。

『今、カトラスの背中に甘いしびれが走りました』

「フィーン！　解説はいらないであります！」

　……ごめん。ちょっと聞きたいと思った。

　僕は、こほん、と咳せき払ばらいして、気分を入れ替える。

　それから、保存しておいた『概念』を取り出す。

　これは結魂スキルスピリツトリンク・スキル『概念抽出スキル・ストツカー』の能力によるものだ。







『概念抽出』

　対象のスキルから『概念』ひとつだけを抜き取り、保存することができる。

　このスキルで取り出した『概念』で再構築したスキルは、レベルの低下が起こらない。

　その場合『概念』のレベルと、再構築前のスキルのレベルのうち、高い方で再構築される。

　取り出した『概念』の保存可能数は２個まで。







　カトラス用にスキルを『再構築』するために、町で『盗技ステイール』と『魔法抵抗』のスキルを仕入れておいた。そこから概念を２つ、抜きとっておいたんだ。







『盗技ＬＶ２』

『手技』で『武器』を『奪う』スキル




『魔法抵抗ＬＶ２』

『魔法』の『抵抗力』を『上げる』スキル







　この２つのスキルから抜き取った概念は『手技』と『魔法』。

　これと『古代エルダーエルフの都』で見つけた『同族召喚』を再構築しよう。







『同族召喚ＬＶ６』

『仲間』を『周囲』に『引き寄せる』スキル







　これは『古代エルフレプリカ』同士を引き合わせるために作られたスキルらしい。

　歴代の『錬金術師アルケミスト』はこのスキルで互いに出会い、役目を引き継いできたんだろうな。

　しかも、ラフィリアが持ってた『不ふ運うん招しよう来らい』と、概念がそっくりだ。

　……こういうスキルばっかり作るよね、『古代エルフ』は。

　セドナ＝アンゲリカはこのスキルを使って『最後の古代エルフ』を探させようとしたんだろうな。でも、『最後の古代エルフ』を探すための方法は別に考えてある。

　このスキルは、カトラスを強化するために使おう。

「まずはこの『同族召喚』をカトラスにインストールするよ？」

「は、はい……あるじどの」

　これは通常のインストールだからどうってことないんだけど……。

　……胸元を隠してスキルクリスタルをインストールしていくカトラスを見ると、どきどきする。

『カトラスは今、こう思っております。「うれしい……あるじどのがボクの中に入──」』

「それ以上言うと本気で怒るでありますよ？」

『……はい』

　フィーンは黙った。

　最近はカトラスも、フィーンの扱いがうまくなってきてるようだ。

「スキルを……インストールしたであります……あるじどの」

「うん。確認したよ」

　それじゃ、ストックしてる概念『手技』と『魔法』を手に取って、と。

　カトラスは荷物によりかかって、うるんだ目で僕を見てる。

　まだなにもしていないけど、ほっぺたはすでに汗ばんでる。

　頰ほおにかかった灰色の髪をずらすと、カトラスは子犬みたいに、僕の手に頰をこすりつけてくる。

「それじゃ、いくよ」

「は、はい。来てくださいであります。あるじどの」

　僕は『手技』の概念を、カトラスの中に入れていく──

「──んっ……はぅ」

　カトラスの胸が、かすかに震えた。

　薄い肌着を通して、体温が伝わって来る。僕の手を押し返してくる、優しい感触。

　胸の一部が固くなってるのは……気づかないふりをしとこう。

「…………わ、わかるであります。あるじどのが……ボクの中に、いるであります」

　カトラスはぱくぱくと口を開きながら、ゆっくりと呼吸をしてる。

「……繫つながってるの、わかるであります。からだ……あつい……」

『……熱いんですの？　カトラス』

「…………熱いであります。スカート……じゃま……」

『はいはい。ぬぎぬぎしましょうね』

　ぱちん、と、フィーンが、カトラスのスカートのホックを外した。

　そのまま、しゅるん、と、邪魔な布を取り外す。

「…………んっ。楽になったであります……あぁ」

　解放されたカトラスは切なそうに、膝ひざをこすりあわせてる。

　まだ概念は、スキルの中に入りきってない。

　もうちょっと強く押し込まないと──。

「…………はぅっ！　は、はぁ……」

「カトラス？」

「……続けてくださいであります。あるじどの」

　カトラスは、かり、と、自分の小指をくわえた。

「…………ここでやめてしまったら、ボク……ボクぅ」

「わかった。続けるよ」

　カトラスの中に、僕は概念『手技』を入れていく。こつん、こつん、って。

「はっ……はぅ。はぅ」

　少しずつゆるんできたスキルの隙すき間まに、ぎゅーっと押しつけると──

「──はぅ。んっ。ん──────っ!!」

　よし。『同族召喚』の概念がゆるんできた。

　このまま指で押し広げて──

「……あ、あぅ。あ、あるじどのの指が……ボクの中……深いとこ、入ってる……」

　そのまま概念『手技』をスライドして──まだ入らないから出して──入れて──

「んっ。あっ。ん。んくっ──」

　よし──入った。

「────あ、はっ。ああ…………」

　小刻みに上下してたカトラスの身体からだが、止まる。

　とろん、とした目には、涙が浮かんでる。

　僕はカトラスをスキャンしていく。魔力の方は、僕の魔力とシンクロを始めてる。

　身体の方は──かなり敏感になってるけど……。

「……だい、じょぶ、で、あります」

『カトラス。言葉だけでは、あるじどのに伝わりません。まずは右腕を挙げなさい』

　フィーンが言うと、カトラスが右腕を挙げる。

　しゅるり、と、フィーンが上着を半分脱がせる。

『よくできましたわ。では、あるじどのともっと繫がりたいなら、左腕も挙げなさい』

「…………んっ」

　カトラスが両腕を挙げる。

　ばんざーい、したカトラスから、フィーンは簡単に服を脱がせる。

　カトラスが下着だけの姿になる。

『……はい、カトラス、なにか言いたいことは？』

「…………ボク、おかしくないでありますか？」

[image: ]

　カトラスが、僕の手に自分の手を重ねる。

　僕の指が、カトラスの胸──意外とある──に、押しつけられる。軽く手を動かすと、尖とがった部分に触れて──またカトラスが「んっ」と声を漏らす。

　今さらながら、カトラスの下着がすごくかわいいことに気づいた。

　表面にはレースがあしらわれていて、小さなリボンがついてる。

「おかしくないよ。すごくかわいい」

「……アイネさまに、教わったのであります。あるじどのがいつ──したい、とおっしゃってもいいように、可愛かわいい下着にするようにと……」

「アイネもいきなりカトラスのハードルを上げにくるよね……」

「でも……あるじどのにほめていただきました……」

　カトラスの顔が近づいてくる。

　そうしてカトラスは、僕の頰に、唇を当てた。

「……ボク……しあわせで、あります」

『はいカトラス。次に言いたいことは？』

「……あるじどのの指で……ボクを、もっとしあわせにしてください……で、あります」

「うん。やってみるよ」

『５概念チートスキル』を作るのは初めてだからね。

　もっとカトラスの負担を軽くして、いい感じになるようにしないと。

　そのためには──フィーンのサポートがあった方がいいな。

　僕は手招きして、フィーンを呼び寄せる。彼女の耳元に、小声で、

「……カトラスの負担を軽くするために、ナビを頼める？」

『……ナビですか？』

「……うん。カトラスが、どのあたりに魔力を欲しがってるのか、ジェスチャーで教えて」

『……承知いたしました』

　ふわり、と、フィーンがカトラスの頭上へと移動する。

　彼女の両手は……うん、胸のあたりにある。

　僕はナビに従って、カトラスの胸に魔力を集中する。

　４概念以上のスキルは、身体の部分に対応してるから──２番目の概念にも、同時に魔力を与えよう。ちょっと強めに──と。

「──────っ！」

　カトラスの身体が、跳ねた。

「……や、あ、あるじどの。どうして……ボクの……欲しいとこ……が」

　カトラスはうるんだ目で、僕を見てる。

「だめ……で、あります……これ以上されたら……ボク……だめになっちゃ……ん────っ！」

　魔力がカトラスとスキルに流れ込む。

　スキル『同族召喚』の概念がゆるみはじめてる。

　試しに『手技』の概念を入れて──出して──入れて──

「……はぁ、は、あ…………あるじどの……あるじどのぉ」

　ちらりとフィーンの方を見ると──なんだろう、フィーンの顔も紅潮し始めてる。

　感覚もシンクロしてるのかな。

　……うん。フィーンはお腹なかの方を指さしてるね。だったら──

「────あ」

　カトラスの身体ががくがくと揺れ始める。

　空中で、フィーンの身体も同じようになってる。フィーンは──足の付け根を指さしてる。

　……まぁいいか。

　そこに魔力を集中して、スキルの方は一番下の概念をいじって、と。

「──っ！　だ、だめであります。あるじどの……どっちもなんて……だめぇ。ボク……おかしくなっちゃうで……あります……んっ！」

『……これ……くせになります……大好きになってしまいます……だめ……んっ！』

　魔力がシンクロしはじめてる、カトラスとフィーン。

　スキルの方は……よし、５つ目の概念が入った。

　これでいいはずだ。




『同族召喚』（再構築中）

『仲間』の『手技』と『魔法』を『周囲』に『引き寄せる』スキル




「……ボク、もう……あふれちゃうで……あります……」

『……すごい……自分の指が……あるじどのの指みたいに……』

　カトラスとフィーンの感覚がシンクロしてるのは、通常よりも概念が多いからだ。

　だから、カトラスからあふれた魔力が、フィーンにも伝わってるのかもしれない。

『……だめ……あるじどのが見てるのに……んっ……』

「……は、はしたないでありますよ。フィーン」

『……ひ、人のことは言えないでしょう、カトラス。せっかくかわいい下着を用意したのに……すごいことになってる……ですよ』

「……そ、それは言わないでくださいであります……」

　カトラスは恥ずかしそうに、顔を逸そらした。

「……あ、あるじどのの前で……ボ、ボクが完全に……女の子の反応をしてるの……見られてるの……すごく……はずかしいであります……」

「大丈夫。かわいいから問題なし」

　僕はカトラスの髪をなでた。

「……カトラスも成長したってことでいいんじゃないかな。それにカトラスの中の『女の子』を目覚めさせたのは僕だからね。その……責任は取るよ」

「……あるじどの」

　カトラスはまた、僕の頰ほおに唇をくっつけた。

　それから──フィーンにも聞こえないように、小さな声で──

「……『再構築』が済んだら、ボクと……『結魂スピリツトリンク』していただけますか？」

「……ちゃんと責任取るって言ったよね」

　それから僕とカトラスは顔を見合わせて、笑った。

　体育倉庫のような、小さな物置。

　僕たちは抱き合いながら、『再構築』を続けてる。

　そうして──カトラスが充分、受け入れる準備ができたところで──




「『５概念チートスキル』を作成する。実行『能力再構築』！」

「────っ!!」




　そうして、できあがったカトラスのスキルは──







『闘技・魔法召喚サモニング・バトルメイジ』（５概念チートスキル）

『仲間』の『手技』と『魔法』を『周囲』に『引き寄せる』スキル




　ソウマ＝ナギと『契約』している奴ど隷れいが使用する武技や魔法を、カトラス＝ミュートランの近くに引き寄せることができる。

　引き寄せた武技や魔法は、カトラス自身が使用したかのように扱うことができる。







　……さすが『５概念チートスキル』。とんでもない能力だ。

　このスキルは、パーティの誰かが使った戦闘スキルの効果や魔法を、カトラスの近くに引き寄せるものだ。僕が溜ためた『遅延闘技デイレイアーツ』をカトラスが放ったり、『炎の壁』の魔法を突然、カトラスの前に出現させたりもできるはずだ。

　ただ、タイミングを合わせるのが難しそうだから、練習が必要かな。

「…………あるじどの」

『再構築』を終えたカトラスは、僕の背中に手を回した。

「……ボクは王家の者であります」

「うん」

「王家は『勇者と魔王システム』で人を支配してきたのであります。それはきっと王家の罪で、ボクも……やっぱり、自分とそれが無関係だとは思えないのであります」

「カトラスは関係ない。あれは王さまたちがやってたんだ」

「……これは気分の問題なのであります。でも……」

　カトラスはうるんだ目で、僕を見た。

「ボクの子どもには、そういう罪悪感を感じさせたくないのであります。だから……その父親はあるじどのしかいないのでありますよ。ボクが一番愛するお方で……『勇者と魔王システム』を……王家の罪を終わらせた、あるじどのしか」

「……カトラス」

「だから、お願いであります。ボクと……子どもを作ってください。できれば……今、ここで」

「わかった。でもね、やっぱりカトラスが罪悪感を感じることはないと思うんだ」

　僕はカトラスの身体からだを抱きしめた。

「というわけだから、僕も……カトラスと魂で繫つながりたいから……というか、したいからする、でいいんじゃないかな。ほら、カトラスがスキルを再構築されてるところを見て……僕も色々……ドキドキしてるから」

「……本当であります」

　カトラスは僕の胸に耳を当てて、笑った。

　よかった。笑ってくれた。

「じゃあ、ボクも単純に……あるじどのとしたい……ひとつになりたい……で、あります」

「うん」

　僕はカトラスの背中に回した手で、下着の留め金を外した。

　カトラスが「はぅ」と恥ずかしそうな声を漏らすのを聞いて、ふと、フィーンがいなくなってることに気づく。

　するとカトラスが小声で「今この時は、あたくしはカトラスの中に戻りますわ。一世一代のイベントですもの、ふたりで経験しないと」──って、つぶやいた。

「『５概念チートスキル』を作ったあとは安定化させなきゃいけないから……同時に進めることになるけど……大丈夫？」

「だ、だいじょぶであります。お願いするであります」

「む、むしろ、望むところです！」

　ふたりでひとりのカトラスとフィーン。

　そのうちのひとりが「順番にお願いします」と言ったから、僕も覚悟を決めて──




　そうして、僕とカトラス・フィーンは『結魂』の儀式で──ひとつになったのだった。







　──ナギとカトラス（フィーン）『結魂』スキル──







『竜騎士変化ドラグーンモード』（結魂スキルスピリツトリンク・スキル：カトラス限定）




　発動すると身体のまわりに金色の『竜騎士の鎧よろい』が形成される。

『竜騎士の鎧』が破壊されるまで、カトラスにダメージが行くことはない。

（防御力以上のダメージを受けた場合、『竜騎士の鎧』が吹き飛ぶことでダメージが止まる）

『竜騎士の鎧』の展開中は火炎・冷凍魔法のダメージが軽減される。

　なお、魂約スキルエンゲージ・スキルの『聖騎士の鎧』と『竜騎士の鎧』は、重ねがけできる。







『神聖器物探索アーテイフアクト・サーチヤー・改』（結魂スキルスピリツトリンク・スキル：フィーン限定）




　周辺にある『神聖器物アーテイフアクト』の位置、および能力を感じ取ることができる。

　自分を中心とした、半径数十メートルに『神聖器物』が存在するかどうかを感じ取ることができる。また、その形状と能力を読み取ることもできる。







『能力再構築・魂スピリツト・スキル・ストラクチヤー』（結魂スキルスピリツトリンク・スキル）




『魂約スキルエンゲージ・スキル』と『結魂スキル』に概念を追加できる。

　追加した概念によって、『魂約スキル』『結魂スキル』の能力は変化する。

　例えばリタの『分身攻撃』に『増やす』の概念を追加すると、分身の数を増やすことが可能。








第９話「勇者の残党を論破したら、きれいな光が降ってきた」






　それから、僕たちは魔物が来たときのための準備を続けた。

　イリスには『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』で飛竜ワイバーンと連絡を取ってもらった。やってきた飛竜のガルフェとは町から離れたところで話をして、魔物の偵察をしてくれるようにお願いした。

『港町イルガファ』のネットワークを使って、他の町からも情報を集めた。

　アイネは、町の冒険者ギルドを通じて情報収集してくれた。

『凶暴化』した魔物は、本当に町を襲うのか。

　襲うとしたら、どの町なのか。

　できれば魔物が町を蹂じゆう躙りんするなんてのはただの噂うわさで、何事も起こらなければいい。

『炎の勇者』はただ旅に出ただけで、『最後の古代エルダーエルフ』の儀式契約も終わっていて、すでに眠ってくれていればいい。

　そんなことを、みんなと話しながら準備を進めていた、数日後──










「お兄ちゃん！　偵察に出てもらっていた、飛竜のガルフェさんから連絡が来ました！　魔物の軍団が『港町イルガファ』に向かっています!!」

「イルガファの冒険者ギルドにも同じ情報が入ったの！」

「来ちゃったか」

　飛竜のガルフェは、森林地帯から『港町イルガファ』に向かう魔物の集団を発見したそうだ。

　少し遅れて、冒険者ギルドからも情報が来た。

　すぐにイリスは領主家を動かして、対策班を設置。

　領主家が所有する兵団と、ギルドに所属する冒険者とが合同で、魔物を迎え撃つ準備をはじめた。

　敵は『北の町ハーミルト』を襲ったのと同じ、『凶暴化』した魔物たち。

　ただし数が違う。

　飛竜のガルフェによると、『港町イルガファ』に向かっている魔物は、一匹残らず『凶暴化』しているそうだ。種族はゴブリンやオーク、オーガなど。数は２００体以上。

　……面倒な話だった。

　別に来なくたって良かったんだ。

　向こうが動かなければ、こっちは時間をかけて『怒れる天竜の魔力』を探せたからね。

　魔力を手に入れるまで時間はかかるけど、その方が平和でよかったのに。




「それじゃ行ってくるよ。リスティ」

　僕は、ベッドにいるリスティに言った。

「……ぱぱ。まま？」

　リスティは大きな目を開いて、僕と、隣にいるセシルを見てる。

「お父さんもお母さんも、すぐに戻るからね」

「ナギさまとリスティちゃんの、のんびり生活のためにがんばります」

　むん、と、腕に力を込めるセシル。

　それから、リスティの顔をのぞき込んで、

「それと……わたし、セシル＝ファロットは、ナギさまを愛してます」

「いきなりどうしたの!?」

「え？　こう言うと、リスティちゃんの寝付きがいいんですよ？」

「知らなかったよびっくりだよ！」

「それに……ですね」

　セシルは真まっ赤かな顔で、両手の指を、つんつん、と突き合わせて、

「リスティちゃんに覚えておいて欲しいんです。わたしがナギさまと出会って……この身体からだと魂すべてでナギさまを愛して……そうして、リスティちゃんが生まれてきたってことを」

「たまにセシルは、僕の心臓を止めようとしてるんじゃないかと思うことがあるんだけど」

　セシルの言葉はまっすぐすぎて、破壊力が大きすぎるんだ。

　こういうところは、出会ったときから変わらないな。セシルは。

「……わたしだって、ナギさまには毎日、ドキドキさせられっぱなしなんですよ？」

「そうなの？」

「そうです」

「……一緒だね」

「はい。一緒です。いつまでも一緒です」

　僕とセシルはしばらく、リスティの顔をじっと見てた。

　手は繫つないだまま。しゃべらなくても、セシルがどうして欲しいか、なんとなくわかる。

　今は……僕と魔力を交換したがってるような気がしたから、僕は胸元に手を伸ばす。セシルはそうすることがわかってたみたいに、僕の手に自分の手を重ねて──

「……えへへ。また、ナギさまと繫がっちゃいました」

「これから作戦が始まるからね。魔力は大丈夫？」

「だいじょぶです。わたしも一年前より、かなり魔力の量は増えてます……でも、もうちょっといただけると……その、女の子の本能的な問題で」

「う、うん」

　僕たちは繫がったまま、じーっと視線を交わす。

　リスティ、僕たちのしてることわかってるのかな。

　目の前で魔力的に繫がるのって、教育上どうなんだろう。

「……そ、そろそろ時間なの」

「え？」「は、はいっ!?」

　振り返ると、部屋の入り口にアイネが立ってた。

　なんだか照れたような顔で、僕とセシルを見てる。

　えっと……いつの間に？

「ご、ごめんなさいなの。邪魔をするつもりはなかったの。でも、みんなが待ってるの」

「ごめん。アイネ」

「す、すいません」

「ううん。なぁくんと繫がるのがくせになっちゃうのはわかるの。アイネも──」

　アイネはおだやかに笑って、僕の前で、メイド服のスカートをつまんで、一礼。

「これが終わったらって、色々考えちゃうもの。ね、ご主人様」

「……う、うん。考えておくからね」

「了解なの。リスティちゃんは、アイネと聖女さまが見てるの。なぁくんたちは心置きなく、世界を救ってきて」

「世界を救うのは勇者の仕事なんだけどなぁ」

　僕は勇者には向いてない。

　今だって、世界を救おうなんてことはまったく考えてない。

　望みは、みんなの住んでる場所を平和にしておくことと、天竜の魔力を回収することくらいだ。

　僕は世界に対しては役立たず。

　のんびりゆっくりを貫いてきたら、いつの間にか自分とまわりがチートキャラになっただけだ。

　僕としては、みんなにものんびりして欲しいんだけどね。

　でも、セシルもリタも、アイネもレティシアも、イリスもラフィリアも、カトラスもフィーンも、基本的に働き者だから。みんなが無茶しないようにしてたら、こうなった。

　まぁ、しょうがないよね。

　今はとにかく、町に近づいてる魔物をなんとかしよう。










　僕とセシルがリビングに行くと、みんなが待っていた。

　リタは『格闘系神官の衣』をまとって、戦闘準備に入ってる。

　イリスは、イルガファ領主家のガウンを着てる。

　ラフィリアは魔ま杖じようヴァルヴォルグァと、歪わい曲きよく杖じようガルガンチューラを装備済み。

　レティシアは魔ま王おう鎧よろいのデス公を身につけてる。

　カトラスの防具はいつもの『バルァルの胸当て』。背中には『聖剣ドラゴンスゴイナー』。

　みんな、準備は整ってる。

「今回は、３チームで動いてもらうことになるよ。作戦は説明した通り。目的は『天竜の魔力』の回収だ。『炎の勇者』と『最後の古代エルフ』は──とりあえず見つけたら無力化する方向で。でも、できるだけ危ないことはしないようにね」

　僕が言うと、みんなから「りょーかい」の返事がくる。

　こうしてる間にも、飛竜のガルフェから、イリスの『竜種超越共感』経由で情報が入ってくる。

『港町イルガファ』に近づいている魔物は２００体以上。

　その多くはゴブリンやオーク、オーガなど。

　すべての魔物が『凶暴化』して、通常種の倍くらいのサイズになってる。

　飛竜のガルフェでも近づきたくない。嫌な感じがする、とのこと。

「シロも、なんだかざわざわするかと……」

　シロも、嫌そうな顔をしてる。

　近くに先代天竜の──しかも怒ってる状態の魔力があることが、わかるのかもしれない。

　魔物を暴走させてるのは、たぶん『怒れる天竜の魔力』だからね。

　……まったく。

『炎の勇者』か『最後の古代エルフ』か知らないけど、うちの子を不安にさせないで欲しい。

　先代の天竜さんはすごく優しくて、シロを大切にしていた。僕たちのことを信じてくれたんだ。

　その魔力を、魔物を凶暴化させるのに使うなんて最悪だ。

　しかもそれで町を襲わせるなんて、先代の天竜が知ったら激怒するぞ。

「大丈夫だよ、シロ。作戦はちゃんと立てた。シロのお母さんの魔力は、僕たちが取り返す」

「ありがとー！　おとーさん！」

　僕が言うと、シロはやっと笑ってくれた。

　それから、僕はみんなの方に向き直る。

　さっさと魔物の群れを止めて、天竜の魔力を取り返そう。

「チーム分けは説明した通りだよ。僕はセシル、リタとチームを組むけど、あとで移動するつもりでいる。イリスは『港町イルガファ』に残って司令塔になって。ラフィリアはイリスのサポートを。レティシアとカトラスは遊撃部隊だ」

「わかりました。ナギさま」

「シロちゃんの魔力は、私がちゃんと回収してあげるもん！」

　セシルとリタは、僕とシロの手を取った。

「イリスは皆さまと『真・意識共有マインドリンケージ・トウルー』で連絡を取りましょう」

　イリスはガウンの裾すそをつまみ上げて、一礼。

「アイネはみんなの帰る場所を守るの」

　そう言って、アイネは微笑ほほえむ。

「だから、お留守番は任せて欲しいの。もしも悪者がリスティちゃんとの時間を邪魔しに来たら、『汚お水すい増ぞう加か』で干物にしちゃうの」

『デリリラさんも留守番してるから大丈夫だよ。物騒なこと言わないでよアイネくん！』

　アイネの隣では、フィギュアサイズの聖女さまがあわあわしてる。

「ボクも、元第８王子さんには言いたいことがあるであります！」

「落ち着きなさい。戦うのは、相手の能力を確認してからですわよ？」

　興奮気味のカトラスを、レティシアがたしなめてる。

『うむ。主ぬしさまの剣として、我もたまには全力を尽くそう』

『拙者の初仕事でござるな。ご主人の親友を、守ってみせるでござるよ』

　レギィとデス公も、やる気まんまんだ。

「それじゃ、作戦開始だ。みんな気をつけてね」

「「「「「「『「「『『おー!!』』」」』」」」」」」




　そんなわけで僕たちの『イルガファ防衛および天竜魔力回収作戦』がスタートしたのだった。
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　──港町イルガファ領主邸──










「イルガファに近づいている魔物の数はわかっているのだな？」

　ここは『港町イルガファ』の領主の館やかた。

　その会議室でイルガファ領主は、兵士たちの隊長と話をしていた。

「はい。領主さま。偵察部隊の話では、２００体以上と」

「こちらですぐに動かせる兵は？」

「５００名前後です。それに、ギルドより派遣された冒険者が50名加わります」

「……それで足りるだろうか？」

「……難しいかもしれません」

　兵士の隊長は気まずそうに、

「５００名とは申し上げましたが、その中には門番や港の警備兵も含まれております。また、我が兵は魔物との戦闘経験が少ないのです。冒険者ならば魔物退治のプロですが、彼らは集団戦闘には慣れておりません」

「加えて、敵は得体の知れない魔物たちか」

「偵察兵によると、敵はゴブリンやオーク、それにオーガも交じっております。異常なのは、その大きさです。体長がひとまわり大きく、身体からだは赤く染まり、矢を受け付けません」

「我が娘は『凶暴化』と言っておった」

「『凶暴化』──怒りにまかせて強くなっているのですな。それならばわかります」

「それと、城壁を盾に戦うことも進言しておったが、どう思う？」

「良策です！　さすが『海竜の巫女みこ』さまですな！」

「兵の長であるお前も、それがいいと考えるか」

「我が町の城壁は、海からの風に負けないように、頑丈に作られております。巫女さまの指示により、日々の点検と補修を行うようになりました。魔物の攻撃でも簡単には破れません」

「そうだな。なによりこの町には港がある。海路で食料を補給することもできる上に、援軍も呼べる。まずは町にこもって戦い、援軍が来たところで打って出るのがよかろう」

「良策と考えます」

「兵と冒険者たちに、町の外にいる者たちの保護を命じる。魔物たちが来る前に町に入れるように」

「了解いたしました！」

　領主に向かって頭を下げ、隊長が部屋を出て行こうとした、そのとき──

「大変です領主さま！　勇者を名乗る者たちが現れました!!」

　ドアが開き、別の兵士が部屋に飛び込んできた。

「勇者だと!?」

　思わず、領主は叫んでいた。

　２年前、王都で行われようとしていた『公式勇者部隊の出陣式典』は、中止になった。

　現在、王家が認めた勇者は存在しないはずだ。

「いや、強い能力を持つ冒険者であるなら、町の防衛に協力を要請するべきか──」

「それが、勇者たちは兵の指揮権を渡すように言っているのです。彼らは２つの派閥に分かれていて、イルガファは正しい側に兵を預け、支持を表明するべきだと！」

「はぁ!?」

「彼らは『武術勇者ギルド』『魔法勇者ギルド』と名乗っております」

　報告の兵士は、泣きそうな顔で叫んだ。

「力も強く、兵士たちでは立ち退のかせることもできません。迷惑で仕方がないのです！　隊長、なんとかしてください!!」










　──港町イルガファの城門前──










「ほら。魔物が集団化して襲って来ただろ？　つまり魔王はいるってことじゃないか!!　俺たち『武術勇者ギルド』の剣士に任せな！」

「君たちは黙っていてください。大量の魔物が相手なら、魔法使いがメインの『魔法勇者ギルド』の出番です」

　港町イルガファの城門前には、ふたつのグループが集まっていた。

　ひとつは、剣士、斧おの使い、槍やり使いを中心とする『武術勇者ギルド』。

　もうひとつは、ローブを着た魔法使いの集団『魔法勇者ギルド』だ。

「いいか。現在『凶暴化』した魔物が、この『港町イルガファ』に向かっている。そんなことができるのは魔王しかいない！　つまり、この世界には魔王が存在するということだ！」

「……はぁ」

　イルガファを守る兵士の隊長は呆ぼう然ぜんと、勇者の話を聞いていた。

　本当なら、彼らの相手をしている場合ではない。

　兵士たちは、外に出ている住人を町の中に入れて、近くの街道を進んでいるキャラバンに救援を出さなければいけない。冒険者を集めて、防衛の指示もしなければいけないのだ。

　勇者を自称する者たちの相手をしている場合ではないが、城門の前で騒いでいる者たちを放置もできない。

「つまり、君たちは我が町の防衛に力を貸してくれるということか？」

　隊長は訊たずねた。

『武術勇者ギルド』代表者の剣士は、鼻息荒く、

「もちろんだ。『港町イルガファ』が、我らを支援すると『契約コントラクト』してくれるならな」

『武術勇者ギルド』の代表者は、鉄製の鎧よろいを着た少年だ。

　後ろには、同じように武器を手にした者たちが並んでいる。長剣や長槍、戦斧ハルバード、両手に剣を持っている者もいる。通常の冒険者と違うのは、武装が妙に派手なところだ。兜かぶとに角をつけてみたり、槍の柄に大量の房をつけている者もいる。

「魔王がいないという話は間違いだと認めて、今後ずっと『武術勇者ギルド』を支援すると『契約』するのだ。そうすれば我々一流の戦士たちは、『港町イルガファ』の守り神となるだろう！」

　ギルド代表の剣士は、剣を高々と掲げて宣言した。

　イルガファの兵士の隊長はため息をついて、

「そういう話は、魔物を撃退してからにしてもらえないだろうか」

「なんだと？」

「町に魔物の軍団が迫っているのだ。我々は人々を守らないといけない。君たちが協力してくれるのならそれでいいが、そうでないなら帰ってくれ」

「我々の意見を否定するのか!?」

「そうではなくて……」

「魔王がいないというなら、魔物が『凶暴化』していることをどう説明するのだ!?」

　自称勇者の剣士は、兵士の隊長にくってかかる。

「魔物の『凶暴化』という怪現象は、魔王が裏で手を引いているのに間違いない！　つまり魔王が存在するという証拠だ。対抗するために、勇者である我々は必要なはずだ！　『契約』しなければ、我々は別の町にいくぞ。それでいいのか？　お前にその責任が取れるのか？」

「待ちなさい。そんな言い方では衛兵の人が困るだけでしょう？」

　ローブを着た魔法使いが、剣士の少年をたしなめた。

「だから『武術勇者ギルド』は武器をふるうだけの脳筋だというのです。『今後ずっと支援する』なんて『契約』を、現場の方だけで決められるわけがないではないですか」

　魔法使いの少年は、優しい声でつぶやく。

　彼は『魔法勇者ギルド』の代表者だ。

『武術勇者ギルド』と同じく、彼らの服装も派手だ。

　色とりどりのローブを着て、妙に装飾の多い杖つえを手にしている。それでも『武術勇者ギルド』よりも話がわかりそうだと思い、隊長はほっ、とため息をつく。

「そうだな。君の言う通りだ」

　隊長は『魔法勇者ギルド』の少年に笑いかける。

　彼は気づかない。

『武術勇者ギルド』と『魔法勇者ギルド』の少年たちが、ひそかに視線を交わしていることに。

「ずっと君たちを支援するなどという『契約』を、自分の一存で決めることはできないのだよ」

「でしたら今、この場の守りだけは、私たちに任せるという『契約』を結ぶのはどうでしょう。私たち『魔法勇者ギルド』の能力は、この通りです」

　ローブの少年は杖を振り上げ、魔法を発動した。

　空中に、数個の火球フアイアボールが浮かび上がる。その数、10個。

「「「おおおおおおっ！」」」

　兵士たちが声を上げるなか、『武術勇者ギルド』の剣士が走り出す。

　彼は火球の間を駆け抜け、剣を振る。火球が次々に両断されていく。

　火球は、ぽん、と、気の抜けた音と共に消えた。

「……な、なんという腕前だ」

「……い、いや待て。こんなことをしている場合では」

「……そうだ！　魔物たちが、このイルガファに近づいているのだぞ!!」

　兵士たちは『勇者ギルド』を受け入れることへの反対の声をあげ始める。

　確かに自称勇者たちは強い。だが、これから始まるのは集団戦だ。

　話の通じない者たちを戦力に入れるわけにはいかない。指示に従わない者がいては、作戦も立てられないからだ。

「悪いが、君たちにこの場を任せることはできない。冒険者として協力してくれるなら、『冒険者ギルド』の者と話をしてくれ。『契約』なしでは協力できないというのなら……ここまでだ」

　兵士の隊長は言い捨てた。

「いいのか？　俺たちが協力しなければ犠牲が増える」

「そんな言い方はないでしょう？　この方だって分かっているのですよ。私たちを採用しなければ、あとで『あのとき、勇者ギルドと「契約」しておけば』──と、責められるということを」

『武術勇者ギルド』と『魔法勇者ギルド』のふたりは話し続ける。

「俺たちは他の町で『港町イルガファ』は、あなたの判断ミスで犠牲が増えたと言うつもりだが？」

「やめなさい。そんな話が広まれば、この方は責任を問われる。ならば、せめて『契約』の条件をゆるめるべきでしょう？」

　兵士の部隊長は、思わずたじろぐ。

『勇者ギルド』の者たちの言葉は、毒のように染みこんでくる。

『責任』『町の評判』──そんな言葉が、兵士たちの頭をめぐりはじめる。

「あんたの立場はわかった。では『契約』の条件をゆるめよう」

「『港町イルガファ』は、『勇者ギルド』が正しいと認めて、兵士の指揮を任せる。私たちの功績によって、魔物を撃退したと宣伝する。それでどうでしょうか？」

「……こ、今度はなにを？」

「それなら問題はないだろう？　いいからさっさと『契約』しろ」

「だからそんな言い方はないでしょう。まずはじっくり話をしましょう。どうぞこちらへ」

『勇者ギルド』の者たちが、隊長の手を引く。

　そのまま物陰へと連れて行こうとする。

「な、何が起こっているのだ……」

　兵士は兵を率いて戦うのが仕事。交渉は得意じゃない。

　交渉・折衝・作戦──そういうものが得意な方は他にいる。

　その方が来てくれれば──




「話は聞かせていただきました！　去りなさい。『勇者ギルド』の者たちよ。この町はあなたたちの力を必要としません!!」




　不意に、凜りんとした叫び声が響いた。

　門の前に、小さな少女が立っていた。着ているのは、海竜の紋章が入ったガウン。

『海竜の巫女』イリス＝ハフェウメアだ。

「イリスさまがいらっしゃったぞ!!」

「『海竜の巫女』さまだ！　この町には『海竜の守り』があるのだ!!」

「『凶暴化』した魔物など、おそれるに足りない!!」

　兵士たちが歓声を上げる。

「お引き取りください、自称勇者の皆さま方。魔物の対処は町の兵たちで行います」

　イリスは『武術勇者ギルド』と『魔法勇者ギルド』の者たちに向かって、宣言した。

　それを見た剣士と魔法使いは肩をすくめる。

『海竜の巫女』といってもまだ若い少女だ。簡単に言いくるめられると思ったのだろう。

「あんたが責任者か。だったら、兵士たちに命じてくれよ。俺たちを雇うように、と。魔物の群れはすぐそこまで迫ってるんだ。迷う時間なんてないだろう？　ん？」

「やめなさい。そんな言い方では、この少女が戸惑うだけでしょう。申し訳ありません。『海竜の巫女』さま。ですが、私は悪い話を持って来たわけでは──」

「ふたり一組。片方が相手を威圧し、片方が優しい言葉で警戒心を解きほぐす」

　イリスは静かに、そう告げた。

「「……なに!?」」

「対立するように見せていますが、実は共犯者グル。あなたたちは連携して、相手を陥れるために動いている。違いますか？」

「「…………」」

　イリスの指摘に、『勇者ギルド』の少年たちが口ごもる。

　彼らを取り囲む兵士たちはイリスの言葉を聞いて、納得したようにうなずく。

『勇者ギルド』の少年たちは、イリスをにらみつける。

　なんだこの小娘は──と、小声でつぶやく。

『海竜の巫女みこ』イリスが現れてから、わずか３分。

　その短い時間で、彼女は『勇者ギルド』の策略を、完全にあばいてしまったのだ。

「あなた方のやり口については、以前、イリスのお兄ちゃんが教えてくださいました。『ぶらっく』な雇い主が、相手を意のままに操るときに使う術のひとつだと」

　イリスはずっと、ナギの世界の話を聞いて来た。

　その中にあったのだ。上司が２人がかりで、社員やバイトに無理難題を押しつけるやり方が。

　１人は強く出て、とても受けられない仕事を押しつける。

　もう１人は片方をたしなめて、社員やバイトの味方をする。

　そうして社員やバイトが優しい方に心を許したところで、最初よりも「ちょっとだけ軽い条件」の話を押しつけるというものだった。

　ナギはそれに引っかかった者を、何人も見て来たそうだ。

「『港町イルガファ』に、そのやり方は通じません。どうぞ、お帰りください」

「本当にそれでいいのか!?」

「私たちを追い返して被害が増えたら、そちらの責任に──」

「ご意見はありがたく頂ちよう戴だいいたします。『武術勇者ギルド』と『魔法勇者ギルド』から、そういう話があったということを『港町イルガファ』の取引先にお伝えいたしましょう」

　冷静なイリスの言葉に、『勇者ギルド』たちの顔がこわばる。

（この作戦を使われた場合は、第三者を入れろ、でしたね。お兄ちゃん）

　対処法を知ることが、このやり方への対抗策ワクチンになる。

　これもイリスが、ナギの話を聞きながら学んだことだ。

「時は流れたのです。あなた方の『ぶらっく』は、もう通用しないのですよ」

「……ぐぬぬ」

「……な、なんなのですか、あなたは」

　歯がみする『勇者ギルド』の者たちを、イリスは冷めた目で見ていた。

　この人たちの中では、『勇者と魔王システム』は終わっていないのですね……そんなことを考えて、思わずため息をつく。

『勇者と魔王システム』の問題は、魔王を倒すためならすべてが許されると──勇者に思わせてしまうところだ。だから勇者は好き勝手にやってきたのだし、それを保護する貴族は『ぶらっく』なやり方を続けてきた。

　それを続けたい者もいるのでしょうと、イリスは思う。

　けれど、もうそのやり方は通じない。

　ナギとイリスは、勇者と貴族と戦いながら『ぶらっく』への対抗策を広めてきた。

　勇者ならなにをしてもいいシステムは、もう終わっているのだ。

「いま一度申し上げます。冒険者として戦うのなら、隊長の指揮下に入りなさい。そうでないなら立ち去りなさい。あなたがたは戦いの邪魔にしかなっていません」

　イリスは、自分を守るように立つ鎧姿の少女の手を握りながら、答えた。

　そうして兵士たちに向き直る。

「兵士の方々と冒険者の方々は城門の中へ。まずは城壁の上から、魔物に攻撃を加えましょう。『荒波に立ち向かう船は転覆する。暴風は受け流すべき』──『港町イルガファ』のことわざです。『凶暴化』した魔物たちに正面から立ち向かうのは愚策でしょう」

「「「承知いたしました！　『海竜の巫女』さま!!」」」

　イリスの言葉に、兵士たちが動き出す。

　彼らはもう、『武術勇者ギルド』『魔法勇者ギルド』には目もくれない。

「あなた方も、町に入ってくださいませ」

　イリスは『武術勇者ギルド』と『魔法勇者ギルド』の者たちを見据えて、告げる。

「そこにいると危険です。あなた方の言い分は中でうかがいます。どうしてそこまで『契約』にこだわるのか、話していただければ」

「……いや、もう話すことはないな」

　不意に『武術勇者ギルド』の剣士がつぶやいた。

　それを合図に、『魔法勇者ギルド』の魔法使いが、杖を振り上げる。

「──この者たちを止めてください!!」

　不穏な気配を感じ、イリスは叫ぶ。

　兵士のひとりが、魔法使いに飛びかかる。が、間に合わない。

「連続発射──『火球』」

『魔法勇者ギルド』の少年の杖から、大きな火の玉が浮かび上がる。

　反射的に、イリスたちと兵士が伏せる。

　火球はその頭上を通過し──『港町イルガファ』の城門──その扉の前で、爆発した。

「……なんということを」

　イリスは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　勇者たちがここまでするとは思わなかった。

　もちろん、城門が『火球』数発で壊れたりはしない。

　だが、これから大量の『凶暴化』した魔物たちが押し寄せる。

　わずかな歪ゆがみや破損によって、城門が破られる可能性もあるのだ。

「なにがしたいのですか。あなたたちは!?」

「私たちは上司に『いにしえの契約を放棄したこの国を許すな』と言われています」

『魔法勇者ギルド』の少年は言った。

「魔王がいないなどというデタラメを流した王家は許せない。新たな秩序が必要。そのためには、皆に危機感を持ってもらわなければいけない」

「ここ『港町イルガファ』は『海竜ケルカトル』に守られた町。そこが滅びれば『海竜ケルカトル』が怒るだろう。その怒りの魔力を俺たちは利用──」

「──そこまで聞けば十分です」

　イリスは不意に、ぱん、と手を叩たたいた。

「この不届き者たちを無力化してくださいませ!!　イリスの家族の方ラフイリアさま!!」

「いくですよー。必殺『歪わい曲きよく杖じようガルガンチューラ』!!」

　ぽーん、と、兵士の群れの中から、小さなスライムが飛んで来た。

　投げたのは、イリスの隣に立っていた兵士だった。

　背は低い。さっきから窮屈そうに、鎧よろいの胸元をゆるめている。兜かぶとからはピンク色の髪がはみだしている。兜の隙すき間まからのぞくのは、真っ白なエルフ耳。

　彼女ラフイリアはイリスを手元に引き寄せた。

「ここはお任せくださいです。危ないですからね」

「大事なことを言い忘れておりました」

「なんですかぁ。イリスさま」

「イリスはラフィリアさまを、実の姉のように思っております。ラフィリアさまは領主家でも、今も、常にイリスの側そばにいて、守ってくださいますから」

「えへへ、照れるですねぇ」

「ですので、イリスがお兄ちゃんと──のときはぜひご協力を」

「もちろんなのです。これが終わったら……ひそひそひそ」

　言葉を交わすふたりの前で、スライムが巨大化していく。




　ずももももももも──────っ！




　家屋よりも大きなサイズのスライムが、『勇者ギルド』の剣士や戦士、魔法使いを飲み込む。

　胴体や手足に巻き付き、口を塞ふさぎ、その動きすべてを封じていく。

「な、なんだこれは!?　スライム？　こんな巨大な!?」

「これくらい魔法で……ごばばば……ばばば」

　巨大な『エルダースライム』が、戦士たちの武器を取り上げる。魔法使いたちの口を塞ぐ。

　勇者たちは首まですっぽりとスライムに浸つかり、身動きひとつできない。

「兵の皆さま！　そのスライムは『海竜ケルカトル』の加護を受けたものです。あなた方に害をなすことはありません。今のうちに、不届き者たちを拘束してくださいませ！」

　イリスが叫ぶと同時に、スライムが身体からだを伸ばす。

　青い身体が変形して、海竜の頭っぽくなる。




「「「おおおおおおっ!!」」」




　兵士たちが歓声をあげる。

　これはラフィリアがナギと練習して完成させた『エルダースライム海竜っぽいモード』。

　人前でエルダースライムを使うことを考えて編み出した技だった。

「『海竜ケルカトル』が陸地でも人に手を貸すために遣わされたのです……ということで、よろしいでしょうか。『海竜ケルカトル』──あ、構わない。そうですか。ありがとうございます」

「許可はいただけましたか？」

「はい。『やってしまえ。我が末まつ裔えい！』とおっしゃっています」

「海竜さまも丸くなられましたねぇ」

　イリスとラフィリアが見守る前で、兵士たちが敵を拘束していく。

　彼らは、自分と家族の住む町の城門を壊そうとした連中に容赦はしない。

　次々に武器を取り上げ、スライムから引きずり出して、縛り上げる。

「……俺たちなしで『凶暴化』した魔物に勝てると思うのか……」

　縛られた『武術勇者ギルド』の剣士が言った。

　その言葉を、『魔法勇者ギルド』の魔法使いが引き継ぐ。

「その通りだ！　敵は『凶暴化』したゴブリンにオーク、オーガもいる！　奴やつらの強さは通常の数倍だ。こんなスライムなんかで倒せるものではないのですよ！」

「どうしてあなた方は『凶暴化』した魔物について、そこまで詳しいのでしょうか？」

「「……う」」

　イリスの言葉に、自称勇者たちが口ごもる。

　すべてのからくりが見えた気がして、イリスは遠くを見つめた。

　街道の向こうで、砂すな埃ぼこりが上がっている。

　叫び声も聞こえる。『凶暴化』した魔物たちがやって来たのだ。

「イリスさま。はやく町の中へ！」

「そうですね。あの方の邪魔になってはいけませんから」

「あの光はとてもかっこいいので、近くで見たいのですけど」

　イリスとラフィリアは手をとり、城門をくぐった。

　背後で跳ね橋が上がり、巨大な扉が閉じていく。

　イリスたちは、城壁の上に通じる階段に向かって走り出す。イリスは息を切らせながら、ラフィリアは彼女の手を引いて、階段を駆け上がっていく。

　城壁の上では兵士と冒険者が、戦闘の準備をはじめている。

　この高さだと、魔物の群れがよく見える。

　奇声を上げて駆け回るゴブリンたち。普通なら敵にもならないそれが、今は皮膚を赤く染め、壊れたように武器を振り回している。

　その後ろにいるのはオークたちだ。でっぷりした腹はいつも以上に膨らんでいる。あれは矢を通さないと、兵士の誰かがつぶやいている。皮膚さえも強くなっているらしい。

　さらにその背後には、角を生やしたオーガたち。

　身長は大人の数倍はあるだろう。単純な力だけでも、相当な脅威だ。

　魔物の数は２００から３００。

　すべてが、まっすぐ『港町イルガファ』に向かっている。

「あれほどの群れは初めて見ました。すごいものですね」

「『海竜の巫女』さま！　町は我々が守ります。ご心配なく！」

「大丈夫です。心配はしておりません」

　イリスは頭上を指さした。

　青い空。今日は雲ひとつない快晴で、鳥も飛んでいない。

　けれどイリスはすぐ近く──空に溶けて見えない場所に、大切な人がいることを知っている。

「この町は『海竜ケルカトル』と『天竜ブランシャルカ』に守られているのです。ご覧なさい──」

　彼女がそう言った瞬間、空から光が降ってきた。




　そして光は、『凶暴化』した魔物たちを、完全に包み込んだのだった。








第10話「最後の勇者と、最後の古代エルダーエルフの望み」






『…………グァ？』

　魔物が、足を止めた。

　身体が赤く染まったゴブリン、オーク、巨大化したオーガたち。

　彼らの身体からだから、赤黒い気配のようなものが抜け出していく。




「魔力、返して欲しいかとー」




　魔物たちの頭上で、声がした。

　それと共に彼らの身体から、怒りと力が抜けていく。

『…………ガガァ？』

　先頭を走っていたゴブリンは首をかしげた。

　今まで自分たちはなにをしていたのだろう……そんな顔だ。

　さっきまで真まっ赤かだった身体は、元の色を取り戻している。身体のサイズも縮んでいく。

　腕に重みを感じて、ゴブリンは前のめりに倒れる。

　身体のサイズに比べて、握っていた棍こん棒ぼうが大きすぎたからだ。

　こんなものを持てるはずがない──思わず投げ捨てて、ゴブリンは自分が他の武器をなにも持っていないことに気づく。

　他の魔物たちも同じだ。

　オークは自分たちが完全防備の城壁に向かって突っ走っていたことに怯おびえ、震え出す。

　オーガは好戦的な種族だが、正面から人間の町に攻め込むほど愚かではない。しかも城壁の上では、大量の弓兵がこちらを狙ねらっている。あんなところに突っ込んでいくなどありえない。

『…………ガ、ガガガ？　イママデ、ナニヲ……？』

『……ナンデ、ニンゲンノ世界ニ……？』

『…………ニ、ニイゲロ！　ニゲロオオオオオオオ!!』

「魔物はひるんでいるぞ！　一斉に攻撃しろ──っ!!」

　城壁から、矢と魔法が飛んでくる。

　パニック状態になった魔物は、我先にと逃げ始める。

　踏ふみ潰つぶされた魔物が地面に転がり、それがパニックに拍車をかける。

　十数分後、魔物たちは一匹残らず立ち去っていた。

　あとに残るのは、仲間に踏み潰された魔物たちの死体だけ。

「……な、なんだったのだ。あの光は？」

「……『海竜の巫女みこ』さま？　あれ？　いない。お帰りになられたのか？」

「……あの光はやはり天竜の加護だったのだろうか」

「……そうだ。『港町イルガファ』は、天竜と海竜、ふたつの竜の加護を受けているのだ──」

　兵士たちが歓声を上げる。

　その声は町へと伝わり、戦を覚悟していた住民たちも、喜びの声をあげはじめる。

　海竜への感謝と、天竜への祈りが広がっていき、町を包み込む。

　こうして、刃やいばを交えることなく、『港町イルガファ』は勝利を収めたのだった。










　──ナギ視点──










「魔力、回収できたよー」

　シロは僕の膝ひざの上で笑った。

　ここは、港町イルガファの上空。

　僕たちはシロのスキル『ふらい』で、ここまで連れてきてもらった。

　ちなみに足元にはシロの『しーるど』が張ってある。それを足場にして、僕たちは座ってる。

「意外と見つからないもんだね」

「そうですね」

「ちょ、ちょっと怖いけど」

　シロの『しーるど』はヒュドラの突撃を防ぐこともできる。

　それに比べれば、僕たちを座らせるくらいなんでもない。

　裏側はいつものように空色になってるから、快晴の空に溶け込んでるはずだ。

「セシルもリタも、久しぶりの『神聖浄化光輪ホリーハイロウ』お疲れさま」

「大丈夫です。わたしの魔力も、強くなってますから」

　セシルは僕の肩に頭を乗せて、安心したような息をついてる。

　反対側にはリタがいる。

　僕とセシルとリタ、それにシロは『魔力の糸』で繫つながって、合体魔法を放ったんだ。

　使ったのは僕のスキル『能力交差スキル・クロツシング』を利用した『神聖浄化光輪』にシロの『竜魔力』をプラスしたものだ。

　その名も『神聖浄化光輪』プラス『竜魔力』。

　巨大な浄化の力を持つ、広範囲型の魔法だ。

　以前使ったときは、『地竜アースガルズ』の呪のろいを解除して、人々を正気に戻してる。

『神聖浄化光輪』には竜が関わる状態異常を浄化する効果があるんだ。

　同じように『怒れる天竜の魔力』で『凶暴化』した魔物を浄化できると思ったんだけど……成功したみたいだ。

　魔物たちの『凶暴化』は解けて、みんな正気に戻ってる。一目散に逃げ始めてる。

　パニックになってるせいで、踏み潰されてる奴やつもいるけど。しょうがないよね。

「すごいよ。おとーさん。シロの中に、どんどん魔力が集まってくるよー」

　シロは『しーるど』の上で、楽しそうに踊ってる。

『怒れる天竜の魔力』が浄化されれば、それはただの天竜の魔力。

　近くにシロがいれば、勝手に集まってくる、というわけだ。

「……すごいです。ナギさま、ここまで考えていらっしゃったんですね」

　セシルは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「『最後の古代エルフ』さんはたぶん、先代の天竜さまの魔力を利用するアイテムを作り出したんだと思います。それが魔物を『凶暴化』させてるんでしょうね」

「天竜の魔力が封印されてたのも、そのアイテムを作るためかな」

「ですね。『勇者と魔王システム』を維持するために」

「最悪だな」

「わたしもそう思います」

　シロに向かって集まってくる魔力を見ながら、うなずくセシル。

「魔物を『凶暴化』させていた魔力は、怒りにとらわれていた天竜さまのものですから、シロさんは吸収できなかったんですね。でも、わたしとリタさんの魔法が『怒り』を浄化したから──」

「元のきれいな魔力になった、ってことね。シロちゃん。調子はどう？」

「すっごいよ！　シロ、すっごいよー！」

　シロは興奮した顔で足をぱたぱた。

「今のシロは、地竜さんの魔力と、天竜のおかーさんの魔力で満ちあふれてる！　今なら、もっと大きな天竜の姿になって、ひゅーん、と、飛べそうかと！」

「よかったね。シロ」

　僕はシロの背中をなでた。

　シロの目には涙が浮かんでる。

　先代の天竜──自分のお母さんの魔力を回収できたことが、本当にうれしいんだな。よかった。

「それでシロ、近くに似たような魔力はあるかな？」

　僕は地上を指さした。

　今回の魔物の『凶暴化』は、誰かが魔物に『怒れる天竜の魔力』を与えた──というか、充電したことで起こったんだと思う。

　ということは大元のバッテリーにあたる『魔力の本体』を持ってる奴が、近くにいるはずだ。

　シロなら、そのありかがわかるはずだ。

「あるよー！　『港町イルガファ』の北西にある森の中！　そこに魔力を感じるかと!!」

「わかった。じゃあ、僕が話をつけてくるよ。地上に降ろしてくれるかな」

　同時に、僕は『真・意識共有マインドリンケージ・トウルー』でカトラスにメッセージを送る。

　カトラスとレティシアには魔力がある場所まで行ってもらおう。護衛として。

「セシルとリタ、シロは空から僕たちを援護して。よろしく頼むよ」

「ナギさま。気をつけてくださいね……」

「大丈夫。今日は僕がリスティをお風ふ呂ろに入れる日だからね」

　僕はリスティがちっちゃいうちに、めいっぱい甘やかすって決めてるんだ。

　そのチャンスを逃すわけにはいかないからね。

「リタも、いざという時には助けに来てもらうから」

「……うん。ほんとに、気をつけてね」

　リタは、こつん、と、僕の額に自分の額をくっつけた。

「いつか生まれる私の子に『おとーさんはこの戦いで怪け我がをしました』なんて言いたくないんだからねっ！」

「わかってるよ。ちゃんと気をつける」

　僕はセシルとリタの頭をなでた。

「でも『最後の古代エルフ』とは、僕が話をつけておきたいんだ。奴がこの世界のブラックの元締めなら、どうしてそんなことを始めたのか、聞いてみたいから」

　そう言うと、セシルとリタは、ぎこちなかったけど──笑ってくれた。

　それから僕たちは人ひと気けのないところまで『ふらい』で移動して、僕だけ地上に。

　馬に乗ってやってきていた、カトラス、レティシアと合流する。

「それでは、ナギさんをお預かりしますわ」

「不肖の弟と、決着を付けてくるであります！」

『皆さまは拙者が守るでござるよ！』

　レティシアは魔ま王おう鎧よろいのデス公を、カトラスはいつもの『バルァルの胸当て』を着けてる。

　空中には魔力体のフィーンがいて、偵察を担当してくれてる。これで安心だ。

　そうして僕たちは『怒れる天竜の魔力』の残りを探すため、北西の森に向かったのだった。










　──イルガファ近くの森の中で──










「ばかな!?　『凶暴化』が止まっただと!?　ああ……魔物たちが去って行く……」

　元第８王子クラヴィスは叫んだ。

　ここは『港町イルガファ』の北西にある、森の中。

　彼の背後には白いローブを着込んだ魔法使いがいる。王家に仕えていた、宮廷魔法使いだ。

　クラヴィスに『勇者と魔王システム』が終わったことを教えてくれたのは彼だった。

　もともとクラヴィスは現国王の叔お父じである大公家の養子となり、来たるべき魔王との戦いに『炎の勇者』として登場する予定だった。

　だが『天竜の代行者』によって、システムのすべてがあばかれてしまった。

『錬金術師アルケミスト』も『風の勇者』も『地の勇者』も消えた。

　国王も『勇者と魔王システム』から手を引いてしまった。

「……話が違うじゃないか」

　クラヴィスは、『炎の勇者』になるため、王子の地位を捨てた。

　魔王を倒した勇者が王子では、あまりに話ができすぎていて、民の不信を買うかもしれない。

　だからクラヴィスは、国王の叔父の提案を受け入れて、大公家の養子となったのだ。

　王位につけない王子の名前など、一代限りで消える。

　だが、魔王を倒した勇者ならば、その名前は永遠に残る。

　そう思って養子に出た結果が、これだ。

『勇者と魔王システム』は終わり、王家は「魔王はいない」と言い出した。

　クラヴィスには「勇者の代わりに近この衛え騎士団長の地位を与える」という通知が来た。

　だが、そんな地位で納得できるわけがない。

　書状を焼き捨てて、クラヴィスは家を飛び出した。自分の手で新たな勇者の伝説を作るために。

「そうして、俺はあなたを探し出したのです。はじまりの賢者さま」

　クラヴィスは馬車をのぞき込んだ。

　馬車の中には、真っ黒なローブを着た、エルフの老人が座っている。

　表情と呼べるようなものは、なにもない。

　目は伏せられて、どこを見ているのかもわからない。

　手足は枯れ木のように細く、肌もかさついている。

　この人がいつから生きているのかは、クラヴィスも知らない。

　宮廷魔法使いが、この人が隠れ住んでいる場所を教えてくれたのだ。

　王家の中でも極秘の情報だが、すべてのシステムを把握している賢者がいる、そう言って。

　その人は王家からも隠されて、大公家の預かりとして、密ひそかに暮らしていると。

「そしてあなたは、俺に『魔王の存在を皆に知らしめるためのシステム』を下さったのです。魔物を操ることができる、あの魔力を」

「……ああ」

　エルフの老人は、うなずいたようだった。

　彼のうしろには、馬車の荷台がある。

　そこには、巨大な、深紅の結晶体が積み込まれていた。

　エルフの老人はこれを『古代の魔力』と呼んでいた。

　彼がこれに手を触れて呪じゆ文もんを唱えると、魔力の結晶体はぽろぽろと崩れていく。

　あとは、それを魔物の生息地にまき散らすだけでよかった。

　あの魔力のかけらに触れた魔物たちは『凶暴化』して、暴走をはじめるのだ。

　かけらを摂取すればするほど、魔物たちは強くなる。

　魔物たちは、強さを好む。

　だから、街道にかけらをばらまくことで、『港町イルガファ』まで誘導することができた。

『武術勇者ギルド』と『魔法勇者ギルド』を使ったのもクラヴィスたちだ。

　彼らは元々、勇者のサポート役として雇われていた冒険者たちだ。

『勇者と魔王システム』が稼働している間、彼らは一般の冒険者たちを見下し、『冒険者ギルド』でも幅を利かせていた。

　システムが壊れたあと、彼らは恐怖した。

　自分たちがしてきたことを、他の冒険者にされるのではないかと。

「彼らも、納得してくれたはずです。『凶暴化』した魔物を倒すことで名を上げ、勇者のサポート役として『冒険者ギルド』に認めてもらうことに」

「……そう、だな」

「そうでしょう!?　だからあなたの言う通り『港町イルガファ』をターゲットにしたのです」

「……ああ。竜の守る、町を、壊せば。竜の怒りの魔力を……再び集め……」

「俺はその通りにしました。なのに、どうしてうまくいかないのですか!?」

　クラヴィスはエルフの老人の肩を摑つかんで、ゆさぶる。

「……眠ってはいけない。眠らずに、世界の運命の、ために」

「わかっています。『勇者ギルド』の連中にも、睡眠時間を減らすように言ってあります。そうですよね。宮廷魔法使い！」

「は、はい！」

　呼ばれた宮廷魔法使いが、びくり、と答える。

「睡眠時間を削ることで、魔物に本来の力以上の能力を発揮させた例もあります。限界ぎりぎりまで追い詰めることで、能力を高めることができるのは実証済みです」

「ああ。その通りだ」

「勇者となる者は、なるべく眠らないのが基本かと。そうやって成果を上げるのが伝統ですから。伝統は守らなければいけませんから」

「義父である大公さまも、そのようにされている」

　ぎりり、と、クラヴィスは歯がみする。

「このやり方でうまくいっていたというのに……それを変えるなどと、今の王家はなんと愚かなのだろう。俺が正しいやり方を教えてやる。そうすればリーグナダル王家に取って代われるだろう。我々が正しく、彼らが間違っているのだから」

「はは」

「……賢者さま？」

「はは、はは、ははははははっ！」

　突然だった。

　エルフの老人は喉のどを反らして、大声で笑い始めた。

「いかにも！　いかにも！　我は正しく、彼女は間違っている」

「賢者さま!?　どうされたのですか!?」

「我は死んでいない。こうして、存在し続けている。契約は実行されている！　そうしなければ、世界が危うい。皆も知るがいい。我がこのシステムを作り上げたからこそ、世界はこうして維持されているのだと──ああ」

　老人は赤い結晶体に触れて、呪文を唱えた。

　ぽろり、ぽろりと結晶体が崩れていく。かけらが馬車から落ちて、地面へと転がる。

「賢者さま。今それは必要ありません！　魔物がいる場所で──」

「ああ──それが、終わってしまう──」

　クラヴィスと、エルフの老人が目を見開く。

　地面に落ちた赤い結晶体が、溶けていく。

　まるで毒が抜けるように、結晶体が透明に変わり──金色の粒子となって消えていくのだ。

「終わりだ──やっと、終われる」

「賢者さま!?　なにを仰おつしやっているのですか。あなたは不死の賢者でしょう!?」

　クラヴィスは叫んだ。

「大公さまもその名を知らぬ、不死の賢者よ！　古代の知識を持つ者。『白いギルド』と『錬金術師』──すべてのシステムを見守ってきた方。あなたこそ──」




「『最後の古代エルフ』アドミニア＝アンゲリカ。それがその人の名前だ」

　──声がした。




　クラヴィスは反射的に剣を抜く。

　馬車から離れる。宮廷魔法使いを傍らに、森の方へと向き直る。

「何者だ!?　この『炎の勇者』の馬車に、許しもなく近づくとは！」

「悪い。あんたに用はないんだ。用があるのは馬車の中にある魔力と、『最後の古代エルフ』だよ」

　木々の後ろから、仮面を被かぶった少年が姿を現した。

「──て、て、て、『天竜の代行者』!?　ひ、ひぃぃぃぃっ！」

　宮廷魔法使いが悲鳴を上げる。

『炎の勇者』クラヴィスは、現れた少年をにらみつける。

　表情のない仮面。怯おびえる宮廷魔法使い。魔力についての知識──

　間違いない。

　そこにいるのは国王と『契約コントラクト』を交わした、『天竜の代行者』だ。

「お前が、この国のシステムを台無しにした者か!!」

「国王リカルド＝リーグナダル陛下は『勇者と魔王システム』を廃棄すると『契約』してくれた」

『天竜の代行者』は言った。

「なのにどうして、お前はまだそれを続けているのだ？　元勇者クラヴィスよ」

「……知ったような口を」

「ここに『最後の古代エルフ』がいるのだろう？」

『天竜の代行者』は、クラヴィスの背後にある馬車を見ていた。

　よく見ると『天竜の代行者』の後ろには、金色の鎧よろいを着た戦士と、漆黒の鎧を着た戦士がいる。

　ふたりとも、顔は兜かぶとに隠れて見えない。『天竜の代行者』の仲間だろうか。

　クラヴィスは宮廷魔法使いと視線を交わす。

　宮廷魔法使いは杖つえを振り、森の上めがけて魔法の光を発射する。これは『武術勇者ギルド』と『魔法勇者ギルド』への集合の合図だ。彼らは間もなくやってくるだろう。

　だが、勇者としては、彼らが来る前に『天竜の代行者』を倒しておかなければなるまい。

　クラヴィスは、腰に差した宝剣に手を伸ばす。

　これは勇者のために作られた『炎の宝剣』だ。

　天竜の使いなら、相手にとって不足はない。

「剣を抜け。『天竜の代行者』よ」

「別に戦う理由はないんだけど」

「お前のせいで、この国は歪ゆがんだ。お前がいなければ、俺は『炎の勇者』として歴史に名を残すことができた。大公さまが世を正す必要もなかった。お前が！　すべてを台無しにしたのだ！　太古の賢者の意志を受け継ぐ、偉大なる栄光の──」

「偉大とか栄光とか、どうでもいいよ」

「……なに？」

「王家がやるべきなのは、国を治めること、人々を守ることだ。それはちゃんと実行されてる。今のところ、別の国が攻めてきてるわけでもない」

「だから……なんだと言うのだ」

「別に英雄的行動をしなくてもいいんじゃない？」

『天竜の代行者』は言った。

　それはクラヴィスにとって、絶対に許せないセリフだった。

　彼はずっと聞かされてきた。この世界には、勇者と、魔王がいると。

　勇者は魔王を倒すために異世界から召喚される。けれど、それを率いるのは、王家の者でなければいけない。魔王──あるいは海賊、あるいは別の『世界の悪』と認識されるもの。

　それに最後の刃やいばを突き立てるのは、システムを維持する王家の役目だ。

　だからクラヴィスは特別な扱いを受けてきた。『元王子の勇者』である彼は、王家と勇者の両方にとって重要人物だった。彼らすべての上位に立っていたのだ。

　だが、彼に勇者の番が回ってきたとき『勇者と魔王システム』はなくなった。

（そんなことが許せると思うのか!?）

　英雄でなくなったら……今まで自分が見下してきた王子王女はどうする？

　同じことをされたら、どうするのだ？

「俺は英雄だ！　世界が英雄や勇者を必要としないというなら、世界の方が間違っている!!」

「だから、世界をあんたのシナリオに合わせようとしたのか」

『天竜の代行者』は吐き捨てた。

「魔物を暴走させて、町を襲わせて、なにが英雄だ」

「人々に危機感を与えるためには必要なことだ。魔王は必ず現れる」

「現れないよ。最初からそんなものはいなかった。世界は今のところ安定してる。『勇者と魔王システム』は、もういらないんだ」

「ふざけるな！　そんなことがあるものか!!」

「時間は流れてるんだ。だけど、あなたたちのシステムは変わらなかった」

「そうだ。俺たちのシステムは正しい。それを変える必要などない！」

「だから敗れた。その場その場で変化して、チートになる僕たちに」

『天竜の代行者』は言った。

　淡々とした、当たり前のような言葉を。

「あなたたちは、人をブラックに使い続けてきた。システムがうまく稼働しなくなっても、同じやり方を続けようとした。人をむりやりシステムに合わせようとした」

『天竜の代行者』は、ため息をついたようだった。

「今だってそうだ。魔王なんていないってのに、魔物の方を『魔王がいるシステム』に合わせて──『凶暴化』させて、魔王の物語を続けようとしてる」

「……だからどうした」

「迷惑だから、そういうのやめてくれない？」

「ふざけるなあああああっ！」

　クラヴィスは叫んだ。

「魔王は存在する！　今はいなくても、やがて現れる。長き時代を生きた賢者がそう言っているのだ。そのお方は時を超えて生き続けてきた。その不死こそが、彼の言葉が正しい証拠だ！」

「長き時代を生きた賢者、か」

「そうだ。賢者の言葉はずっと正しかった。『白いギルド』がなにをするのか、『ギルドマスター』や『錬金術師』がどんな能力を持っているのか、言い当ててきたのだ！」

「そりゃそうだろ。『ギルドマスター』が生まれる原因を作ったのも、『錬金術師』を作り出したのも、あんたの言っている賢者……つまり『最後の古代エルフ』なんだから」

「……なに？」

「そこにいるなら出てきてくれませんか。アドミニア＝アンゲリカ」

『天竜の代行者』は、馬車の方を指さした。

「僕はあなたを止めてくれって、セドナ＝アンゲリカに頼まれたんだ。あのひとの名前をまだ覚えているなら、顔を見せてくれないかな？」

「黙れ！　賢者は貴様などと話はしない！」

「……そうなのか？」

「あの方は長く生き、あらゆる知識を持っている。俺や宮廷魔法使いが時間をかけて語りかけなければ、思考の底からは出てこないのだ。貴様の言葉など──」




「──セドナ……？」




　聞こえた声に、クラヴィスは思わず振り返る。

　信じられなかった。

　エルフの老人が、『天竜の代行者』の呼びかけに応こたえて、馬車から出てきていたのだ。

「……お前は、『古代エルフのオーブ』を返したのか……？」

　枯れ木のようなエルフだった。

　目はおちくぼんで、皺しわの中に埋もれている。手足は細く、身体からだを支えるのがやっとだ。

　それでも身体は魔力にあふれている。

　頭に着けているサークレットは、賢者の印だ。

　これがあると『眠らなくても生きていける』のだと、大公は言っていた。

「お前は本当に……セドナと会ったのか……？」

　その賢者が、涙を流していた。

「はい。僕はセドナ＝アンゲリカと話しました。あなたが『天竜の魔力』で『契約の神』と、世界を救うという『契約』を交わしたことも知っています。自分を『眠らなくても生きていける』ようにして、契約の罰をチートで回避したことも。そのために、不死になったことも」

「……そうか」

「セドナ＝アンゲリカは、あなたを解放してあげて欲しいと言っていました」

「……無意味なことを」

　賢者は首を横に振った。

「……自分は『古代エルフ』の者たちに誓った……世界を安定させるため……この身を捧ささげると……その結果を確かめるために……自分は、ここにいる」

「その通りだ！」

　クラヴィスは叫んだ。

「賢者さまは、すべてを見守っているお方だ。生と死さえも超越して、永久に生きていられる。この世界を見守る真の英雄と言っても過言ではない！」

「それをいつまで続けるんですか？」

『天竜の代行者』は言った。

　クラヴィスの方は、見ていなかった。

「『白いギルド』は消えました。『ギルドマスター』だった『地竜アースガルズ』もいなくなりました。『錬金術師』はシステムから解放されました。あなたは、またそれを最初から作り直すんですか？　なんのために？　みんな、別に魔王なんか必要としていないのに」

「……イレギュラーが、あっては、いけない」

「不確定要素は、世界を不安定にさせる、とか？」

「…………『古代エルフ』は、犠牲を払った。世界を安定させるために働いた。今も、世界はそれなりに安定している。そうでなければ、我らの払った犠牲が無駄になる……」

「あなたは……誰だれも信じてないんですね……」

『天竜の代行者』は、ため息をついたようだった。

「だから、すべてを管理しようとした。そのために天竜の魔力まで利用した。でも、あなたは『天竜の代行者』がシステムを壊すことを予測してましたか？　僕たちというイレギュラーのことを」

「……イレギュラーが現れることも、計算内……問題ない」

「またあなたがシステムを正して正常化させる？」

「……然しかり」

「でも、もうあなたのシステムは時代に合わなくなってるんです」

『天竜の代行者』はそう言った。

　彼がなにを言っているのか、クラヴィスにはわからなかった。

　だが、エルフの賢者は『天竜の代行者』の言葉に聞き入っている。

　クラヴィスが見たこともないくらい目を輝かせて、身を乗り出して。

「あなたは不死になったことで、生き物であることをやめてしまったんです。変わらずにシステムを維持し続けるうちに、いつの間にかシステムそのものになってしまった。だから、生きている僕たちのことが理解できない。違いますか？」

「……イレギュラーを理解する必要はない。イレギュラーがこちらに合わせるべき」

「だから、それはもう無理なんですよ」

『天竜の代行者』は落ち着いた口調で、語り続ける。

「『白いギルド』の人たちも、人をブラックに使ってました。それは、あなたのシステムでは、もう物事を解決できなくなってるからなんです。システムをアップデートするか、別のシステムに切り替えるしかないんです」

「……それは……計画にない。変化は不安定を……招く」

「大丈夫です。異世界から来た者──世界がまるごと変わっちゃった者だって、ちゃんと家族を見つけて、この世界で生きてるんですから。多少の不安定さがあったって、なんとかなりますよ」

「な、なにを言っているのだ。貴様は!?」

　クラヴィスは叫んだ。

「理解できない！　なんなのだ貴様は!!」

「もちろん、あなたがどうしてもシステムを維持し続けたいなら、それでも構いません」

　クラヴィスの言葉に、『天竜の代行者』は答えなかった。

　彼は静かに、馬車の方を指さしただけだった。

「でも、『天竜の魔力』は回収していきます。僕はうちの子シロを幸せにするって、先代の天竜に約束してるんで。彼女の魔力が悪用されてるのは嫌なんですよ。神さまに対して儀式契約がしたいなら、別の魔力を使ってください」

　いつの間にかエルフの賢者の身体から、金色の粒子が浮かび上がっていた。

　粒子は舞い上がり、渦を巻き、空の一点へと吸い込まれていく。

「……あ、ああ」

　エルフの賢者の足元に、魔法陣が浮かび上がる。

　宮廷魔法使いがつぶやく。『契約の神』を祝福するための魔法文字だと。

　そうして、彼らが見ている前で──




　天まで届く、巨大な光の柱が現れた。




　柱は雲を割り、はるか彼方かなたまで延びている。

　見上げるクラヴィスと宮廷魔法使いの頭上で──音が、鳴り響いた。

　聞き覚えがある。『契約の神』を讃たたえる鐘の音だ。

　雲の隙すき間まから見えるのは、大きな大きな、人影。それが『契約の神殿』に描かれている神の姿に似ていると気づいた頃ころには、クラヴィスも宮廷魔法使いも、気づかずにひざまずいていた。

「な、なんだこれは。なんなのだこれは!?」

「大規模な儀式契約──神と直接『契約』を交わすための儀式です、殿下。だが、こんなものは、人にも亜人にも不可能だ！　文字通り、神のごとき魔力がなければ不可能なはず──」

　クラヴィスも聞いたことがある。世界に関わる重要な儀式を行う場合、大勢の魔力を統合して、神に誓い、『契約』を行うことがあると。

　ただし、それは太古の儀式のはずだ。

　現代には残っていないそれを、ここで発動することができるなんて……。

「──文字通り、神の魔力を使ったんだよ。その人は」

『天竜の代行者』の声がした。

　彼は静かに、エルフの賢者を指さしていた。

「その人は『天竜ブランシャルカ』の魔力を利用して、大規模な儀式契約を行った。自分が不死になり、この世界を管理し続けるために。だけど、それももう終わりだ」

「…………ああ」

　光の柱──その根元にいるのはエルフの賢者。

　瘦やせ細ほそったその身体からだは、光を浴びて、かすかに震えているようだった。

（──いや違う？　歓喜している!?）

　クラヴィスにはそう見えた。

　尖とがった耳は垂れて、まるで平ひれ伏ふしているよう。閉じたままの目からは涙がこぼれている。

　エルフの賢者が、これほど感情をあらわにしているのを見たことはない。

（この方は、長き年月を生きた賢者だというのに？）

　見ているものが信じられない。馬鹿げている。

　途方もない知識と、人を導く英知を持つ賢者が『天竜の代行者』の技で、歓喜の涙を流す。

　そんなことが、あっていいはずがなかった。




『契約魔力の消滅により、古いにしえの契約の解除を行う』




　声がした。

　雲の隙間から見える、女神のような影からだ。




『アドミニア＝アンゲリカと、「契約の神」の儀式契約──「世界の管理者として平穏を維持しつづける」という誓いは消える。

　契約の神の名において──「契約解除コントラクト・キヤンセレーシヨン」』




　光の柱の中央に、巨大な『契約のメダリオン』が浮かび上がる。

　それは鐘の音とともに回転を続け──そうして、




　澄んだ音色とともに、砕けて消えた。




　やがて、光の柱も消滅した。

　あとに残されたのは、うずくまるエルフの賢者だけ。

「これが『天竜の代行者』の力なのか……」

　クラヴィスは、今見たものが信じられなかった。

　あれは幻影ではない。巨大な魔力を感じた。間違いなく『契約の神』との契約の解除儀式だった。

　ただでさえ『契約』を解除するのは簡単ではない。

　それが天上まで届く魔力を伴うものであればなおさらだ。

　それを──『天竜の代行者』は成し遂げたのだ。

『凶暴化』した、魔物の浄化。

　大規模儀式契約の解除。

　エルフの賢者の無力化。

　すべて、『天竜の代行者』の行ったことだ。

「……こいつは、本当に人間なのか？」

　クラヴィスには目の前の仮面の少年が、まるで巨大な怪物のように見えた。

「賢者さま！　こいつを倒してください！　あなたならできるはずです!!」

　クラヴィスは叫んだ。

　だが、エルフの賢者は、動かない。

　まるで操り紐ひもの切れた人形のように、座り込んだままだ。




『…………我を解放した者に告げる……』




　エルフの賢者が身につけている、サークレットから──声がした。




『……これは、いまだ正気だったころの、我──アドミニア＝アンゲリカの声である。

「契約」の裏を突き、我は不死となった。

「不眠の呪い」を受け、「死という眠り」を回避した』




「そ、その通りだ。賢者さまは死を超越された方で──」




『だが、我は不死にも不眠にも耐えられなかった。

　我の意識は薄れ、壊れていった──生物は──眠らないと駄目なのだ──。

　我は「古代エルフ」を導き、世界を安定させようとした──それが永遠に叶かなうと思っていた。

　先に自分が壊れるとは──ああ』




　サークレットの声が、涙混じりになっていく。




『──我はもう、自分さえもわからない。

　──昔の記憶をなぞるだけの我になる──消える──。

　せめて──叶うなら。我が妻セドナ＝アンゲリカの消息を──』




「セドナさんは、あなたを心配していましたよ」

　不意に『天竜の代行者』が言った。

「僕たちに、あなたを『古い契約』から解放して欲しいと言ったんです」

「──そう、か……」

　うずくまったままの賢者は、かすかに、笑ったようだった。

　その身体からだが、静かに消えていく。

　魔力で編まれていた布がほどけていくように──エルフの賢者の身体は、消滅したのだった。

「……どうなったのでありますか。あるじどの」

「『最後の古代エルフ』の身体も精神も、とっくの昔に壊れてたんだと思うよ。だけど『契約』のせいで、『死という眠り』は与えられなかった。たぶん『天竜の魔力』で身体を維持してたんじゃないかな？」

「では、その『契約』を解除したことで──」

「アドミニア＝アンゲリカは、やっと眠れたんだと思う」

『天竜の代行者』と金色の鎧よろいの戦士は、納得したようにうなずいた。

　クラヴィスには、全く理解できなかった。

　エルフの賢者が、とっくに死んでいたということも。

　その言葉が、本人の意志によるものではなく──ただの残り香だったということも。

「ふざけるな！　あれが賢者さまの言葉などであるものか!!」

『炎の勇者』クラヴィスは、『天竜の代行者』に宝剣を向けた。

　同時に宮廷魔法使いも、呪じゆ文もんの詠唱をはじめる。

「我々は勇者だ。勇者のやることが間違っているわけがないのだ!!」

「……わからないふりをするんじゃねぇよ」

『天竜の代行者』は、ちいさくつぶやいた。

「僕はあんたのことなんかどうでもいいんだ。うちの子が成長したいって言うから、天竜の魔力を探してただけなんだよ！　英雄になりたいならなればいいだろ。好きにしろよ！」

「うるさい、消えろ！　秘剣『紅蓮鳳凰斬フエニツクス・ブレイド』!!」

「喰くらうがいい。『冥府煉獄炎インフエルノ・フレア』!!」

　クラヴィスが剣術スキルを発動し、宮廷魔法使いが詠唱を完成させる。

　ふたりの剣と杖つえに、膨大な魔力が集まり──




「『闘技・魔法召喚サモニング・バトルメイジ』──『古代語魔法　堕だ力りよくの矢』」

　一瞬早く、金色の戦士が撃ち出した漆黒の矢が、クラヴィスと宮廷魔法使いを貫いた。




「な!?」「これは!?」

　すさまじい脱力感──ふたりの身体から、魔力が消えていく。

「魔法が消える？　私の魔法が、どうして!?」

　放とうとした魔法が消滅し、宮廷魔法使いは目を見開く。

　クラヴィスはそのまま剣を振る。

　宝剣に宿るはずの炎は、きれいさっぱり消えている。周囲を焼き尽くすはずの必殺技は、ただの大振りの一撃だ。その剣は『天竜の代行者』の黒い刃に、あっさりと受け止められる。

『はっ！　ぬるいわ、王子風情が！』

「発動！　『柔じゆう水すい剣けん術じゆつ』!!」

　しゅるんっ。

　クラヴィスの視界が反転した。

　大剣の攻撃を受け流され、気づくと地面に転がっていた。

　だが、クラヴィスも勇者だ。すぐさま跳ね起き、『天竜の代行者』に斬りかかる。

「あるじどのには、これ以上手出しさせないであります！」

　そこに立ちふさがったのは、金色の鎧をまとった戦士だった。

「発動！　『覚かく醒せい乱らん打だ』！」

「くらえ！　『無限連斬』!!」

　金色の戦士の剣とクラヴィスの剣がぶつかり合う。




　一合目──クラヴィスの剣が、金色の戦士の武器を叩たたき続ける。

　二合目──連撃を続けるクラヴィスの剣が避よけられる。反撃を受ける。受け流す。

　三合目──敵の剣がクラヴィスの手首を撃つ。




「──なんだこいつは」

　動きに無駄がなさすぎる。

　勢いよく斬り合いながらも、冷静にクラヴィスの隙を突いてくる。

　まるでふたりの人間を相手にしているようだ。

　それでも、クラヴィスは『炎の勇者』だ。必死に撃ち合い、相手の鎧に傷をつけていく。

　そして──




　がいいいん！




　金属音とともにクラヴィスの剣が折れた。

　王家御ご用よう達たしの鍛冶かじ師しが打ち、宮廷魔法使いがエンチャントした魔法剣が折れたのだ。

　だが、向こうの鎧も限界だった。

　金色の鎧が砕け散り、地面に落ちて──

　その中から、傷ひとつない銀色の鎧が姿を現した。

「さすがは元王子さまでありますね。ボクの『竜騎士の鎧』を破壊するとは」

「…………」

「次はこの『聖騎士の鎧』でお相手するであります！　いざ！」

「…………あぁ」

　元第８王子クラヴィスは、がっくりと膝ひざをついた。

　完全な敗北だった。

　彼は全力で戦った。宝剣が折れるまで戦い、相手の鎧を破壊した。

　そうしたら中から、無傷の鎧が出てきた。

「……なんだそれは、反則じゃないか!!」

「これが、ボクでありますから」

　銀色の鎧の戦士は、笑ったようだった。

「ボクは自分の意志で過去を捨てて、今の自分に変わったのであります。与えられた運命から離れても、人は幸せになれるのであります。ボクがその証拠でありますよ」

「……わからない。俺には、なにもわからない」

　剣は折れた。腕も、もう上がらない。

　完全な敗北だった。

　作戦をすべて見抜かれ、『凶暴化』させた魔物たちは浄化された。

　もはや、勇者なんて名乗れるはずもなかった。

「殺せ」

「やなこった」

『天竜の代行者』は肩をすくめた。

「あなたには、英雄や勇者の代表者として『勇者と魔王システム』が終わったことを、広めてもらわなきゃいけない。殺したりするもんか」

「……システムが終わったことを、広める、だと？」

「勇者も魔王もいないってことが常識にならないと、システムは終わらないみたいだからね。あなたには世界のシステムを『再調整』する手伝いをしてもらう」

　あっけらかん、とした口調だった。

　まるで、自分たちと戦っていたことなど、なかったかのように。

「……負けた」

　クラヴィスは、自分の中で、なにかが折れる音を聞いた。

　勝てない。『天竜の代行者』と自分は、見ているものが違いすぎる。

　同時に、なぜかすっきりとした気分を感じていた。ずっと背負っていた『英雄』という文字が消えて、肩が軽くなった──そんな気分だったのだ。

「……俺は、なにをすればいい？」

「勇者と冒険者に、『勇者と魔王システム』が終わったことを伝えて欲しい」

　そう言って『天竜の代行者』はうなずいた。

「あなたが見た通り、古き契約が解除されたことも」

「……それだけでいいのか？」

「ああ。『天竜の代行者はあなたを殺さない。元炎の勇者クラヴィスは、必要と感じた相手に、「勇者と魔王システム」の終了と、古き契約が解除されたことを伝える』──そんな感じで『契約』してくれればいい」

『天竜の代行者』は仮面の向こうで、微笑ほほえんだようだった。

「そうすれば少しずつ、勇者も貴族も変わっていくだろう。僕の望みはそれだけだよ」










　──ナギ視点──










　……なんとかなったか。すげぇ怖かった……。

　去って行くクラヴィスと宮廷魔法使いを見ながら、僕はため息をついた。

　いや、本当に危なかった。

　元王子クラヴィスは『公式勇者部隊』のエースで、『炎の勇者』になるために育てられたエリートだもんな。

　ほんとは、戦いたくなんかなかったんだ。

「大丈夫でありますか。あるじどの」

「なんとかね。カトラスの『５概念チートスキル』のおかげだよ」

　ラフィリアと『結魂スピリツトリンク』したことで『高位再構築ハイ・ストラクチヤー』というスキルが生まれた。

　このスキルは『魂約エンゲージ』『結魂』している相手に『５概念チートスキル』を作ることができるんだ。

　今回『凶暴化』の事件が起きたことを知ったとき、対策として念のため作っておいた。

　予想通り、限界突破のチートスキルになってくれたんだ。




『闘技・魔法召喚』

『仲間』の『手技』と『魔法』を『周囲』に『引き寄せる』スキル




　ソウマ＝ナギと『契約』している奴ど隷れいが使用する武技や魔法を、カトラス＝ミュートランの近くに引き寄せることができる。

　引き寄せた武技や魔法は、スキル所有者が、自分が使用したかのように扱うことができる。







　これは仲間が使ったスキルや魔法を、自分のところにテレポートさせることができるスキルだ。

　ただし、他の人のスキルや魔法を呼び寄せるんだから、細かな扱いが必要とされる。

　だからカトラスにお願いした。

　カトラスなら、フィーンとふたりがかりで、スキルを制御できるからね。

　今の僕とセシルとカトラスは、『真・意識共有』で繫つながってる。僕が見ている映像はそのまま、セシルにも伝わってる。僕はタイミングを測ってセシルに合図を送り、セシルは『古代語魔法』を使用。カトラスがそれを引き寄せた。

　そうして『炎の勇者』クラヴィスと宮廷魔法使いに向けて放った、というわけだ。

　うまくいってよかった。

「わたくしの出る幕はありませんでしたわね」

　がちゃん、と、デス公の兜かぶとが開いて、レティシアが顔を出した。

「本当は元王子さまも宮廷魔法使いも、問答無用で倒せたんじゃありませんの？」

「倒しても、結局また別の勇者が出てくるだけだからね」

「あの人と『契約』することで、『勇者と魔王システム』が終わったことを認めさせる。本人たちに広めさせる……その方が有益だと？」

「そういうこと」

「ナギさんらしいですわね」

　レティシアは肩をすくめた。

「結局、わたくしたちはなにもしませんでしたわね。ね、デス公さん」

『そうで、ござるなぁ。残念でござった』

「そうでもないよ。そこにレティシアとデス公がいることが大事だったんだ」

　レティシアは『最後の古代エルフ』を引きつけてくれていた。

　あの人はじっと、デス公を見てた。彼の妻、セドナ＝アンゲリカの意識を宿した鎧よろいを。

　だからセシルたちの合体魔法が『天竜の魔力』を浄化するまで、あの人を引きつけておくことができた。いざとなったらレティシアの『強制礼節マナー・ギアス』で動きを止めることもできた。

　保険として、レティシアとデス公の力が必要だったんだ。

「で、あの馬車の中に『天竜の魔力』があるのか」

　僕は、クラヴィスが残していった馬車に近づいた。

　荷台には、巨大な魔力の結晶体が残ってる。浄化されて、金色に輝いてる。

　これが『怒れる天竜ブランシャルカ』の魔力の結晶体だ。

　天竜の魔力は、こんなところに残ってた。拘束されている間に抜き出されて、ずっと利用されてきたんだ。

「やっと取り戻しましたよ。『天竜ブランシャルカ』……」




「──おとーさんっ！」




　ふわり、と、目の前に、シロが着地した。

　人の姿で、プラチナブロンドの髪を、翼みたいに広げて。

「シロの魔力を取り返してくれて、ありがとうかと。すごいよ。おとーさん！」

　そのまま、シロは僕に抱きつく。

「シロは、おとーさんが大好き！　リタおかーさんも、アイネおかーさんも、イリスおかーさんも……パーティのみんなが大好きだよ。シロ、この世界に生まれてきてよかったかと！」

「うん。僕も、シロの魔力を取り戻せてよかったよ」

　僕はシロのプラチナブロンドの髪をなでた。

「これで、シロはみんなを遠くの島につれて行けるよーっ」

　遠くの島？　それって──

「シロが魔力を欲しがったのは、僕たちを『天竜の島』に連れて行くためだったの？」

「えっとね。うんとね。シロは、みんなのためになることがしたかったの！」

　シロはみんなを抱きしめようとしてるみたいに、両腕を広げた。

「シロはね。みんなにもらってばかりだから、恩返しがしたいんだよ。それでね、立派な天竜になって、世界中のひとに言うの。シロはこの世界が大好きだって。おとーさんたちのおかげで、しあわせだって。そのために、シロは天竜の魔力が欲しかったの！」

「言ってくれればよかったのに」

「むー。シロだって、みんなをびっくりさせたいんだよ？」

　シロは、ぎゅーっと、僕を抱きしめた。

　みんなが見てる前だから、結構恥ずかしい。

　カトラスもレティシアも笑ってるし。

「じゃあ、結晶体の魔力の回収が終わったら帰ろう」

「はいはい。わかったかとー！」

「いえいえ。あるじどの」「もう、魔力の吸収は終わってますわよ？」

「「え？」」

　気づくとカトラスとレティシアが困ったような顔で、馬車を指さしてた。

　荷台には魔力の結晶体が──って、あれ？

「なくなってるね」「いつの間にー？」

「あるじどのとシロどのが抱き合ってる間に、ふわーっと、吸収されていったであります」

「ナギさんと天竜の幼体のシロさんが『好き好き』って笑い合ってたら、あっという間でしたわ」

　なんとなくわかった。

　転生したシロは人間が大好きで、世界が大好きだ。

　そのシロの思いを受けて、浄化された魔力は一気に吸収されちゃった、ってことか。

「それじゃ帰ろうか。セシルもリタも、アイネも、リスティも待ってるから」

「はーい」

　そんなわけで。

　魔力を回収し終えた僕たちは、『港町イルガファ』に戻ることにしたのだった。








第11話「たどりついた魔族の都で、嫁と未来を誓うことにした」






「魔族の都に行きたいひとー」

「「「「「「「はい!!」」」」」」」

　全員が手を挙げた。

　セシルは、リスティの手を握って、一緒に掲げてる。

「リスティちゃんにとっては、ご先祖さまの眠る場所ですから」

「そうだね。リスティも連れていこう」

　ここは自宅のリビング。現在、次の旅の前の打ち合わせ中だ。

　いろいろあったから、しばらく休んで、出発はその後に。

　人が起きる前に、念のためイリスの『幻影舞台ステージ・オブ・イメイジング』を使って、天竜になったシロが見えないように隠して。みんなで用意した、お弁当を持って行く。

「──という予定で、どうかな」

「はい。ナギさま。わたしも、みなさんと一緒に里帰りしたいです」と、セシル。

「セシルちゃんの故郷だもんね。私もあいさつしないとね」と、リタ。

「お弁当はお任せなの。アイネは全力で腕をふるうの」と、アイネ。

「あたしも手伝うです。パンをたくさん焼くですよ」と、ラフィリア。

「食材の手配はお任せください」と、イリス。

「わたくしも──って、どうしてわたくしを取り押さえるんですの、アイネ!?」と、レティシア。

「ボクとシロどの、あるじどのは地図のチェックでありますな」と、カトラス。

「シロもやるよー！」と、シロ。

　こうして、全会一致で『魔族の都』に向かうことが決まった。










「……あう」

「あ、ごめん。起こしちゃったかな」

　その日の明け方、僕はリビングにいた。

　早く目が覚めたからテーブルの上で、書き物をしてる。

　朝の光の下で、僕は羊皮紙を読み返す。うん。悪くない。

　この世界で文章を書くのも慣れて来た。

　文字はまだつっかえながらだけどね。読みやすくはなってるはずだ。

「ぱぱ……？」

「うん。これは、僕がこの世界に来てから起こったことを書いてるんだ」

　僕は羊皮紙を手に、ベビーベッドの隣に移動した。

　みんなはまだ眠ってる。

　昨日きのうは遅くまで、旅の打ち合わせと準備をしていたからね。

　僕がリビングにいるのは、夜、リスティの世話をする当番だから。夜は誰かがリビングにいて、リスティの様子を見ることになってる。

　ちなみにローテーション制だ。

　でないと、みんなが当番をやりたがるから。

　毎日じゃんけんで「リスティの世話をする権利」を奪い合うのも不毛だからね……。

「……ぱぱ。とう、さま」

　リスティは手をぱたぱたさせながら、羊皮紙をじっと見てる。

　まだ文字は読めないはずだけど……なにか感じ取ったのかな。

「これはリスティのための記録だよ。早起きしたのは、出かける前に、『最後の古代エルダーエルフ』と『炎の勇者』のことを書いておきたかったからなんだ」

「ふみゅ？」

　リスティは僕の指を握って、笑ってる。

「僕が記録を残すことを決めたのは、リスティが生まれたからだよ。リスティが大きくなったときに……安全な場所や危険な場所、生きていくのに必要な情報とかがわかるように」

「……すぅ」

「寝ちゃったか」

　僕の指を握ったまま、寝息を立てるリスティ。

　きれいな褐色の肌はセシルゆずりだ。

　大きくなったら、セシルに似た美人になるんだろうな。

　その時のためにも、リスティに役立つものを準備しておかないと。

「……もうちょっと書き進めようかな」

　僕はテーブルに戻って、また、ペンを手に取る。

　リスティが生まれてから書き始めた記録も、ずいぶんと枚数が増えた。

　最初のページには地図がある。

　これは以前、飛竜ワイバーンのガルフェに協力してもらって作ったものだ。

　最近はシロにも手伝ってもらって、『港町イルガファ』の周辺地図も作ってる。

　町の位置を描き込んで、どこが安全で、どこが危険なのか追記して。

　休憩はどこでして、水はどこで補給すればいいのか。

　重要な場所のリスト──『天竜の翼』『聖女さまの洞どう窟くつ』『人魚の住すみ処か』『地竜アースガルズの洞窟』『定住する獣人の村』『人間と敵対していない「元ねぶそく森ゴブリン」の住処』──などなど。

　リスティに伝えておきたい情報を、ひとつひとつ書き残してる。

　──いや、僕たちが将来、直接教えればいいんだけどね。

　でも、記憶って劣化するし、この世界には、誰だれにでも使える、映像や音声の記録メディアはない。

　だから、できるだけ記憶が新しいうちに、書いて残しておくことにしたんだ。

「……よし。こんなものかな」

　僕はペンを置いた。

　あとでみんなに読んでもらって、それから修正しよう。

　セシルとリタは、これでいい、って言いそうだけどね。

　アイネとレティシアとイリスは文章を整えてくれるだろう。ラフィリアはいつもみたいに、イラストを入れてくれるはず。レギィとシロはそれを派手にしろって言うだろうな。

　カトラスとフィーンには、『炎の勇者』との戦いのことをもう一度詳しく話してもらおう。

　相手の弱点や、こっちの長所。そういうのも残しておいた方がいいからね。

　僕たちがどういう戦いをしたのか。

　この世界で最強の人たちは、どういうスキルを持っているのか。

　そういう情報もリスティや、僕の子どもたちの力になるはずだ。

『古代エルフ』も、できればそういう情報を残してくれればよかったんだけどな。『勇者と魔王システム』なんかじゃなくて、この世界の情報を。

　まぁ、そんな情報があったら……王さまや貴族が悪用しそうな気もするけど。

　たぶん『古代エルフ』は、後に続く生き物のことを信じてなかったんだろうな。だから天才が生き残って世界を管理しようとしたのかもしれない。

　じゃあ……魔族は？

　魔族は最後の生き残りとして、セシルを残してくれた。

　セシルはかわいい。まじめで一生懸命だ。そのすべてが僕にとっては大切だし、魔族が全力を挙げて未来に残す価値がある。

　魔族の残してくれたものとしては十分すぎるくらいなんだけど──

「……でも、魔族の都には、なにがあるんだろう」

　僕は書き上がった記録を前に、しばらく考え込んでいた。

　そのうちに、眠ってしまったみたいで──




「ナギさま。朝ご飯ができました」




　気づくと、僕はセシルに揺り起こされていた。

　顔を上げると、朝の光の中にセシルがいて、まわりにはリタたち。

　僕の家族がテーブルを囲んで、朝食の支度をしていた。

「今日は『魔族の都』に出掛ける日ですから、そろそろ起きられた方が……いえ、ナギさまにはこのまま眠っていただいて、わたしたちがナギさまを担いで、天竜化したシロさんのところまで運んでさしあげた方がいいですね。では、ナギさまを担いで運びたい方、先着４名までです!!」

「はい！　セシルちゃん！」「弟を運ぶのはお姉ちゃんの仕事！」「４人がかりならイリスでも」「あたしもやってみたいのです」「騎士としてやるであります！」「わたくしだけ仲間外れは嫌ですわ！」「うーん。シロが『ふらい』で運べばいいんじゃないかと」『まぁまぁ天竜娘よ。皆で眠っている主ぬしさまを運ぶのも一興。どさくさに紛れて主さまを隅々までいじって──』

「起きるから！　起きてるからね！」

『第１回　ご主人様運搬権争奪じゃんけん大会』が始まる前に、僕は慌てて起き上がる。

　まったく。こういうところは変わらないな、みんな。

　ほら、リスティも笑ってる。

　これも記録に残しておこうかな。僕の家族の、大切なイベントとして。

　そんなわけで、僕たちはみんなでご飯を食べて──

　それから、ついに『魔族の都』に向かうことにしたのだった。










「それじゃ行くよー。シロ、天竜モード!!」

『海竜の聖地』の岩場で、シロが巨大な天竜の姿になった。

「…………すごい」

　それしか、言葉が出なかった。

　目の前にいるのは、体長20メートルを超える真っ白な天竜の姿。

　たぶん翼を広げたら、その倍の大きさはあるだろう。びっくりだ。

『シロ、まだまだ完全体じゃないなー』

「……そういえばそうだね」

『翼の町シャルカ』にあった『天竜の翼』は、片方の翼だけで30メートルくらいあったからね。

　完全体のシロは、この倍くらいの大きさになるのか。

『あとは時間で成長するよー。リスティちゃんがおっきくなる頃ころには、シロもおっきくなってるかと！』

「……やっぱり、シロは成長すると神さまになるんだな」

　いつまでも子ども扱いはできないか。僕も考えを改めないと──

『おとーさんおとーさん、早く乗ってー。首をなでて欲しいかと！』

「……あれ？」

『もー、シロはね、いつもと違う姿になったから落ち着かないかと。だから、おとーさんに側そばにいて欲しいの！　みんなと離れてるとさびしいよ……』

「ごめんごめん。すぐに行くから！」

　僕はリタの手を借りて、シロの背中によじのぼる。

　それから、つやつやした首筋に指を這はわせた。

　純白の鱗うろこにおおわれたシロの身体からだは、いつもと違う感触だけど……あたたかさは変わらない。

　首筋をなでると、うれしそうに笑うところも。

　やっぱり、ここにいるのは僕の家族で、僕の子どものシロなんだ。

「落ち着いた、シロ？」

『うんうん。やっぱりおとーさんになでてもらうのは最高かと！』

　シロはうれしそうに目を細めてる。

「それじゃ、みんなも乗って。出発するよ」

「はーい！」

　地上にいるみんなが、ふわり、と浮かび上がる。

　シロのスキル『ふらい』の効果だ。だったら僕もそれで背中に乗せてもらえばよかったかな──と言うと、『おとーさんに、竜のからだに触ってもらいたかったの』って返事が返ってくる。

　そっか。それがシロの希望ならいいかな。

「リスティは大丈夫？」

「だいじょぶです。ナギさま」

　セシルに抱かれたリスティは、笑ってる。おっきなシロの顔に手を伸ばしてる。

　竜の姿でも、シロが自分のお姉さんだってことはわかるみたいだ。

『リスティちゃんを、びっくりさせないように飛ぶからねー』

「じゃあお願い、シロ」

『はいはーい。出発かとー！』

　シロの翼が、ゆっくりとはばたく。

　音も振動もなく、巨大な天竜が上昇していく。

　シロは心配そうに、僕たちを横目で見てる。

　リタとアイネが手を振ると、安心したように、シロは高度を上げはじめる。

「みなさま、ごらんください。地上があんなに遠くに見えます！」

「イルガファの町は、あんなにちっちゃかったんですねぇ」

「……怖くないもん。高いところなんてへっちゃらだもん」

「……まったくですわ。わたくしたちはシロさんのスキルに守られておりますもの」

「リタどのだけではなくレティシアどのも、高いところは苦手だったのでありますね……」

　高度を上げたシロは、周囲をぐるり、と、ひとまわり。

　僕たちに『港町イルガファ』と、まわりの風景を見せてくれる。

　遠くに『温泉地リヒェルダ』がある。その向こうに小さく見えるのは『商業都市メテカル』かな。

　反対側を見ると、どこまでも続く海がある。

　水平線の向こうに、なにか巨大なものが顔を出してるのが見える。ほんの小さな影だけど。

「イリスの『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』に反応がございました。『海竜ケルカトル』が、見送りに来てくださったようです」

「海竜さまでありますか。では、あいさつするであります！」

　僕たちはシロの背中で手を振る。遠いから『海竜ケルカトル』には見えないと思うけど──って、シロも大きな翼を左右に揺すってる。これなら見えるかな。

『海竜ケルカトル』……あれ？　いなくなってる。

　なんだか「びくっ」となって、海に潜っちゃったみたいだけど──

「シロさまにおそれをなして、逃げちゃったようです」

「『海竜ケルカトル』はシロを崇拝してるからね」

『シロ、直接あいさつに行った方がいいのかなぁ？』

「もっとびっくりするからやめてあげようよ」

『海竜ケルカトル』がおびえちゃったら、海が大変なことになるからね。

「ここから、『魔族の都』に向かうには、と」

「太陽を背にして進むのがよさそうであります」

　僕とカトラスは、用意しておいた地図を取り出した。

『地竜アースガルズ』が教えてくれた『魔族の都』の場所は、北西にある。

　ここからはずっとずっと遠い、山のふもとだ。

　方角は、太陽の位置から計算できる。昇ったばかりの太陽は、まだ水平線の近くにある。

　あれを東と考えて、『魔族の都』がある方角は──

「シロ、あの山を目印に進んで」

『しょうちかとー』

　静かに──動いてないじゃないかと思うくらい静かに、シロが移動を始める。

　風切り音さえも聞こえない、家族を背中に乗せた、シロの飛行。

　でも結構速度は出ていて、『港町イルガファ』はどんどん小さくなっていく。

　セシルはリスティを抱えて、見えるものひとつひとつを指さしてる。

　アイネは用意したサンドイッチをみんなに配りはじめてる。

　リタとレティシアは……シロの背中につっぷして、目を閉じてる。

　ラフィリアは竜の背中にふさわしい『かっこいいポーズ』の練習中。

　カトラスは隣でそれを真ま似ねしてる。

　イリスは目を閉じて『竜種超越共感』を発動してる。シロと話をしているのかもしれない。

『のぅ、主さま』

「どしたのレギィ」

『我らは、これから「魔族の都」に、世界の秘密を探りに行くのじゃよな』

「そうだね」

『なのに、まったく緊張感がないのぅ』

　フィギュアサイズのレギィは、僕の膝ひざに座って、笑ってる。

『まるで、近所にピクニックに行くようじゃぞ。主さま』

「僕たちにとっては、セシルの里帰りがメインだからね」

『……そうじゃったな』

「世界の秘密より、セシルとリスティに魔族の故郷を見せる方が大事なんだ。できれば、セシルのご先祖に『魔族の血は僕たちが繫つないで行きます』って報告できればいいかな」

　僕はレギィの背中をなでながら、応こたえた。

「世界の秘密とかについては、まぁ、ついでだよ」

『じゃよなぁ』

「だよねぇ」

　僕とレギィは声をそろえて笑った。

『軽すぎだよ────っ！』

　ばん、と、荷物の中にあった箱が開いて、フィギュアサイズの聖女さまが現れた。

『君たちは、失われた「魔族の都」に行くんだよ!?　魔族は謎に包まれた種族なんだから、もしかしたら世界の秘密がつかめるかもしれないんだよ!?　もっと緊張感を持ってよ──っ！』

「『いやいやいや』」

『なんだよナギくんも、レギィくんも』

「だって聖女さまは、友だちの魔族アリスティアさんの消息を知るために行くんですよね？」

『主さまや我らにだけ、深刻になれと言われてものぅ』

　僕とレギィが言うと、聖女さまはなぜか横を向いて、指をつんつん、と突き合わせて、

『──だって、デリリラさんだけ緊張してたらさみしいじゃないか……』

「大丈夫です。僕だって、それなりに緊張してますから」

『そうは見えないけどねー』

「……今の僕はシロとリスティのおとうさんですからね」

　ふたりの前では、緊張したところとか見せたくないんだ。

　小さいころの僕が、側そばにいてほしかったお父さんっぽくしていたいんだよね。

「僕には、父親の記憶がないですから、自分がちゃんと『お父さん』をやってるか自信がないんですよ。だから、かっこわるいところは見せたくないんです」

　僕は唇に指を当てて、小声で言った。

　レギィと聖女さまは、なぜだか、にやりと笑って、

『なにを言うとるのかのぅ、主さまは』

『ほんとだよ。そーんな心配、することないのにねー』

『『ねーっ』』

「なんだよレギィ、聖女さまも」

『だって、魔族娘もちっこいのも笑っておるではないか』

『シロくんだって「ナギおとーさん」の役に立ちたいって、それと、リスティちゃんのお姉ちゃんをちゃんとやりたいからって、天竜の魔力を欲しがったんだよね？』

『ちっこいのは幸せそうじゃし、天竜娘は立派に成長しておるではないか』

『ナギくんは、ちゃんと「お父さん」やってるじゃないか。なにを心配してるんだよ』

　僕の膝の上で笑う、フィギュアサイズのレギィと、聖女さま。

『まぁ、主さまが心配するのも無理はないがな』

『そうなのかい？　レギィくん』

『うむ。「お父さん」の強さとは、いかに多くの嫁をはらませるかによって決まるからの！　主さまはまだ、パーティにいる少女すべてをはらませてはおらぬ。つまり、完全に強さを示してはおらぬのじゃ。ゆえにこの旅の間に──って、やめて、主さま！　飛行中の天竜の上から我を吊つるそうとするのやめて！　落ちたら帰って来られなくなるから、やめて欲しいのじゃ──っ！』

『あわわ……』

　まったく。

　真ま面じ目めなことを言ったと思ったら、すぐに元のエロ魔剣に戻っちゃうんだもんな。レギィは。

　僕は膝の上にいるレギィを落ち着かせて、巻き付けてたロープをほどいて──

　それから、みんなでのんびりと『魔族の都』に向かったのだった。










　──セシル視点──










『港町イルガファ』を出て２日目。

『地竜アースガルズ』に教えてもらった通り、山の中にそれはあった。

「あれが『魔族の都』ですか……」

　セシルは、地上をじっと見つめていた。

　四方を山に囲まれた場所に、小さな町の跡があった。

　それは草木に埋もれて、ほとんど消えかけている。

　セシルは両親に聞いた言葉を思い出す。

『魔族は自然の一部であり、時がくれば種族そのものも、町も、大地に還かえっていく』──と。

　言葉通りに、魔族の都は土に還ろうとしていた。

　町の跡地から、外に通じる道はない。

　たぶん、すでに草木に埋もれてしまったのだろう。

　遠くに別の町の城壁が見える。人の領域はあんなに遠い。

　港町イルガファからの距離──ナギと出会う前にセシルがいた王都までの距離──それを考えると気が遠くなる。

　魔族は、ご先祖さまの居場所から、遠く離れてしまった。

　そうして時は流れて、セシルはこの場所にやってきた。

　ナギと出会わなければ、ここまで来ることは不可能だった。

　王都でナギと出会ってから２年半。

　いつの間にかセシルは母親になって、リスティを抱いている。

　そんなこと、両親と死に別れたときは想像もしなかった。

（奴ど隷れい屋さんから連れ出してもらったあの日──わたしが、ナギさまの手を握った初めての日──）

　あのとき『響き合う種族』のセシルは、ナギと共鳴した。

　そのことを思い出し、セシルは胸を押さえる。

『天竜シロ』の首の後ろに座ったナギを見る。

　大きな背中──何度も触れて、しがみついてしまった背中。

　穏やかな横顔と、風になびく黒い髪。

　自分──セシル＝ファロットのご主人様。ソウマ＝ナギ。

　未来と、生きる理由をくれたひと。

　セシルがナギを見つめているうちに、『天竜シロ』はゆっくりと高度を下げていく。

　着陸地点は『魔族の都』の跡地にある、小さな広場だ。

『ちょっと身体からだが傾くけど、落ちないから大丈夫かと──っ』

　言葉の通り、シロの身体が縦になる。それでも落ちないのは『ふらい』のスキルで支えてくれているから。セシルの腕の中で、小さなリスティは笑ってる。前を見ると、ナギも「おー。シロ、すごい」と感心してる。

　落ち着いてるところはナギさまに似たんですね──と、セシルはなんだかうれしくなる。

　そうして『天竜シロ』は無事に『魔族の都』に着陸。

　セシルたちは、目的地にたどり着いたのだった。




「今日はここで野営しよう。アイネとラフィリアは準備をお願い。僕は見回りと、まわりの探索をしてくるよ。護衛は──」

「はい！　ナギさま」

　セシルは迷わず手を挙げた。

「すいませんアイネさん。リスティちゃんをお願いしていいですか？」

「もちろんなの。ほーら、リスティちゃん。アイネおかーさんなの」

　アイネは笑顔でリスティを受け取ってくれた。

『デリリラさんもついてくよー』

　人形サイズの聖女デリリラが、ナギの肩に飛び乗る。

『アリスティアが残したものがあるかもしれないからね。それを手がかりにすれば、この町のこともわかるかもだよね？』

「さすが聖女さまですね」

『ふっふーん。ナギくん。もっとほめてくれてもいいんだよー？』

　ナギの肩の上で、人形サイズの聖女さまが笑ってる。

　見ていると思わず──いいなぁ、と思ってしまう。

（わたしもあれくらい小さくなったら、いつもナギさまと一緒にいられるのに）

　肩に乗せてもらって、どこへ行くのも一緒。

　一番近い場所で、いつもナギの呼吸を感じていられるのに──

「セシル？」

「な、なんでもないでしゅっ!?」

　突然振り向いたナギの視線に、思わずセシルは真まっ赤かになる。

　なんだか心を読まれたような気がして、どきどきする胸を押さえる。

　ナギとセシルは響き合っている。だからか、『意識共有マインドリンケージ』を使っていなくても、なぜだかナギには自分の考えてることがわかっているような気がしてしまう。

　だとすると、自分が人形サイズになって、いつも側にいたがっていることも読まれているかも。

　それならいつか『セシルを人形サイズにするスキル』を作ってくださるかもしれない。

　そんなことを考えていると、ナギが手を伸ばしてくれる。

　地面が歩きにくいから、手を取ってくれるみたい。

　その手を握り返すと、ナギの体温が伝わって来る。

　ずっと感じていたい。いつのまにか心から求めるようになってしまった、愛いとしい温度。

「ありがとうございます。ナギさま」

　大好きな人の手を取り、セシルは歩き出す。

　足元には、たくさんの草が生えている。でも、かつては都の大通りだったのだろう。

　目を閉じると、たくさんの魔族が歩いているところが思い浮かぶ。

　セシルはナギの手を引いて、街道の先に進んでいく。

　ナギは少し不思議そうな顔をしたけれど、セシルに歩調を合わせてくれる。

　はじめて手を繫いで歩いたときと同じ。

　ちっちゃなセシルが困らないように、歩幅を小さくしてくれる。

　そのときのことを思い出して、セシルは思わず胸を押さえた。

（……だいすきです。ご主人様）

　口にすると当たり前すぎて、言葉にできない。

　だから今は思うだけ。

　顔が熱くなるのを感じながら、セシルは横目でナギの顔を見る。

　２年以上の間、ずっと一緒に暮らしてきて──何度も肌を合わせたのに──ナギの顔を見るだけで、セシルの鼓動は速くなる。セシルのことなんか、ナギは身体の隅々どころか、魔力の流れさえも知っている。触れ合うだけで、どうして欲しいのかわかってくれる。

　今だって──セシルがそう願うだけで、指と指とを絡めてくれる。

　ほんの少しセシルが「ひとつになりたい」って思っただけで。

（どうしてナギさまとわたしは、まだ溶け合っていないのでしょう）

　身体の境目なんかなくなってしまえばいいのに。

　そうすれば、ずっとセシルはご主人様と一緒に──

『こら────っ!!』

「わ、わわわっ!?」

「せ、聖女さま。どうしたの？」

『どうしたのじゃないよー！　なんなんだよ。この雰囲気は──っ！』

　気づくと、ナギの肩の上で、フィギュアサイズの聖女デリリラが怒っていた。

『なんなの？　その無言でわかり合ってる空気！　今までの、じゃれあういちゃいちゃが昇華して、静かなるいちゃいちゃになっちゃってるよ!?　君たちはもう、達人の領域まで「いちゃいちゃ」を進化させちゃったのかな!?　そうなのかな!!』

「「別にいちゃいちゃなんかしてませんよ？」」

『声までシンクロしちゃってる!?』

「わたしは、ナギさまと溶け合って、ひとつになりたいって思っただけです」

「僕はセシルに側そばにいて欲しいし、こうやって手を繫つないで歩きたいから、溶け合うのは我慢して、って思っただけですよ」

「もちろんわたしがナギさまと溶け合うのは、遠い未来の話です。リスティちゃんがちゃんと大きくなって、母親のわたしがどれだけナギさまを愛しているかわかってもらってから、同意の上で、こうなんというか、魔力的に」

「わかった。後でじっくり話し合おう」

「わかりました。ナギさま」

「ただし、セシルがあんまりわからずやだったら、おしおきするから」

「……は、はい。覚悟します。で、でも、恥ずかしいおしおきは許していただけると……」

「『再構築』するの停止で」

「そ、それは許してください。ナギさま。わたしはナギさまのものなんですから、魔力でナギさまに繫がるのが幸せだと──」

『いい加減にしたまえ──っ!!』

「「……ごめんなさい」」

　ナギとセシルは同時に頭を下げた。

　そのシンクロ具合がおかしくて、ふたりはお腹なかを抱えて笑い出す。

　遠くで、アイネたちが野営の準備をしている。笑い声が聞こえる。

　セシルはふと、空を見て、魔族の人たちが今の自分たちを見たらどう思うのか考える。

　残留思念がこの地を漂っていたら──きっと、優しい笑みを浮かべているだろう。

　のんびりキャンプをする魔族の子孫と、その家族たちの姿は、魔族の子孫と、人と、その他の種族のものたちが、わかりあったという証拠だから。

「でも……魔族の残留思念は、もういません」

「アシュタルテーは消えちゃったからね」

　魔族の残留思念アシュタルテーは、ずっとセシルと一緒だった。

　ひとりぼっちになったセシルを、家族のように包み込んでくれた。

　けれど、そのアシュタルテーも、もういない。

　セシルがナギと出会ったあと、役目を終えて消えてしまった。

「でも、アシュタルテーは、魔族の都のことを知りませんでした。だから、もしかしたら、アシュタルテーにならなかった魔族の意識が、ここにあるかもしれないんです」

「そうだね。他にも、手紙や遺品が残ってるかもしれない」

『デリリラさんの友だちのアリスティアも、ここを目指してたからねー』

　セシルとナギと聖女デリリラは、並んで大通りを進んでいく。

　魔族の都にある建物は、すべて樹きで作られていたようだ。とっくに壊れて、土へと還かえっている。

　道の左右には倒木が転がり、それを苔こけが覆い尽くしている。

　中には建物の残ざん骸がいも混じっているのだろう。木の下には食器や生活道具があるかもしれないけれど、探すのは大変そうだ。

『ナギさまー。セシルさまー』

　不意に、空中から声がした。

　顔を上げると、カトラスの別人格、フィーンが都の上を飛び回っていた。

『あたくしのスキル「神聖器物探索アーテイフアクト・サーチヤー・改」に反応がございました』

　フィーンは道の先、石に囲まれた丘を指さしていた。

『あの丘の上に、「神聖器物」がございます。確認した方がよろしいかと』

「行ってみましょう。ナギさま！」

　セシルはナギの手を引き、走り出したのだった。








第12話「魔族の都の結界と、聖女さまの友だちアリステイアの遺産」






　──ナギ視点──










　そこは、大きな石に囲まれた丘だった。

　まわりに建物のようなものは、なにもない。

　魔族は自分たちは自然の一部で、自然現象の仲間だって思っていたそうだ。

　だから、大がかりな施設を作らなかったんだろうな。

「フィーン。あそこに『神聖器物』があるの？」

『はい。丘の上に、箱のようなものが埋めてあります。重要なものを……劣化させずに取っておける箱、でしょうか』

　空中で、魔力体のフィーンが首をかしげてる。

『あたくしの「神聖器物探索アーテイフアクト・サーチヤー・改」は、アイテムの形と能力をつかみ取るもの……ですが、そのアイテム自体に、中身を隠す能力があるようですね。箱は保存用。その中身がさらに重要なアイテムだと推測いたします』

「保存と隠いん蔽ぺい用の『神聖器物』か……」

　それだけでも、かなり重要なアイテムだ。

　丘は石に囲まれて、まるでストーンヘンジのようになってる。

　見た感じだと、この場所にはなにか意味があるんだと思う。

　魔族が保存用の『神聖器物』を、こんな場所に隠す理由がわからない。

　フィーンの言う通り、重要なのは箱の中身かもしれないな。

「まわりの石に文字が彫ってあるね……なんて書いてあるんだろう？」

　丘を囲む石のひとつひとつに、細かい文字が彫ってある。

　石の数は全部で12個。繫つなげると文章になるのかな。

「魔族が残したものなら、これは古代語かな？　セシルは読める？」

「見てみますね」

『むぅ。デリリラさんだって古代語は読めるもんねーっ』

　セシルと聖女さまは、石に顔を近づけた。

　しばらくして──

「……これって」

『なんだよこれ。すごいことが書いてあるよ!?』

「すごいこと？」

『ふっふーん。聞きたいかい？　どうしよっかなー。教えてあげ──』

「これは魔族の秘宝について書かれたものです。ナギさま」

『あ、こらー。セシルくん！　もっともったいぶろうよ！　もーっ』

　フィギュアサイズの聖女さまは、じたばたと手足を振り回してる。

　いや、ここまで来てもったいぶらなくてもいいよね……。

「セシル。じゃあ、教えて」

「はい。ナギさま」

『もー。しょうがないなぁ』

　セシルと聖女さまは、石に刻まれた文章の内容について語り始めた。







『魔族は、世界の一部である。

　森と話し、鳥や大きな生き物と会話して、秘宝を作り上げた。

　それを、ここに残す。




　魔族は……本当は、世界を広げたかった。

　いや、人や亜人はわかりあい、協力して、世界を広げることができるはずだったのだ。

　わたしたちが残した、秘宝には、その力があった。




　けれど、今の世界の人々にこれを渡すのは危険すぎる。

　人々はこれを、他者を支配するために使うかもしれない。

　この秘宝を使えば、今までとは比べものにならないくらい、多くの者に影響が出てしまう。

　人も、亜人も、鳥も魚も、樹木も、竜にさえ。




　ゆえに、時が来るまで、この秘宝を封印することにする。

　魔族は信じる。

　いつか、わたしたちの子孫が、わかりあえる人と出会うことを。

　今は捨てるしかないこの都を見つけ出して、この碑文を読んでくれることを。




　魔族と人がわかりあったことが証明されたとき、秘宝の封印は解かれるだろう。

　わが子孫よ。人の子よ。

　魔族が作り上げた秘宝を手に、世界に立ち向かうがいい』







「…………」

　しばらく、誰だれも口をきかなかった。

　僕もセシルも、聖女さまも、フィーンもレギィも。

　セシルは少し、青ざめた顔をしている。

『商業都市メテカル』で、魔族の屋敷を見つけたときのことを思い出しているんだろう。

　あの場所に住んでいた魔族は、魔法の儀式で異世界からレギィを呼び出してる。魔剣の力を、魔族の力とするために。魔族には、そういう力もあるんだ。

　その魔族が残した『世界を広げて、他者を支配する可能性もある』秘宝って……。

「……もしかしたら、古代語以上の威力がある魔法、でしょうか？」

　セシルは震える声でつぶやいた。

「あるいは、レギィさん以上に強力な魔剣？　そんなものを魔族が残したなんて……」

「武器や魔法じゃないと思うよ？」

　僕はセシルの肩に手を乗せた。

　震えていたセシルが、きょとん、とした顔で、僕を見る。

「レギィだって強力な魔剣というよりエロ魔剣だし。魔族はどこか優しくて、ほんわかした感じがするんだ。巨大魔法や最強兵器を遺のこすとは思えないんだよ」

『あれ？　主ぬしさま。我のことけなしておるのか？』

「んなわけないだろ。レギィがレギィでよかった、って言ってるんだ」

『ならばよいのじゃ！』

　僕の背中で魔剣のレギィが震えた。

　うん。レギィはこれでいいよね。僕の大事な相棒だ。召喚してくれた魔族さんに感謝しないと。

「じゃあ……魔族は一体なにを遺したんでしょう……？」

『「神聖器物」の反応は、この丘の中央にございますよ。あるじどの、セシルさま』

『……むむー。じゃあ、ここは年長者のデリリラさんが確かめてあげよう！』

　フィギュアサイズの聖女さまが、むん、と胸を張った。

　そのまま、丘の上に向かって歩き出して──

『ぎゃふんっ！』

「聖女さま!?」「大丈夫ですか!?」

　──見えない壁にぶつかり、地面に転がった。

　僕とセシルは、あわてて聖女さまをキャッチする。

　それからゆっくり、丘の方に進んでみると──確かに、見えない壁があった。

「丘のまわりに、結界が張ってあるみたいだ」

「どうしましょう。ナギさま」

　セシルが、ぎゅ、と、僕の袖そでをつかんだ。

　やっぱり不安そうだ。

『魔族の都』まで来たのに、セシルを不安にしてたらしょうがないよな。

　なんとかして、秘宝の正体を確かめないと。

「僕が封印を解いてみるよ」

「……ナギさま」

「そんな心配そうな顔をしないの。任せて」

　僕が言うと、セシルは深呼吸。

　それから、拳こぶしを握りしめて、

「わかりました！　わたしも、がんばって封印を解きます！」

「うん。一緒にやろう。とりあえず、色々試してみようよ」

　僕は革袋から『魔族のオーブ』を取り出した。

「ここに、人間の王との和解の印『魔族のオーブ』があります。これが人間と魔族がわかりあった印。ということで、結界を開けてくれない……かな」

　反応なし。

『魔族のオーブ』を結界の中に差し入れてみると──これは通る。

　でも、オーブだけを入れてしまったら取り戻せなくなる。

　僕自身は入れないから、これがキーになるわけじゃなさそうだ。

　なにか他の方法を考えないと──

「わたし──セシル＝ファロットは、人間のソウマ＝ナギさまを愛しています！」

『いきなりなに叫んでるの。セシルくん！』

「ナギさまに救われて、ナギさまの奴ど隷れいとなり……ナギさまと繫つながることで喜びを感じています。今だって、ナギさまとくっつきたくてしょうがないです。いつ『りせいがけっかい』するか分からない状態です。これは魔族と人がわかりあっている証拠です！　だから、結界を開けてください」

　やっぱり、反応なし。言葉じゃ駄目なのかな。




　──それから僕たちは、色々な方法を試した。




　セシルと手を繫いで結界に触れてみる──通れない。

　セシルを抱っこしたまま結界に触れる──通れない。

　リタを呼んで『結界破壊エリアブレイカー』を使ってもらっても駄目だった。

　魔族の秘宝が隠してあるだけのことはある。相当強力な結界みたいだ。

「あるじどの、ちょっと見ていただきたいのであります」

　僕たちが丘の上で悩んでいると、カトラスがやってきた。

「町を歩いていたら、墓地のようなものを見つけたのであります。土が盛ってあるだけの、小さなものなのでありますが」

「そっか。ここは都だもんな。墓地もあるよね」

「なのであります。そこに、原形をとどめているアイテムがあったのであります。箱に入った青いマントと、スキルクリスタルなのでありますが」

「わかった。案内して」

『デリリラさんもついていっていいかな？』

　フィギュアサイズの聖女さまは、ぽん、と、僕の肩に飛び乗った。

『そのマントは、デリリラさんが知ってるものかもしれないよ？』










『……これはデリリラさんの友だち、魔族のアリスティアのマントだね』

　ここは、魔族の墓地。

　小さな土が盛られただけの、簡素なものだ。

　このマントは木の箱に入って、墓の前に置かれていたらしい。

『アリスティアは、魔族の町を作るなんてこと言ってたけど、結局、ここに来たんだね。そうしてたぶん、ここで死んだんだよ』

「……聖女さまの友だちが、ここで」

『あの子はゴーレム作りが得意だったからね。自分を埋葬するように、ゴーレムたちに言っておいたんだろう。ほら、残ざん骸がいが残ってる』

　聖女さまの言う通りだった。

　よく見ると、墓のまわりには、バラバラになったゴーレムが転がってる。

　石で造られた人型の頭。手足。それが墓のまわりに落ちてる。

『こんなものもあるよ。これは……「契約コントラクト」について調べるためのメダルだね』

「『契約』について？」

『あの子は、デリリラさんが王家と結んだ「契約」を知っていたんだ。それで……解除する方法を探してくれたのかもしれないね』

　そう言って聖女さまは、僕にメダルを渡した。

　これは魔族アリスティアの遺産だから、魔族のご主人様が持つべきだ、って。

『……やっと見つけたよ。やっと、安心したよ。ここにいたんだね。アリスティア……』

　聖女さまは、ぎゅ、と、青いマントを抱きしめた。

　マントが魔力に反応して、かすかな光を放つ。魔法のマントか。

　だから長い時間、朽ちることもなく、こうして残っていたんだな。

『……デリリラさんは満足したよ。アリスティアの行ゆく方えがわかったからね……』

「聖女さま!?」

　聖女さまは、すっきりした顔をしてる。

　まるで、心残りがなにもなくなったかのように。

　──まさか、聖女さまは。

『ナギくんたちには感謝してるよ。君たちがいなければ、デリリラさんはここまで来られなかった。きっと……ずっと自分の洞どう窟くつの中にいて……いつか、すべてをあきらめて消えてしまっていただろう。君たちのおかげで、デリリラさんは願いを叶かなえることができたよ……』

「……はい。聖女さま」

　もしも、今、聖女さまが満足して消えたとしても──止めるべきじゃない。

　長い時間をゴーストとして生きてきた聖女さまだ。

　成仏しても仕方がない。僕にはなにも言えない。

「……デリリラさま」『聖女どの……』

　僕の隣で、セシルとフィーンも涙ぐんでる。

　ふたりにも、聖女さまとの別れが近づいていることがわかったのかもしれない。

　でも、涙は見せない。

　そういうのは僕たちには似合わないからね。

『……デリリラさんは、ここに来た目的を果たしたよ……』

　聖女さまは、ゆっくりと顔を上げて──

『あとはリスティちゃんが成長して、どんな結婚相手を選ぶのかを見届けないとねっ！』

　──って、胸を張って宣言した。

　…………あれ？

「……聖女さま？」

『あれれ？　どうしてナギくんもセシルくんもフィーンくんも、深刻そうな顔をしてるのかなぁ。もしかして、デリリラさんが消えちゃうとか思ったのかなぁ？』

「…………聖女さま」

『ふっふーん、ナギくん。目がちょっとうるんでるねー？　悲しかった？　デリリラさんとの別れに、泣きそうになったのかなぁ。そっかー、デリリラさん、ナギくんに好かれてたんだなぁ』

　ぺちぺちぺちっ、って、僕の脚を叩たたく聖女さま。

　すっごいどや顔してる。まったくもう。

「……たまにあおりにきますよね。聖女さま」

『ナギくんたちにはやられっぱなしだから、たまには仕返ししないとねっ！』

　まったくもう。

　聖女さまには敵かなわないな。ほんとに。

「でも、本当に長生きしてくださいね。聖女さま」

「リスティちゃんの将来とは言わず、ずっと子孫まで見届けてください……」

『聖女デリリラさまが消えなくてよかったです……本当に』

『あれ？　あれれ？　や、やだなぁ。ほんとに深刻な顔してる。これじゃデリリラさんが悪者じゃないか。やめてよーっ！』

「よかった。これからも聖女さまといられるんですね」

「ありがとうございます。聖女さま」

『これからもよろしくお願いいたします。聖女デリリラさま』

『こーらーっ！　ナギくんもセシルくんもフィーンくんも、口元、笑ってるのがわかるからねっ。もー、君たちはほんとに。もーもーもーっ!!』

　そんなわけで、これからも一緒にいられることを喜ぶ僕たちの前で──

　──聖女さまは、しばらくぷんぷんと怒り続けたのだった。










『アリスティアの遺品は、君たちが持つべきだね』

　怒り続けて満足したのか、聖女さまはそんなことを言った。

『このマントは、神々の加護があると言われている逸品だ。こっちのスキルは──えっと、これは……アリスティアの切り札だったスキルだね』

「アリスティアさんの切り札ですか」

「どんなスキルなんですか!?」

『……「古代語詠唱」だね』




『古代語詠唱』

『呪じゆ文もん』を『古き言葉』で『唱える』スキル




　僕とセシルが作った『古代語詠唱』とは少し違う。あっちは『呪文』を『詳しく』『唱える』スキルだからね。正式な『古代語詠唱』の概念は『古き言葉』なのか。なるほど……。

「どうする？　セシル。こっちの『古代語詠唱』に変える？」

「わたしに死ねとおっしゃるんですかナギさま!?」

「なんでそうなるの!?」

「ナギさまからいただいたものを捨てるなんてとんでもないです！」

　いや、胸を押さえて後ずさらなくていいから。

　無理に取ったりしないから。どうどう。

「この『古代語詠唱』はナギさまからはじめていただいたスキルで、今までわたしたちを助けてくれたスキルでもあるんです。これをなくすなんてできません……」

「うん……これは僕が悪かった」

　でも、もったいないな。『古代語詠唱』。

　なにかに使えないかな……。

　で、こっちのマントは──




『神しん代だいマント』

『神々』の『加護』で『身を守る』マント




　魔族は今は名前も失われてしまった自然界の神をあがめていた。

　その加護で、身を守るマント、ということらしい。

　このマントを身にまとうことで、その加護が得られるみたいだ。

　身にまとう……つまり、ひとつになる……。

「……なるほど」

「ナギさま？」『あるじどの？』

「あの結界を突破する方法がわかったかもしれない」

『奇遇だね。デリリラさんも気づいたよ』

「聖女さまもですか？」

『ふっふーん。いつまでもナギくんに負けてられないからねー』

　さすがだな。聖女さま。

　聖女さまも僕と同じ考えだとすると、これが正解かもしれない。

「じゃあ、セシル。一緒に結界のところまで来て」

「は、はい。ナギさま」

「フィーンは悪いけど、聖女さまを連れて、みんなのところに戻ってて。しばらく、僕たちがいいって言うまで、丘の上には近づかないようにね」

『承知いたしました。あるじどの！』

『……あれ？』

　なんで首をかしげてるんですか、聖女さま。

『おかしいな。デリリラさんが考えたやり方と違うような気がするよ？』

「そうなんですか？」

『……まぁいいや。じゃあ、デリリラさんは一度、みんなのところに戻るね。悪いけどフィーンくん、運んでくれるかな』

『承知いたしました！』

　魔力体のフィーンが、フィギュアサイズの聖女さまを抱えて飛んでいく。

　さてと、僕とセシルは結界対策だ。

「どうなさるのですか？　ナギさま」

「考えてみれば、簡単なことだったんだよ」

　僕はセシルの手を取った。

　それだけで僕の考えがわかったのか、セシルの顔が、ぼっ、と赤くなった。

「わかりました……魔族と人が信頼しあっていることを、魔力的に証明するんですね？」

「そういうこと。具体的には、僕とセシルがあの場所で『能力再構築スキル・ストラクチヤー』すればいい」

　僕はセシルの手を引いて歩き出す。

　セシルは『見習い魔法使いの衣』の襟元をゆるめて……って、それはまだ早いからね。

「参りましょう。ナギさま」

　セシルは僕の手を取って、笑った。

「わたしが魂の深いところでナギさまを信頼していることを、ご先祖さまに証明してみせます！」








第13話「ナギとセシル、魔族の都で絆きずなを証明する（勘違いあり）」






「寒くない？　セシル」

「だいじょぶです。こうして触れ合ってると……暑いくらいですから」

　僕の胸に背中を押し当てて、セシルは言った。

　むき出しの肌は、少し火照ってるように見える。

　細い肩と背中──やっぱり、セシルはもうちょっと太った方がいいような気がする。

　出会ってから大分経たつけど、相変わらず華きや奢しやだ。触れたら壊れるんじゃないかって思うくらい。

　だけどセシルは僕の手を導いて、静かに、自分の胸に押し当てる。

　その場所に触れると、セシルの魔力と、心臓の鼓動と──セシルの体温まで伝わって来る。

「……あのさ、セシル」

「はい。ナギさま」

「どうして、裸になってるの？」

「ナギさまが『魔族と人との結びつきを示すためには、セシルが僕にすべてを許しているところを見せる必要があるから』っておっしゃったからです」

「言ったけど」

「『そのためには、服を脱いだ方がいいんじゃないかな』ともおっしゃいました」

「うん。言ったね」

「だ、だから……わたしは……恥ずかしいですけど、服を全部脱いだんです……」

「でも僕は、セシルが着てるものを全部脱いじゃうとは思ってなかったんだ……」

　ポイントは『魔族と人がわかりあう』だからね。

　だからセシルが武装解除してるのがわかるような姿でいてくれればいいと思ったんだけど……。

「ふぇっ!?　じゃ、じゃあ、どうして止めてくださらなかったんですか!?」

「……言わないと駄目？」

「駄目です！」

「……せっかくだから、セシルのすべてを見せてもらおうかな、って」

「……うぅ。ずるいです、ナギさま」

　セシルは肩越しに、僕をにらんだ。

「そんなこと言われたら、怒れなくなっちゃうじゃないですか……くしゅん」

「ごめん。やっぱり寒かったね」

「い、いえ。ちょっと鼻がむずむずしただけで……」

「ちょっと待ってて」

　僕はセシルの肩に『神しん代だいマント』をかけた。

　ちょっと大きかったから、身体からだの前に回して、セシルの膝ひざまでを覆ってみる。

「これでどう？　寒くない？」

「……まったく寒くないです。すごいです。さすが魔族のアリスティアさんのアイテムです」

「神々の加護で身を守るマントだからね」

　その『神々』が誰だれなのか、僕たちは知らない。

　セシルは「魔族は自然崇拝の一族でしたから、名も無い……きっと、自然を擬人化したものだと思います」って言ってた。僕の世界で言うならアニミズムかな。

　そういう『名もない神々』の力で身を守るマントだから、寒さも防げる。

　……セシルの『裸マント』姿は……かなり破壊力があるんだけど。

　………………家に帰ったらもう１回してもらえないかな。駄目かな。

「？　どうしましたか、ナギさま」

「……ナンデモナイヨー」

「もしかしてナギさま。わたしたちの未来について考えてらっしゃいましたか？」

「……未来とも言えないことはないかな？」

「先のことは、あまり気になさらないでください」

　セシルは手を伸ばして、僕の頰ほおに触れた。

「生活も安定していますし、わたしたちなら、なにがあっても生きていけます。きっと」

「そうだね」

「アイネさんは『子どもはあと５人まで増えても大丈夫なの』っておっしゃってます」

「待って。それ聞いてない！」

「……言うチャンスをうかがってました」

　セシルは恥ずかしそうに、マントの前を合わせた。

　このタイミングでそういうことを言うのはずるいと思う。
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　ここは、すでにほろびた魔族の都。

　頭上には、たくさんの樹きが枝をはりめぐらせてる。

　隙すき間まから落ちてくる日光は暖かく、僕と、セシルの肌を照らしてる。

　僕の背中には結界の壁。

　やわらかく、僕の身体を押し返してる。

　こんな廃はい墟きよでセシルを抱えてると、なんだか現実感がなくなってくる。

　裸マントのセシルはかわいくて……ずっと抱えていたいけど……あんまり時間をかけるとみんなが心配するかな。そろそろ『再構築』をはじめよう。

「セシル。ふたつめの『古代語詠唱』は問題ない？」

「はい。普通に、わたしのなかにインストールされています」

　さっきセシルに、墓地で見つけた『古代語詠唱』をインストールしておいた。

　今は『古代語詠唱』がふたつある状態だけど、セシルは特に問題なさそうだ。

「いじるのは、新しい方の『古代語詠唱』だよ。いいかな？」

「はい……ナギさま。来てください」

　セシルは、ぎゅ、と、両りよう膝ひざを合わせた。

　首筋が少し汗ばんでるのは──あれ？

「……まだなにもしてないよ？」

「……身体が、ナギさまにしていただいたときのことを覚えてるんです」

「……なんかごめん」

「……い、いえ。わたしも自動的にしあわせに……んっ」

　セシルが声を漏らした。

　僕がセシルの中にある『古代語詠唱』の概念に触れたからだ。

　同時に、僕の指先にも、色々な感触が伝わって来る。

　セシルが、どんな反応をしたのか──

　セシルが、どんな気持ちになっているのか──

　セシルが、どうして欲しいのか──

　まるでひとつの生き物になったように、セシルの望みがわかる。

　だから僕はセシルの望みのままに、指を動かしていく。

「────んっ。あ、ナギさま？　おかしいです……わたし……まだ、触れられたばかりなのに」

　熱い息が、僕の手に触れる。

　セシルはもじもじと膝をすりあわせて、身体を小刻みに揺らしてる。

　僕は『魔力の糸』を呼び出して、セシルの中に繫つないでいく。

　魔力を欲しがってる場所はわかるから、そこを重点的に。

　僕とセシルが一体化してることが、結界を作っているシステムにも、わかるように。

「は……はぅ。ナ、ナギさま」

　セシルの呼吸が早くなる。

「……ど、どうして……わたしの欲しいこと……わか、るんですか……んっ」

　僕はセシルの唇に触れて、『真・意識共有マインドリンケージ・トウルー』を発動。

　意識もリンクさせて、さらに繫がりを深めていく。

『────だ、だめです。わたしの……欲しいところ……ナギさまにわかっちゃったら……だめ。恥ずかしいです。はしたな……あっ。も、もう……いつもの「しあわせ」なところに来ちゃってます……あ、ああああああっ！』

　びくん、とセシルの身体が、跳ねた。

　結界はまだ消えない。

　もうちょっと、深いところまでひとつにならないと駄目みたいだ。

『……そ、そんな……わ、わたし……まっしろになっちゃ……ったのに……これ以上されたら……わたし……わたし……とけちゃって……「しあわせ」になりっぱなしになって……あ、ああっ』

『真・意識共有』でセシルの思考を読む。

　セシルが望む場所と繫がる。

　魔力を送る。

　概念を揺らす。

　ひとつになる。

　この場所──魔族の都に、僕たちがわかりあってることを伝えるために。

　聞こえるのは風の音。葉擦れの音。

　セシルの声と、セシルの鼓動。かすかな水音。

　それに気づいて口を押さえるセシル。でも、声は止まらない。

　いつの間にかセシルは向きを変えて、正面から僕に抱きついてる。

　離れている部分があることに我慢ができないように、僕の首筋に口づけてる。

　僕はセシルと繫がって、スキルとも繫がって、魔力を送り続ける。

　ふたり分の魔力をかき混ぜる。概念を揺らす。

　セシルの声も、思考も、だんだん意味をなさなくなる。

『……ん、んんっ！　ナギさま……ナギ、ひゃま。わたし……いけない子になっちゃいます……ナギさまと……繫がるの……好き……なの……ずっと、言えませんでした……でも……こんな……あっ。好き……好きです。すきすきすき……です』

　背中に当たる結界の感触が、ぼやけていく。

　もう少しだ。

　僕はセシルの中にある『古代語詠唱』に『神代マント』の概念を移動させる。

　概念『神々』は、ちゅぷん、と、セシルの中に溶けていく。

　セシルが喉のどを反らして声をあげる。

　結界の感触が──消える。

　成功だ。

「いくよ。セシル」

「……ナギひゃま。ナギさま……あ」

　終わらせよう。




「実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤー』！」

「──────あ、ああああああああああっ!!」




　セシルが、魔族の都すべてに響くような声をあげた。

　石に囲まれた、丘の上。

　魔族の秘宝を守る結界の感触がなくなった。

「は、はぁ……ぁ」

「おつかれさま。セシル」

「……ナギひゃま。ナギひゃまぁ……」

　ぐったりしたセシルは、僕の身体からだにしがみついてる。

　自分が裸なのも、ここがどこなのかも、もうわかってないみたいだ。

　抱え直すと、それだけで、ぴくん、と反応する。

　まだ、僕とひとつになってる感触が残ってるらしい。しばらく続くかもしれないな……。

　そのおかげで結界は消えた。

　セシルの『古代語詠唱』も、恐ろしくチートなスキルになった。







『神代語詠唱』

『呪じゆ文もん』を『神々』の『古き言葉』で『唱える』スキル




　忘れ去られた古き神々の言葉で、魔法を唱えることができる。

　その威力は『古代語魔法』の数倍から十数倍。

　場合によっては町がまるごと消滅しかねないので、使うときは注意すること。

　周囲にある魔力を利用できるため、魔力消費量は『古代語魔法』と同程度。







　──セシル、チートキャラになったなぁ。

　もはや魔法使いとして、歴史や伝説に残るレベルかもしれない……。

　ちなみに『神代マント』も変化した。

　アリスティアさんが残した『契約調査のメダル』の概念が使えたんだ。




『契約調査のメダル』

『契約』の『条件』を『調べる』メダル




　聖女さまは、これは魔族の遺産だから君が使うべきだって言ってくれた。

　だから、アリスティアさんのマントを強化するのに使わせてもらったんだ。

　完成したアイテムは──




『コントラクト・プロテクション・マント』

『契約』の『加護』で『身を守る』マント




　深い結びつきを持つ奴ど隷れいとご主人様の身を守るマント。

　ふたりの絆きずなを壊す（怪け我がや死によって隣にいられなくする）攻撃や魔法の威力を減衰する。

　通常契約の奴隷か、ご主人様が近くにいる場合はダメージを15％減衰。

『魂約者』が近くにいる場合はダメージを40％減衰。

『結魂者』が近くにいる場合はダメージを80％減衰。







　とまぁ、これもチートなマントになったわけだけど。

　これはセシル専用にしよう。色々と使えそうだからね。色々と……うん。




　それから、僕はセシルの身体を拭ふいて、服を着せて──

（セシルの身体がかなり敏感な状態になってたから大変だった）

　僕たちが、結界を通れるようになっていることを、改めて確認して──

　みんなのところに、結界を突破できたことを報告しにいくことにしたのだった。










「お兄ちゃーん！」

　街道の向こうから、イリスが走ってくる。

　カトラスとレティシア、ラフィリアも一緒だ。

　その後ろには、アイネがリスティを抱っこしてる。

「魔族の結界を無効化されたようですね！　すごいです!!」

「……うん」

「な、なんとかなりました」

　僕はイリスに、どうやって結界を無効にしたのかを説明した。

　イリスは、うんうん、とうなずいて。

「なるほど。つまり、聖女さまの提案ではなく、お兄ちゃんの方が正解だったということですね！」

　……あれ？

「聖女さまの提案って、僕のとは違ったの？」

「はい。聖女さまのご提案は、『リスティさまを抱いて結界に触れる』でした」

　イリスは言った。

　僕とセシルの目が、点になった。

「お兄ちゃんとセシルさまの子であるリスティさまこそ、人と魔族がわかりあった証拠でしょう。ですから、リスティさまを抱きかかえれば、誰だれでも結界を通れるのではないかと……あれ？　お兄ちゃん？　セシルさま？　どうされたのですか？」

「…………えっと」

「…………そ、それはですね」

　気づかなかったよ。

　そうだよね。リスティは人と魔族がわかりあった象徴だもんね。

　僕とセシルの血を引いてるんだもんね。

　結界は危険。だからリスティは近づけない、ってことで、その手段は思いつかなかったんだ。

「「すごいですね聖女さま!!」」

『来るなりどうしたのふたりとも！』

　その後、実験してみた。

　リスティを抱いてれば、誰でも結界を通れることが判明した。

「……まぁいいか。『神代語詠唱』も手に入ったし」

「そうね。セシルちゃんも幸せそうだったもん」

「リタさんにはわたしの声、聞こえてたんですね…………」

　セシルはその後また「ぷしゅう」って気絶しちゃったんだけど──

　というわけで、僕たちは魔族の秘宝まで、たどりついたのだった。








第14話「明かされた、この世界すべてへの道しるべ」






　丘の上には、箱が埋まっていた。

　場所は、結界の中心。

　中に『神聖器物アーテイフアクト』が入っているのかと思ったけど、フィーンによると、この箱そのものが『神聖器物』だそうだ。中に入っているものの時間を止めて、劣化させずに保存することができる。さらに中身の正体を隠すことができるすぐれものだ。

「……これは、おうちに一個欲しいの」

　アイネは目を輝かせて、箱を見てる。

　僕もこの箱は欲しいな。生鮮食料品も保存しておけるし、商売にも使えそうだからね。

「セシル、リタ。箱そのものにトラップは？」

「魔力的なトラップはありません」

「物理的なものもないわね。元々、この結界そのものがトラップみたいなものだもん。魔族と仲良しじゃなきゃ入れないんだから」

「それもそうか。じゃあ、開けるよ？」

　僕が言うと、みんなは一斉にうなずいた。

　安全のため、アイネとリスティ、聖女さまには離れてもらった。

　デス公を着たレティシアと、竜騎士の鎧よろいをまとったカトラスには僕の後ろに控えてもらう。

　みんなを守るためだ。

　僕は箱の蓋ふたに触れた。

　箱は黒い金属で出来ていて、表面にはレリーフが彫ってある。草や木、魚など、色々な生き物が描かれたもので──セシルが持っている『真・聖せい杖じようノイエルート』の表面にあるものと、よく似てる。これが魔族によって作られたものだって、よくわかる。

　箱の蓋は軽くて、押すとスムーズに動き出した。

　数百年もの間、地中に埋まっていたとは思えないほどの滑らかさだ。これが魔法のアイテム──というか、太古の時代に作られた『神聖器物』だってよくわかる。

　この国の王さまは魔族から『魔族のオーブ』を奪ったといわれる。

　でも、この箱は奪えなかった。ということは、この中には『魔族のオーブ』よりも大切なものが入っているということだ。

　中にはなにが入っているんだろう？

　そう思って見てみると──

「……羊皮紙？」

　予想外だった。

　箱の中には、丸めた羊皮紙が、一枚だけ。

　他にはなにもない。

　箱の中は広い空間になっていて、馬車１台くらいは入りそうなのに。

「入っていたのは、この羊皮紙だけみたいだ」

「ということは、すごい魔法の呪じゆ文もんが書かれているのかもしれませんわね」

　レティシアが興奮した口調で言った。

「魔族は、それを王家に奪われないように隠したのでしょう。いつか、セシルさんのような、魔族の子孫がここに来たときのために」

「あるいは『古代エルダーエルフ』と共に作ったマジックアイテムの在りかかもしれないですぅ」

「もしかしたら、世界の秘密について書かれたものかもしれませんよ」

　ラフィリアとイリスも緊張している。

　みんなもあの碑文の内容は知ってるからね。

　ここにあるのは、魔族の秘宝。

　森と話し、鳥や大きな生き物と話をして、作り上げたものだ。

　世界を広げることができて、多くの者に影響を与えるもの。

　それが、この羊皮紙に書かれているとしたら──

「……ナギさま」

「大丈夫だよ。セシル。ここにあるのは怖いものじゃない」

　魔族は争いを好まない。

　もしも、これが強力な兵器になるものなら、子孫に残したりはしないはずだ。

「そうですよね……わたしも、ナギさまと同じ考えです」

　セシルは僕の手を握った。

　目を閉じて、まるで祈るように、

「この秘宝はきっと、優しいものだと思います」

「うん。僕もそう思うよ」

「優しくて、あったかくて、きっとナギさまやわたしたち、リスティちゃんの世界を広げてくれるものだと思います。わたしは……ご先祖さまを信じます」

　セシルの手はかすかに震えてる。

　やっぱり、心配なんだろうな。この秘宝の中身のことが。

　もしかしたら、魔族は人間を恨んでいて、それで世界を変えるほどの大魔法を遺のこしたんじゃないかって。いや、大魔法のためのスキルは、僕がさっき作っちゃったんだけどさ。

　僕はセシルと手を繫つなぎながら、さっき見た碑文のことを思い出す。

「世界を広げる力を持つ秘宝……魔族が鳥や大きな生き物と会話して作り上げたもの……か」

　僕はふと、シロの方を見た。

　シロはプラチナブランドの髪を揺らして、僕の隣で箱をのぞき込んでる。

　もしも碑文に書かれていた『大きな生き物』が、先代の天竜のことだとしたら──？

「……魔族は『古代エルフ』と一緒に『霧の谷』を作った。つまりは天竜をあがめていたんだ。そうして魔族は人間や亜人以外のものとコミュニケーションを取ることができる。天竜はどこまでも飛べるから、広い世界を知っている。それを魔族に伝えた可能性がある……」

「ナギさま？」

「でも『古代エルフ』は天竜の魔力を利用することを選んだ。魔族とは袂たもとを分かった。もしかしたらこの丘の結界は、秘宝を『古代エルフ』に渡さないためかもしれない。秘宝は人々が他者を支配するためにも使える。今までとは比べものにならないほど、大きな影響が出るもの……」

「どうしたの、ナギ？」「お兄ちゃん？　わかったのですか？」

　リタとイリスが、じーっと僕の顔を見てる。

　僕はふたりにうなずき返す。

「わかったような気がする。ここにあるのはたぶん、情報だよ」

「情報なの？」「世界を変えるほどですかぁ？」

「正確には、世界を広げる情報だね。だから悪あしき者が使えば、もっと大きな影響が出る。人を支配したがる人間や『古代エルフ』に渡してしまうと危険なもの。悪用したら、ブラックな世界が広がってしまうもの──」

　僕は箱の中に手を伸ばす。

　巻物状の羊皮紙の片側を手に取って、もう片方をセシルに。

　僕たちはゆっくりと、羊皮紙を広げていく。




「──ここにあるのは世界を広げるための情報。悪用するなら、世界を支配するのにも使える。まだ開拓されていない場所に人を派遣することも、追放することもできる情報──

　つまり、地図だよ」




　正解だった。

　大きな羊皮紙に描かれていたのは、この世界の地図だった。

　僕が以前、飛竜ワイバーンのガルフェと一緒に作ったものより、もっと精巧な──というか、この大陸だけじゃなくて、海の向こうの陸地まで描かれている。広い広い世界地図。

　魔族が先代の『天竜ブランシャルカ』に協力してもらって、作ったんだろうな。

　碑文にあった最後の一節『魔族が作り上げた秘宝を手に、世界に立ち向かうがいい』の意味も、これでわかった。

　あれは『地図を手に、見知らぬ世界へと立ち向かうがいい』という意味だったんだ。

「……すごいです」

「ここがリーグナダル王国で、西の山脈を越えると、大きな平原がある。その先は内海で……その向こうには、人はいるのかな？　天竜はそんなところまで行ってたんだね」

「違います。すごいのはナギさまです！」

「……僕？」

「見る前から、この羊皮紙が地図だってわかってたじゃないですか」

「なんとなく想像しただけだよ」

　僕はリスティのために、この世界の地図や記録を残してきた。

　その情報は、彼女が大きくなったとき、自分の世界を広げるのに使って欲しいと思ってたんだ。

　だから、魔族も同じことを考えてたんじゃないかって考えた。それだけなんだ。

「だから、地図なんじゃないかって思ったんだ」

「「「「「「「「『『『おおおおおおおおっ!!』』』」」」」」」」」

　魔族の都に、みんなの拍手が響き渡った。

「ナギさまは、直系の子孫のわたし以上に、魔族わたしたちのことがわかるんですね……」

　セシルは、とろん、とした目で僕に寄りかかってる。

　それほどすごいことをした覚えはないんだけど。

「それにあの碑文を読めば、魔族が秘宝をどれだけ重要視してたかわかるからね」

　秘宝を守る結界は魔族と人がわかりあうことで開くようになっていた。

　響き合う種族の魔族が信じた人──この地図を悪用しない人に渡したかったんだろうな。

　世界地図って、地味だけど、使い方によってはすごく危険だ。

　ブラックな人間が使えば、未開拓の地に人を送り込んで、奴隷労働させることもできる。

　凍り付いた地に誰かを追放することもできる。

　地図に載ってる場所であれば人を送り込むことが可能になるし、場合によっては、土地や町を侵略することもできる。川や湖、山のかたちがわかれば、侵略拠点だって作れるんだから。

　だから魔族はこの地図を、本当に信頼できる相手にしか渡したくなかったんだろうな。

「でも、すごいよ。この地図があれば、僕たちはどこにでも行ける」

　居場所を増やせる。まだ会ったことのない人に、会いに行ける。

　ブラックな環境から逃げるためじゃなくて、望む場所に移るために、この地図が使えるんだ。

「どこにでも行ける。だから、僕たちはどこにいてもいいんだ」

「どこにいてもいい、ですか？」

「この国にいることを選んでもいい。選ばなくてもいい。僕はみんなを、望むところにつれて行けるんだ。セシルはどこに行きたい？」

「わたしが居たい場所は、ナギさまのお隣です」

「そうだね。じゃあ一緒に、一番心ここ地ちいい場所を探すってことで」

「はい！」

　セシルは笑顔で、うなずいてくれた。

　結局、魔族の遺産は兵器でも武器でも魔法でもなく、地図だった。

　子孫に、居場所を選んでもらうための情報。

　僕たちはそれを使って、どこにでも行ける。

　リーグナダル王国に居たければ居ればいいし、居たくなくなったら立ち去ってもいい。

　数年後にひょっこり帰ってきてもいいし、遠くに心地いい場所を見つけたら、そこにいてもいい。

　そういう自由を、僕たちは手に入れたんだと思う。

「……すごい。ずっと北には氷の平原があるのね……」

「南には果物がたくさんできる森があるみたいなの。アイネ、そこでジュースを作ってみたいの」

「大陸サイズの島もありますわ。どんな人が住んでいるのでしょう……」

「海竜が回遊しているよりも、海はずっと広いのですね」

「この湖のあるところはあったかそうです。裸でごろごろできそうですよ？」

「王家の手の届かないところが……こんなにあったのでありますね……」

　リタもアイネも、レティシアもイリスも、ラフィリアもカトラスも、地図に見入ってる。

『もー、見えないよー！　デリリラさんにも見せてよー』

　フィギュアサイズの聖女さまがじたばたしてる。

　すいません。みんなが壁になって見えないんですよね。僕の肩にどうぞ。

　シロは……普通に飛んで、上から地図を見てる。

　紫色の瞳ひとみを、好奇心でまんまるにして──

「おとーさんおとーさん、ここ！」

　不意に細い指で、地図の一点を指さした。

「おとーさんおとーさん！　この島。シロの知ってる島かと！」

　そこは海のど真ん中。『港町イルガファ』から南に向かったところにある島だ。

「シロわかるよ！　ここが『天竜の島』だよ！」

「まじで!?」

「まじかとー！」

「おおお────っ！　すごいよシロ！」

　僕はシロを抱きしめた。

「そっかー。ここが天竜の島なのか。僕たちが先代の『天竜ブランシャルカ』からもらった場所なんだ。うまくすれば、働かないでずっと生きられるかもしれないところの……」

「く、くすぐったいよ。おとーさん」

「あ、ごめんな。シロ」

「……やめてとは言ってないかと」

「そうなの？」

「はい。もっかい」

　シロがほっぺたをふくらませたから、僕はまた、シロを抱きしめた。

「えへへー。あのねあのね。今のシロなら、みんなを乗せて、その島まで飛んでいけるよ！」

　シロは笑いながら、ぴたり、と、僕の身体からだにくっついてる。

「……だぁ」

「ごめん。もちろん、リスティも僕の大事な子どもだよ」

　気づくと、アイネの腕の中で、リスティが僕に向かって手を伸ばしてた。

　シロはすぐに「おねーさんだからリスティちゃんにゆずるかと！」と言って離れる。

　僕はアイネからリスティを受け取って、抱き上げる。

　リスティの目は、僕と、魔族の都の風景を眺めてる。はじめての場所なのに、リスティはすごく落ち着いてる。まるでふるさとに来たみたいに安らいでる。もしかしたらここが、自分のご先祖さまの居場所だってわかるのかもしれない。

「そうだよ。ここはセシルとリスティの一族が生きてた場所だ」

「かぁ……さま？」

「ここに来るまで色々あったけど、僕はリスティに会えたから満足してるよ。リスティのお父さんは基本的に働くのが嫌いだから、働かないでも生きられる方法を探してたら、世界の隠された秘密とかを見つけて、いつの間にかここまで来ちゃったんだけどね」

　はじまりは、異世界に召喚されたこと。

　それからセシルと出会って、リタと出会って、

　アイネを救って、レティシアと親友になって、レギィを手に入れて、

　ラフィリアの運命を変えて、イリスを巫女みこから解放して、

　シロを解放して、カトラスとフィーンを見つけ出して、




　僕は、世界の『ブラックなシステム』をぶっこわすことになった。




　それはそれでいいんだけど、なんだか、普通の勇者よりもずーっと長い旅をしてきたような気がする。おかしいな。僕は、できるだけ役立たずでいようとしたのに。

「といっても、まだ旅は終わってないんだけどね」

「……ふみゅ」

「うん。そろそろ家に帰って休んで──しばらくしたら『天竜の島』に行ってみよう」

「さんせーかと！」

「わたしも行きたいです！」

「どんな場所なのか見てみたいもん」

「生活のためには、アイネが必要なの」

「わたくしも後学のために拝見したいですわ」

「海の真ん中なら、『海竜ケルカトル』と直接話ができるかもしれません」

「あたしも、のんびり生活をしたいですよぅ」

「魔物がいないとも限らないでありますからね。ボクも行くでありますよ」

　シロ、セシル、リタ、アイネ、レティシア、イリス、ラフィリア、カトラスが手を挙げた。

「聖女さまはどうします？」

『遠慮しておくよ。あんまり遠くに行っちゃうと、洞どう窟くつに戻るのが大変だからね』

　フィギュアサイズの聖女さまは、首を横に振った。

『それに……離れ小島なんかに行ったら、君たちは絶対、むちゃくちゃいちゃいちゃするじゃない！　四六時中するじゃない！　それをずっと見続けて生活するなんてごめんだよ！』

「そんなことしませんよ。レティシアだって一緒なんですから」

『……レティシアくんも、最近は怪しいと思ってるんだけどねー』

「そうなんですか？」

『だってレティシアくん、外ではファミリーネームを「ナイン＝アポカリプス」ってしてるじゃない。それって、ナギくんの家族になったってことじゃないかぁ！』

「──え？」

　僕はレティシアの方を見た。

　ぼっ、と音を立てて、レティシアの顔が真まっ赤かになった。

「違いますわ違いますわ！　それはわたくしが実家と縁を切ったからです！　ミルフェ子爵家の家名を使うわけにはいかないので、『ナイン＝アポカリプス』の名前を借りてるだけですわ！」

『ふっふーん。ま、そういうことにしておこうか』

「お待ちください聖女デリリラさま。あなたに誤解されたままでは困りますわ！」

『ふっふーん。らららー！』

「聖女様──っ！」
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　逃げる聖女さまと、追いかけるレティシア。本当にふたりとも仲良しだ。

　ふたりが遊んでいる間に、僕たちは『魔族のオーブ』を、箱があった場所に埋めた。

『魔族の都』には、オーブを収める場所もなかったし、魔族の意識体が現れることもなかった。

　だけど、これはこの都に還しておくべきだと思ったんだ。

　それから僕とセシルとリスティは、もう一度墓地に行ってお墓参り。

　アリスティアさんと、魔族の人たちに手を合わせた。

　本当はもう、魔族の霊はここにはいないってわかってる。

　魔族の人たちの意識は『集合意識アシュタルテー』となって消えてしまった。だから『魔族のオーブ』を還しても、魔族の人と話すことはできなかった。誰も現れなかった。

　わかってるけど……礼儀として、これくらいしておきたかったんだ。

「じゃあ、帰ろうか、セシル」

「はい。ナギさま」

　僕たちが戻ると、聖女さまはなぜか地面に正座してた。レギィも一緒だ。

　……なにがあったんだろう。レティシアはふたりの前で、頭を抱えてるし。

　手を振るリタとアイネに手を振り返して、僕たちはみんなと合流。

　それからゆっくりとご飯を食べて、野営して──

　翌日、天竜化したシロの背に乗って、僕たちは『港町イルガファ』に戻ったのだった。








第15話「異世界でスキルを解体したら、チート級の幸せが増殖しました」






　──３年後──










　ここは『リーグナダル王国』の王都付近の平原。

　西の山脈を望む場所に、無数の天幕が張られていた。

　さっきまでは炊煙が上がっていたが、今はそれも消えている。

　王都から来た兵士たちは、すでに戦闘準備を終えて、平原に陣を敷いているからだ。

　ここが最終防衛地点。突破されたら、あとは王都の城壁に頼る以外の道はない。




『山より来る災厄』




　２週間前に現れた魔物は、そう呼ばれていた。

　王都の北にひっそりと設置された、魔法の実験施設。

　そこで行われた、国を守るための研究が、暴走したのだ。

「まさか、『古代エルダーエルフ』の技術を悪用する者が現れるとはな……」

　大公家より派遣された勇者クラヴィスは、歯がみした。

　彼の背後には兵士と魔法使いが並んでいる。隣には、北国より派遣された勇者もいる。

　だが、それだけの兵力があっても、現在迫っている脅威には足りない。

「見えたぞ！　山より来たる『ガルガンチュア・キメラ』だ！」

「『ゾンビ・キメラ』もいる。追放されし宮廷魔法使いの恨みが、あれか……」

　兵士たちから絶叫が上がった。

　同時に、山が揺れたような音がした。

　木々の隙すき間まから、山や羊ぎの頭と、獅し子しの頭が顔を出している。残りの頭はすべてヒュドラだ。

　王都から追放された宮廷魔法使いは、ヒュドラの再生能力を、魔物合成の実験に使ったのだ。

「学校の体育館ぐらいのサイズか。でけぇな」

「なにを言っているのだ？　タナカ＝コーガよ」

「あっちの世界の言葉だ。気にすんな王子さま」

　黒剣を手にした少年は肩をすくめた。

　彼は『北の町ハーミルト』を守る勇者だ。

　宮廷魔法使いとキメラの暴走について知らされたとき、王家は各地に援軍を要請した。

　まっさきに応こたえてくれたのが、タナカ＝コーガだったのだ。

　クラヴィスの姉である『慈じ愛あいの姫クローディア』には別の心当たりがあるようだったが、それを待っている余裕はなかった。

　キメラたちの動きは速かった。

　わずか数日で山を越え、王都へと迫っていたのだ。

「『武術勇者ギルド』や『魔法勇者ギルド』って奴やつらは、どうしたんだよ。王子さま」

「……相手が魔王じゃないと知り、戦闘を拒否したよ」

　今回の戦いは救世のものじゃない。

　それでも国の根幹にかかわる戦ではある。

　だからクラヴィスは、自分が知る勇者たちに救援を要請した。

　だが、助けはこなかった。

　これまでずっと『魔王は存在する』と言い続けてきたのがまずかった。

　勇者たちは魔王討伐のため、力を温存することを考えはじめたのだ。

　彼らは歴史を変え、伝説に残ることを目的としている。

　魔王を倒す前に死んでしまったら意味はない。

　それが仇あだとなった。彼らはもう、クラヴィスの言葉を聞こうともしないのだ。

「貴様がいてくれて助かったよ。タナカ＝コーガ」

「俺は、この世界の勇者だからな」

「頼もしいな」

「もっと頼もしい奴らがいるんだが……あいつらは、呼べるものじゃねぇんだろうな」

「頼もしい奴らか……」

　そういえば『天竜の代行者』という者がいた。

　ここ数年、彼らの話を聞いていない。

　彼らが本当に『天竜の代行者』だったのなら、役目を終えて天に帰ったのかもしれない。

　だが、彼らは確かにこの世界を変えた。

　貴族が庶民をこき使うことも減ったし、王家が『来訪者』を保護するという習慣も生まれた。

　そのおかげで、何人かの『来訪者』はこの戦いに力を貸してくれることになった。

　その点については、クラヴィスは『天竜の代行者』に感謝しているのだ。

「来るぜ。王子さま。間もなくキメラ連中が、魔法兵と弓兵の射程に入る」

「よし！　魔法兵は詠唱を開始せよ！　弓兵は魔法の発動に続けて、弓を斉射せよ！」

　クラヴィスは兵士たちに指示を出す。




『グルゥアアアアアアアアアァ!!』




『ガルガンチュア・キメラ』の無数の首が、叫び声をあげた。

　奴は森の樹きを蹴けり倒しながら、全速力でこっちに向かって来る。

　背後にいるのは５体の『ゾンビ・キメラ』だ。

　こちらはヒュドラではなく、アンデッドの再生能力を利用しようとしたもの。頭は山羊と獅子。身体からだもひとまわり小さい。青白い皮膚から粘液のようなものをまき散らしながら進んでいる。

「奴が森を出た！　今だ、放て────っ!!」

『炎の勇者』クラヴィスの合図で、魔法兵が一斉に攻撃魔法を放つ。

　火炎魔法が得意な者による『火球フアイアボール』の連続攻撃。

　彼らが後方に下がって後の、風魔法による動きの阻害。

　その風魔法を追い風にしての矢の斉射。




『グゥィヤアアアアアアアアァ！』




『ガルガンチュア・キメラ』は無数の頭で吠ほえ猛たける。

　魔法は効果を発揮している。

　奴の胴体──獅子を模したもの──は焼け焦げ、無数の矢が刺さっている。

　だが、それもすぐに再生していく。

「宮廷魔法使いめ。あれは技術の無駄使いだ……」

「奴を処刑することはできなかったのかよ。王子さま」

「奴の家系は代々宮廷魔法使いだったからな。王家も色々な秘密を握られているのだ……」

　自業自得といえばそれまでだ。

『勇者と魔王システム』を使って、王家もかなりの利権を得ていた。

　だから王家の私財を悪用した宮廷魔法使いへの処分を追放にとどめたのだが。

　奴が名前を変えて実験施設に潜り込み、こんなキメラを作っていたとは思わなかったのだ。

「──近接戦闘に入る！」

「──しゃあねぇな」

「まずは俺と、タナカ＝コーガが遠距離から絶技を放つ。それが終わり次第、全員で突撃する。ここが正念場だ。なんとしても魔物を止めなければならない！」

　クラヴィスの言葉に、兵士たちが応じる。

　直後、クラヴィスとタナカ＝コーガは走り出し、彼らに使える剣技の準備に入る。

　間近に迫ってくる巨大なガルガンチュア・キメラは恐ろしい。

　自分は勇者自分は勇者──そう言い聞かせて立ち向かう。

「いくぞ！　炎の絶技『天空豪炎斬』!!」

　クラヴィスが振り下ろした剣から、青白い火炎が走った。

　それは地面を走り、巨大な『ガルガンチュア・キメラ』と『ゾンビ・キメラ』に襲いかかる。




『オオオオオオオオオオオ』

『ヴォオ』『グゥオオオオオ……』




「続け。タナカ＝コーガよ！」

「おお！　いくぜ。『縮地殲せん滅めつ斬』!!」

　タナカ＝コーガの姿が、消えた。

　まばたきする間に、『ガルガンチュア・キメラ』に接近している。

　まさに瞬間移動。直後に彼は高速で剣を振り、『ガルガンチュア・キメラ』に切りつける。

「くらえええええええぃ!!」




　ガガガガガガガガガガッ！




　黒い大剣による１００を超える斬撃。

　それが『ガルガンチュア・キメラ』の足をえぐる。

　技を終えたタナカ＝コーガは、直後に後ろに跳ぶ。

　青白い炎に包まれたままの『ガルガンチュア・キメラ』は──

『グウウウウウウッ？』




「──脚が、再生しやがった」

「宮廷魔法使いは……『ガルガンチュア・キメラ』を勇者殺しの魔物として作り上げたらしい」

「勇者殺し？」

「あの魔法使いは、勇者の長所も弱点も知っているのだよ」

「だったら、勇者じゃない奴にしか倒せないってことかよ!?」

「……ああ、我々では倒せな──」




　ひゅー。しゅたっ。




「「……は？」」

　不意に、クラヴィスたちと『ガルガンチュア・キメラ』の間に、馬車が降ってきた。

　落下、というわけではない。慌てたような軟着陸だ。

「なんだあれは？」

「……久しぶりにリーグナダル王国に戻ってきたら……大騒ぎですわね」

　馬車を降りてきたのは、青い髪の少女だった。

　背中を向けているせいで、顔はわからない。

　貴族然として背筋を伸ばし──キメラを見据えている。




『グルゥアアアアアアアアアア！』

『ギィアアアアアア！』『グヌァアアア！』




　突然の乱入者に荒ぶる『ガルガンチュア・キメラ』と『ゾンビ・キメラ』。

　そんな魔物たちにため息をついて、少女は、

「騒がしいですわ。少し静かにしてくださいな！　こんにちは────!!」

　少女がキメラたちに向かって、頭を下げた。

　キメラたちも「これはどうもごていねいに」という感じで、山羊と獅子とヒュドラの頭を下げる。




「「…………はあああああぁ!?」」

「今のうちですわ。あの魔物たちを人々から引き離してください！」

　聞こえた言葉に、クラヴィスは耳を疑った。

　魔物を──人々から引き離す？

　そんなことができるものか。あの巨大な魔物たちを──

「いくですよー！　『古代語詠唱』──『竜りゆう種しゆ旋せん風ぷう』!!」




　ぶおおおおおおおおおおおっ!!




　天を衝つくほどの竜巻が『ガルガンチュア・キメラ』と『ゾンビ・キメラ』の背後に発生した。




『グ、グォアアアアア!?』

『ズゥオオオオオオ？』『ヴィアアアア!?』

「あの魔物たちが、引きずられていく!?」

「竜巻の真空が引っ張ってるのかよ。なんて魔法だ……」

　信じられなかった。

　家ほどのサイズがあるキメラたちが、竜巻の中心へと引っ張られていくのだ。

　奴らはもがいて、逃れようとしている。が、渦を巻く風はそれを許さない。

　まるで見えない手でこねまわされているように、キメラたちは一箇所に集められていく。

「──『神々の御み代よに在りし原初の炎よ』」

　澄んだ声がした。

　風にまぎれてほとんど聞き取れないが、歌うようにつぶやいている。

　馬車の隣に、褐色の肌の少女が立っていた。

　銀色の髪を風になびかせて、隣にいる黒髪の男性と手をつないでいる。

　反対側には金色の髪の少女がいる。

　３人ともこちらに背中を向けていて顔は見えない──と思ったら、突然、金髪の少女が狼に姿を変えた。しかも、分身した。




『ウォォォォオォン！』




　８体に分身した金色の狼は『ゾンビ・キメラ』に向かって突進していく。

　風で拘束されたキメラは動けない。

　金色の狼は、その横を駆け抜ける。そして──




　じゅっ──と、『ゾンビ・キメラ』の身体からだが蒸発した。




『あれは神聖力か!?　アンデッドの天敵の!?』

『まさか。狼が神聖力を持つなどありえない！　それに、あの力は──!?』

　スピードも、神聖力も、桁けた違ちがいだ。

　狼は神々しい光の残像を残して、魔物の周囲を走り回っている。

　その間にも『ゾンビ・キメラ』の形がくずれていく。

「だ、だけど、あれじゃ『ガルガンチュア・キメラ』は殺せねぇ」

『ゾンビ・キメラ』が倒れていく。

　竜巻が『ガルガンチュア・キメラ』に集中する。その動きを完全に封じ込める。

　だが、決定打にはならない。ただ、動けないようにしただけだ。

　竜巻を操る者の魔力が尽きれば、また動き出すだろう。

「……あれはもしかしたら、俺の知り合いかもしれねぇ」

「知っているのか!?　タナカ＝コーガよ!!」

「悪い。言えねぇんだ……」

　暴風の中、タナカ＝コーガの声が小刻みに震えている。

「うかつに口にして、あいつを敵に回したくねぇ。それでもしゃべれというなら王子さま。あいつはあんたの敵になるかもしれねぇが……本当にいいのか？」

「……う」

　思わず口ごもるクラヴィス。

　そのふたりが見つめる前で──褐色の少女の歌が終わる。

　そして──




「発動します。『神しん代だい語魔法　炎の壁』!!」

　少女が宣言すると同時に──天と地をつなぐ、灼しやく熱ねつの壁が生まれた。




　それは紛れもなく『炎の壁』だった。

　ただし大きさが桁違いだ。高さは天に触れるほど。広さはキメラの群れを包み込んで余りある。厚みも同じ。温度など想像もつかない。

『『『ギィアアアアアアアアアアアア！』』』

　キメラの群れが、蒸発した。

　焼けたのでも炭化したのでもなく、文字通りの蒸発。

　皮が燃え尽き、肉も骨も灼やき尽くされ、後にはなにも残らない。

　文字通りの消滅だった。

「あ、あ、あ……あんなことが……あんな魔法があるのか!?」

　クラヴィスの身体が震え出す。

　タナカ＝コーガの言う通りだ。あの者を敵に回してはいけない。

　彼らを怒らせたら、王都そのものが蒸発するだろう。

「──あのー。元『炎の勇者』さん」

「は、はいっ！」

　黒髪の男性がこちらに背を向けたまま、クラヴィスに呼びかける。

　クラヴィスは、反射的に姿勢を正して応こたえる。

「なんでこんなことになってるんですか？」

「そ、それは！　我が宮廷魔法使いが勝手な研究を！　その成果が、暴走して！　わ、私たちのせいではないのだ！　本当だ──っ！」

「……あー。そういうことですか」

　黒髪の男性は、額を押さえたようだった。

　それから、クラヴィスの方に向き直り、

「気をつけてくださいね。僕たちも、いつもこの国にいるわけじゃないんですから」

「……はい」

　クラヴィスは思わず頭を下げる。

　上司をまねて、後ろの兵士たちも深々とお辞儀をする。

　しばらくして顔を上げると──馬車が空中へ浮かんでいくのが見えた。

　そのまま、馬車は空の青に溶けて、消えてしまったのだった。

「とりあえず……陛下と、王太子のクローディア姉さまに報告しなければ……今回のことが王家の失態であるということと、『天竜の代行者』らしき者が現れたことを……」

「……そ、そうだな。さすがにあれほどとは、俺も思わなかった」

「彼らは一体、どのような者たちなのだろう」

「わからねえよ……俺も……本当にわからねぇんだ」

「きっと、天竜に仕える敬けい虔けんなる者たちなのだろうな」

　勇者クラヴィスは地面に膝ひざをつき、祈るかたちに両手を組み合わせた。

「ありがとう……『天竜の代行者』よ。これからもこの国を見守ってください──」

　王都は守られた。自分はなにもできなかった。

　だから、せめて祈ろう。

『天竜の代行者』という御み使つかいを送ってくれた、天竜に感謝を。

　国は王家と自分たちが守っていく。天竜と代行者の方々よ、どうか加護を与えたまえ──と。




　──ナギ視点──










「びっくりしたね……」

「イルガファの領主さんから話を聞いていて、よかったです」

　まったく。久しぶりに王国に戻ってきたらこれだもんな。

　僕たちは今、空を飛ぶ馬車の中にいる。

　飛ばしているのは天竜モードのシロだ。『ふらい』の能力で馬車を釣り上げてくれてる。

　３年の間に成長したシロは、こんなこともできるようになったんだ。

　まぁ、今だって、僕たちを連れて『天竜の島』まで往復してくれてるんだけどね。

「これから『港町イルガファ』に戻って、色々仕掛けをして、と」

「アイネさんたちが待ってます。早めに戻りましょう」

「こちらで買えるものを買っていかないとね」

　僕とセシルとリタは、顔を見合わせてうなずきあう。

『天竜の島』に渡って３年。

　もうすっかり、生活の拠点はあっちに移ってる。

　あの島には、僕たちがのんびり生活できる環境が整ってた。飲み水はあるし、温泉も湧わいてる。

　海鳥も飛んでるし、魚もたくさんいる。

『海竜ケルカトル』もときどき、海の幸を届けてくれる。生活用品もそろってる。

　島に建ってた家の中には、天竜が残したマジックアイテムやスキルクリスタルもあった。

　ラフィリアが使った『古代語詠唱』は、そこで見つけたものだ。

　超長距離の転移アイテムもあったから、それは島と王国への移動用に使ってる。

　今回こっちに戻って来たのは、レティシアのお母さんの墓参りをするためだ。

　で、当のレティシアは、ラフィリアと一緒に、シロの背中に乗ってる。

　高所恐怖症だったのは３年前まで。島への移動を繰り返すうちに、空からの景け色しきが好きになっちゃったみたいだ。移動中はいつもシロの背中に乗って、人々が平和に暮らしてるか眺めてる。レティシアは相変わらず『正義の貴族』だからね。

「生活の拠点も移って、みんな少しずつ変わってきたよね」

　チート性もどんどん増してるし。

　リタなんか、分身して魚取りをしてる間に、能力がどんどん上がっちゃったからね。

「変わってないのは僕だけかな」

　僕の方は相変わらずだ。

　島で天竜の遺産を研究したり、魚や鳥の動きを調べて、パターン化したりしてる。

　そういうアルゴリズムを見るのは、元の世界でも大好きだったからね。

　変わったのは『能力再構築スキル・ストラクチヤー』のレベルが上がったことくらい。

　僕自身は、あんまり変わってないんだ。

「……そうでしょうか？」

　ふと見ると、セシルが首をかしげてた。

「どしたのセシル。不思議そうな顔して」

「以前のナギさまだったら、さっきの戦いで、もっと姿を隠してたんじゃないかって思いまして」

「そういえばそうですね」

「以前のナギさまなら、兵士さんたちに『古代語魔法　灯りライト』を使ってから、戦闘を始めていたと思います。でも、今回は普通に姿を見せていました」

「ナギはずっと『目立ちたくない』って言ってたのにね」

「……ばれたか」

　さすがセシルとリタ、僕のことをよく見てる。

　今も、僕の方をじーっと見つめてるし。

　これは……ちゃんと話さないと駄目かな。

　こういうことを話すのはすごく気恥ずかしいんだけど。

「僕が目立ちたくなかったのは……世界にブラックな人たちが多かったからだよ」

　生き残るためには、役立たずでいた方がいい。

　それは、他人を利用しようとする人が、あまりに多いから。

　僕は元の世界で、ずっとそういう目に遭ってきたからね。

「……でも、この世界のブラックは大分消えた。だから、少しだけ『目立ちたくない』をゆるめてもいいかな、と思ったんだ。それに……」

「……それに？」

「このあたりでやめてもいいかな？」

　むちゃくちゃ恥ずかしくなってきたんですが。

「ナギさま。続きをお願いします」

　セシルはめちゃくちゃ目を輝かせてる。

「ご主人様。家族をあんまりじらすのはよくないわよ？」

　リタは逃げることを許さないような表情だ。

　たぶん……『真・意識共有マインドリンケージ・トウルー』で他のみんなにメッセージを送る準備をしてるな。あの顔は。

　頭上からはシロが『シロも聞きたいかとー』って訴えかけてる。

　退路はないみたいだ。しょうがないなぁ……。

「……みんなと出会ってから、僕はこの世界が好きになったんだよ」

　ゆっくりと、時間をかけて──言ってみた。

「僕のまわりにいるみんなは、信じられる人ばっかりだし、僕もみんなに、助けられてここまで来た。そういう人たちを生み出してくれた世界なら、少しくらい正体を見せてもいいのかな、って。もちろん、自分たちの存在を宣伝したいわけじゃないけどね。基本的には隠れる方向で」

　……やっぱり、むちゃくちゃ照れくさい。

　こういうのって、昼間に言うことじゃないよね。

　夜とか、お酒（飲めないけど）の席とかで言うことだよなぁ。

　でも、噓うそは一言も言ってない。

　僕は、セシル、リタ、アイネ、レティシア、イリス、ラフィリア、カトラス、フィーン、レギィ、シロ──それに聖女さまにミヒャエラ＝グレイスさん、『海竜ケルカトル』に先代の『天竜ブランシャルカ』、いなくなってしまった『地竜アースガルズ』──

　そういう人たちを生み出してくれた世界を、好きになったんだ。

　同じ世界に住む人たちを、少しくらいは信じてもいいのかな、って、思うようになった。

　世界は完全にホワイトになったわけじゃないし、変なことをする人はまだいるけど。

　でも、少しくらいは──ね。

　そんなことを考えていると──

「ナーギーさーまー」

「セシル？」

「えいっ」

　いきなりだった。

　セシルが、ぎゅ、っと、僕を抱きしめた。

「そういうことは、みなさんの前で言ってあげてください。きっとすごく喜びますから」

「むちゃくちゃ照れるから嫌だ」

「ナギさまはご主人様なんですから、みんなを喜ばせる義務があるんですっ！」

「僕の精神状態はどうなるの？」

「……あ、あとで、みんなでおなぐさめします。くじびきで」

「……えっと」

「あっれー？　今、少し迷ってなかった？　ナギ？」

　セシルは目を輝かせて、リタはにやにや笑い。

「リタさん。みなさんにメッセージを送ってください。ナギさまの精神状態をおなぐさめする役を決めるため、くじびきをしましょう、って！」

「ぬかりはないわよ。もう送っちゃったもん」

　いやいや。みんなで僕を追い詰めるのやめない？

『観念せよ。主ぬしさま』

　馬車の後ろで、魔剣状態のレギィが言った。

『みんな主さまの語る言葉が好きなのじゃよ。むろん、我もな』

「そんなこと言われてもなぁ」

「じゃあ多数決です。今のナギさまのお話を、みんな一緒に聞きたい方は手を挙げてください！」

「はい！　もちろん賛成よ！」

『賛成かとー』

『賛成じゃ！』

「イルガファにいるイリスちゃんたちからもメッセージが来たわ。もちろん賛成だって」

「多数決で僕が勝てるわけないよね!?」

　まったくもう。

　どれだけチートキャラになっても、みんな変わらないな。

「「んー？」」

　セシルとリタに挟まれて、降参。

　たぶん、僕はこの世界に来てから、自分がどんなふうに変わったのかを、あらいざらい話すことになるんだろうな。朝まで。

「でも、それは家に戻ってからだね」

　ぱん、と手を叩たたいて、僕は話を切り替えた。

「まずは聖女さまのところに行って、新しいアイテムを見せてもらおうよ」

「ミヒャエラさんの知識と『異世界への門を開くスクロール』を元にして作った『異世界へ行って戻って来るアイテム』ですね」

「ナギの世界に、安全に観光に行けるのよね？」

『楽しみじゃな！　我も主さまの世界で、男性の理性を破壊するための服などを探してみたいのう。それを皆に着せて、主さまの理性がどのくらいで決壊するかを計測して、さらなる研究を──って、やめて、主さま。我の本体を馬車の外へ持ち出すのはやめてーっ！』

　そうして、僕たちは次の目的地へ。

『働かない生活』を実現しても、僕たちの旅は続いていく。

「行きたい場所はたくさんあります。魔族の地図には、不思議な森や、高地にある温かい湖も描かれてましたから」

「きっとすごい風景や、美お味いしいものと出会えるはずよ。私、ナギと一緒に色々な景け色しきを見てみたいな……」

「あ、ずるいですリタさん。わたしだって、ナギさまといろんな経験がしたいんですから」

「じゃあ、帰ったら話し合いましょ？」

「望むところです！」

　セシルとリタはがっちり握手。

　僕たちの手には『魔族の地図』がある。『異世界への門を開くスクロール』もある。

　どこにだって行ける。なにが起こるかわからない場所や、見知らぬ場所へだって。

　不安もあるし、『最後の古代エルフ』が言ってた『不確定要素』はあるけど、なんとかなると思う。僕もみんなも『チートキャラ』だからね。

　僕たちは魔族の人たちから、遺産の地図を受け取った。

　だから、彼らが望んだように世界を広げてみたい──そう思ったんだ。

　もちろん、無理はしない。

　異世界で出会ったみんなや、子どもたちと静かに暮らして、時々は旅をして。

　この世界の住人として、ゆっくり生きていければ、それでいいよね。

「ナギさまナギさま」

「うん。セシル」

「わたしも、ナギさまと出会えて幸せです」

「……う、うん。でも、相変わらず照れるよね」

「それはわたしもおんなじです」

　そう言って、セシルは僕の手を取った。

「照れますけど、ナギさまが『わたしたちと出会えてよかった』って言ってくださったから、幸せ２倍です。だからわたしもこれから毎日『ナギさまが大好きです』って１日２回言うことにします！」

「それはさすがに僕の心臓が持たないかも！」

「えーでも、リスティちゃんだって最初に『ナギさまだいすき』を覚えたんですよ？」

「最初に覚える文章がそれってどうなの!?」

「というわけで、わたしたちを幸せにしてくれたお返しに、ナギさまはわたしたちに幸せにさせられる義務があるんです！」

　宣言して、僕に抱きつくセシル。

　その反対側ではリタが「その通り！」って抱きついてる。

　レギィは『観念せえ』って言ってるし、シロも『おとーさんしあわせにするー』って宣言してる。

　でも、シロは声を控えめにね。地上まで聞こえるかもしれないからね。

「……まったく、もう」

　僕が異世界で出会ったのは、チートキャラの少女たち。

　でも、それはチート級の強さじゃなくて、チート級の幸せをくれるということ。

　僕たちの「チートな生活」はまだ続いていく。

　この異世界で、自分たちの居場所を作って。

　チート級のしあわせを捕まえて──

　──そんな事を考えながら、僕は家族と一緒に、この世界の家に向かうのだった。
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　こんにちは、千せん月げつさかきです。

『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました』第12巻をお届けします！

　第11巻に引き続き、今回もほぼ全編書き下ろしとなっています。




『古代エルダーエルフ』と魔族の宝物を返還する旅に出るナギたち。

　彼らがその途中で出会う、奇妙な魔物の正体とは──？

　すべての黒幕である、謎の『不死の存在』とは──？

　そして、表紙でセシルが抱いている赤ちゃんの正体は──？

『ＷＥＢ版』から新規ルートに移行した『チート嫁』の物語を、ぜひ、見届けてください！




『チート嫁』はコミカライズ版も刊行されています。

　こちらは書籍版第３巻のイリス編に突入して、さらに盛り上がっております。

　カタセミナミさまが描くもうひとつの『チート嫁』は月刊ドラゴンエイジで連載中です！　コミックも第５巻まで発売中ですので、興味のある方はぜひ、読んでみてください！




　７月20日にＭＦブックスさまから、千月さかきが描くもうひとつのシリーズ『辺境ぐらしの魔王、転生して最強の魔術師になる』の第２巻が発売になります。

　魔王だと誤解されて命を落とした魔術師が、貴族の少年に転生するお話です。

　前世で村人から慕われすぎていた主人公は、２００年後の世界でも家族や仲間たちからたくさん愛されて、慕われながら成り上がっていきます。こちらのお話もどうかよろしくお願いします。




　それでは、最後にお礼を。

　いつも書籍版『チート嫁』を応援してくださっている皆さま、『ＷＥＢ版』を読んでくださっている皆さま、本当にありがとうございます！　このお話がここまで来られたのも、皆さんのおかげです。どうかナギとチート嫁たちの物語を、最後まで見届けてください。

　イラスト担当の東とう西ざいさま。今回も最高のイラストをありがとうございます。表紙の集合絵に感動しました。本当に、感謝の言葉しかありません。

　コミカライズ担当のカタセミナミさま、いつもありがとうございます。毎月、カタセさまのネームを拝見するのを楽しみにしています。これからもよろしくお願いします！

　担当のＫさま。いつも細かい修正に付き合っていただき、ありがとうございます。

　最後に、流通の方、書店の方──このシリーズに関わってくださったすべての方にも感謝申し上げます。本当に、ありがとうございました。

　書籍版『チート嫁』の本編は、ひとまずこの巻で完結となります。

　もしも、このお話を気に入ってくださったのなら、また別のお話でお会いしましょう。


千月　さかき
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